




















本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。





本作品は本編終了後にビーズログ文庫『竜王サマ、この結婚はなかったことにしてください！』（著：葛城　阿高）お試し版が収録されています。








　目次







勿論、慰謝料請求いたします！ ２【電子特典付き】




竜王サマ、この結婚はなかったことにしてください！　電子特別お試し版　（著：葛城　阿高　イラスト：春が野　かおる）




























　ｃｏｎｔｅｎｔｓ







隣国の王子と姫

隣国の船

月の化身　ジュフア目線

バハル船長

好きってなんですか？

俺の姫様　バハル船長目線

お土産を買いに……

救出と荷物　王子殿下目線

荷物持ちの権利

花冠

世迷い言　王子殿下目線

結婚が幸せとは限らない？

ビジネス

僕を好きな人　ローランド目線

人前でのイチャイチャは控えめに願います

喧嘩売りましたね？　勿論、買います！

プロポーズとプレゼン

プレゼンの答え

婚約者　王子殿下目線

幸せの形

あとがき

番外編　友人の婚約者　ジュフア目線

番外編　従業員養成施設　マイガー目線

番外編　新しい婚約者　オルガ店長目線

番外編　予言者　マチルダ目線




電子書籍特典　書き下ろし短編「ラブレター」＆キャラクターラフ




























イラスト／m/g









[image: ]




　私、ユリアス・ノッガーはこの度たび〝傷物令れい嬢じよう〟デビューをはたした。

　婚こん約やく者しやであったラモール・キュリオン侯こう爵しやく子息がある日突然、真実の愛に目覚めたと言い出し婚約破は棄きすると宣言してきたからだ。

　今まで領地復旧の手伝いやら資金援えん助じよやらしていたというのに一方的な婚約破棄を言い出したので、外そと堀ぼりを埋うめ多額の慰い謝しや料りようを巻き上げ……請せい求きゆうすることに成功した。

　そんなこんなで、元婚約者のラモール様は侯爵の位を持ちながら、家も領地も我わが家やの管理下になった。今は真実の愛のお相手であるジュリー・バナッシュ伯はく爵しやく令嬢のお家うちで農業の知識を増やすため、学園をやめ領主の修しゆ業ぎようを積んでいる。

　元々農業的な才能があったのか、ラモール様は品種改良などで力を発揮しているらしい。

　バナッシュさんはというと、そんなラモール様を支えるためにどんなに肩かた身みの狭せまい思いをしてでも学園で経済学を学び、男性に頼たよらない強い女性に成長している。

　そんなバナッシュさんのことを私は嫌きらいになれず、我が家の従業員にしようと動いているのはまた別の話だ。
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　結果的に、婚約破棄騒そう動どうは収まり、私は傷物令嬢として新たな人生を歩み始めた。

　はずだったのだが……なぜこうなったのでしょう？

　学園の長期休きゆう暇かの初日、王おう妃ひ様さまの主しゆ催さいするお茶会に招待されたのは傷物令嬢を哀あわれんだものだと思い参加したのだが、案内されたテーブルには侯爵令嬢のマニカ様と王妃様と隣りん国ごくのお姫様が二人。

　え？　なぜこのテーブルに？

　私は笑え顔がおで皆みな様さまに挨あい拶さつをしてその場を立ち去ろうとした。

「ユリアスちゃん！　よく来たわね！　座すわって座って！」

　王妃様は気の置けない友人を呼ぶように私を手招きした。

　王妃様のフレンドリーさに負けました。

「王妃様、こちらの方は？」

　そう声をかけてきたのは、東ひがし隣どなりの国であるラオファン国の上の姫様であるランフア様。

　綺き麗れいな紫むらさき色いろの長ちよう髪はつに菫すみれ色いろの瞳ひとみをしたボッキュッボンの美人なランフア様が私を値ね踏ぶみするようにジロジロ見ながら王妃様に聞いていた。

　下の姫様であるムーラン様は赤紫の長い髪かみを三つ編みにしていて、優やさしい桃もも色いろの瞳を持つ可か愛わいらしい人なのだが、なぜかマニカ様と睨にらみ合っていた。

　殺さつ伐ばつとした空気が漂ただよっている気がするのは気のせいでしょうか？

「こちらはユリアスちゃんですの」

　王妃様のアバウトな説明に私は慌あわてて姫様達に頭を下げた。

「自己紹介が遅おくれてしまい申し訳ございません。私は、ノッガー伯爵家の長女、ユリアス・ノッガーと申します。以後お見知りおきを」

　私が自己紹介を終えて頭を上げると、ランフア様に睨まれた。

「王妃様、なぜ伯爵なんて身分の者をこのテーブルに招くんですの？」

　もっともな言い分だと思います。

　私だって他のテーブルに行ってお菓か子しやドレスや宝石の話がしたい。

　ビジネスチャンスだというのになぜこのテーブルに？

「ユリアスちゃんにはいろいろな人と仲良くなってほしいからよ」

　なんだろ？　この意に反して外堀を埋められていく感じ。

　でも、二人の隣国の姫様達が身にまとっているドレスやアクセサリーについている、キラキラの刺し繡しゆうと大きな宝石は興味深い。

　勉強するつもりで二人を観察することにしましょう。

「ユリアスちゃん、後でルドニークも来るから待っててね」

　そんな私の思考などおかまいなしに王妃様がからかうように続けた言葉は、私の首を締しめ上げるようなものでした。

　ランフア様に滅め茶ちや苦く茶ちや睨まれています。

　王妃様何言っちゃってくれてるんでしょうか？

　私、王子殿でん下かに会いたいなんて一言も言ってません。

「な、なぜルドニーク様が来ることをこの方に言うんですの？」

「ユリアスちゃんはルドニークの好いい人なのよ」

　違ちがいます！

　王妃様の言葉に、ランフア様の顔色が真まっ青さおになった。

　私は首を横に振ったのだが信じてもらえていないようだ。

「お姉様、愛に身分は関係ないんですのよ！　ねぇ、マニカさん」

「そうですわね、ムーラン様」

　マニカ様とムーラン様もバチバチに睨み合っているのですけど何があったのでしょう？

　私は運ばれてきた紅茶をプルプルする手でゆっくりと口に運んだ。

　少し落ち着けた気がする。

　私はこのカオスな状じよう況きようを無心で紅茶を飲むことで現実逃とう避ひした。







「ランフア、ムーラン」

「「お兄様！」」

　しばらくすると、濃こく長い金きん髪ぱつを後ろで綺麗に束ねた金色の瞳のイケメンが現れた。

　あれは隣国の王子殿下のジュフア様だ。

　二人の姫様が嬉うれしそうに笑顔を向ける。

　ジュフア様は確か妹姫以外の女性が苦手だと聞いたことがある。

　案の定、私を見たジュフア様の眉み間けんにシワが寄るのが見えた。

　そして、そんなジュフア様の後ろには何やら言い合いをしている王子殿下とお兄様が一いつ緒しよに書類を見ながらこちらに向かってくる。

「ああ、ユリアスいいところに、この前の軍事遠えん征せい用のパンなんだが……」

　私を見つけるや王子殿下が話しかけてきたので、思わず気がつかれないほど小さな舌打ちをしてしまった。

　そんな私を王子殿下は呆あきれたように見つめて言った。

「隣国の客人の前だぞ」

　あんなに小さな舌打ちにまで気がつくなんて、王子殿下の耳はどうなっているのか疑問である。

　実際、王子殿下以外の人は何が起きたのか解わかっていない顔をしている。

「すみません。ついストレスで」

「ストレス？　大だい丈じよう夫ぶか？」

　王子殿下は心配そうに私の顔を覗のぞき込んできた。

　私はできるだけ小声で呟つぶやいた。

「王子殿下、しばらく寄ってこないでください。外堀を埋められそうで怖こわいんですの」

「心配してる者に対して寄るなは酷ひどくないか？」

　王子殿下が呆れた顔のまま私に一歩近づくと、お兄様が私と王子殿下の間に立った。

「ユリアス、殿下に近寄るな」

「勿もち論ろん」

「酷いぞ！　お前ら」

　お兄様は私に優しく笑いかけた。

　その瞬しゆん間かん、殺気を感じた。

　見ればムーラン様に睨まれている。

　ああ、お兄様狙ねらいだからマニカ様と睨み合っていたのね。

「姫君様方、僕の妹がご迷めい惑わくをおかけしませんでしたか？」

　お兄様の言葉にムーラン様がパァ～っと笑顔を作った。

　解りやすい。

「ほう。貴女あなたがローランド君が溺でき愛あいしているという妹君だったのか」

「ユリアスと申します」

　私が挨拶をすると、ジュフア様は取とり繕つくろったような笑顔で挨拶を返してくれた。

「僕の名前はジュフアだ」

「存じ上げております」

　ジュフア様は私を上から下まで見る。

　結構失礼だが、私も人のことは言えない。

　だって、隣国の服の仕立てが珍めずらしいのだ。

　ジュフア様は妹君達よりも大きな宝石のついたブローチをしているのが目立つ。

「ジュフア様のつけているブローチはとても素す敵てきですね」

　軽いジャブのつもりで言った言葉にジュフア様は明らかに表情を曇くもらせた。

「このブローチをご所しよ望もうかな？」

　嫌いやそうな顔をしたわりに、笑顔を作ってブローチが欲しいか聞いてきた。

　欲しいとは言ってない。

「いえ、宝石がとれる国ならではの特産物として興味があっただけですの。そのブローチはジュフア様がつけているのが相応ふさわしいと思いますわ」

　ジュフア様は嘲あざ笑わらうような顔をしてから言った。

「女という者は宝石にすぐ目が眩くらむ。本心では欲しいのだろ？」

　私も満面の笑みを作った。

「私が欲しいのはジュフア様が今身につけている宝石ではなく、安く宝石を輸入できる契けい約やくですわ」

「なんて強ごう欲よくな女なんだ」

　ジュフア様は私を見下すように眉間にシワを寄せ、懐ふところから麻あさ布ぬのを出すと私の前に放り投げた。

「僕は強欲な人間とはこの手の小さくて価値のないクズ石でしか契約など結ばん。それでも良ければ契約してやろう」

　掌てのひらサイズの麻布を開いて中を見てみることにした。

　中には雀すずめの涙なみだほどの大きさの原石がジャラジャラ入っていた。

　私はいつも忍しのばせているルーペを使って石をよく見てみる。

「そんな小石では何にも使用できないだろうがな」
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　みくびってもらっては困るのだが、私からしたら小さな石であっても宝石に変わりはない。

　私は直すぐに指を鳴らして、お抱かかえの執しつ事じを呼び寄せた。

「契約書を」

「かしこまりました」

　うちの優ゆう秀しゆうな執事はあっという間に契約書を作り、私に手て渡わたした。

「この契約書にサインと捺なつ印いんをお願いいたします」

「…………」

　何かを警けい戒かいしたのかジュフア様が契約書を見つめた。

「王妃様、先ほどジュフア様がこの手のクズ石であれば契約しても良いとおっしゃったのをお聞きになられましたでしょうか？」

「そうね。ハッキリ聞いたわ」

「王妃様もこうおっしゃってますのでサインと捺印を」

　ジュフア様は私を睨みながらサインと捺印をした。

　私はその契約書を見て微ほほ笑えんだ。

「ユリアス、悪い顔になっているぞ」

　王子殿下の言葉に私は舌打ちしたい気持ちをぐっとこらえた。

「……怖い顔をするな。そんなことより、その小石はどうやって金に換えるんだ？」

　王子殿下は私の手にある小さな宝石の原石を一粒つぶつまんだ。

「削けずったらもっと小さくなるだろ」

「何か問題が？」

「……だから、売り物にならないだろ？」

「なりますわよ」

　私はニヤニヤしながら言った。

「小石だろうがなんだろうが、私に売れないものがあると思ってますの？」

　王子殿下は呆れたようにため息をついた。

　そんな私の肩かたをポンポンと叩たたいてお兄様が言った。

「庶しよ民みん向けのネックレスか？」

「指輪もいいですわね。私の抱えている銀職人が面おも白しろい台座を作ったので、この宝石を使えばヒット商品になることは、間違いなしですわ！　ちなみに、お兄様が抱えている石の職人に研けん磨まをお願いしてもよろしくて？」

「勿論。ユリアスがそこまで言うのであれば、これは売れるな」

「ですわね」

　私とお兄様は共鳴するように笑った。

「ジフも、もう少し考えて契約しないとノッガー伯爵家に搾しぼり取られてしまうぞ」

　王子殿下がジュフア様にいらないアドバイスを始めた。

　まあ、愛あい称しようを呼ぶほどの仲良しならば仕方がないのかもしれない。

「王子殿下、余計なことを言わないでくださいませ」

「ユリアスも手加減してやれ」

「……善ぜん処しよします」

　私はやむなく返事をしたが、王子殿下はそんな私を見て大きくため息をつくのだった。
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　王おう妃ひ様さまのお茶会の後、ジュフア様と王子殿でん下かとともに港に行くことになった。

　ジュフア様の船が見たいと王子殿下が言ったからだ。

　私も隣りん国ごくの船にはまだ乗ったことがないから気になるので連れてきてもらったのだった。

　私も一いつ緒しよに行きたいと言ったらジュフア様が明らかに嫌いやそうな顔をしていたのは見なかったことにしよう。

「ユリアスは船に興味あるのか？」

　王子殿下も不思議そうだ。

「隣国の船の積せき載さい量りようは常々気になってました」

「積み荷か……」

　王子殿下は呆あきれ顔がおだ。

　とりあえず連れてきてくれたので文句はない。

　王子殿下には言っていないが、私は国外の船乗りに行商をするのが好きなのである。

　趣しゆ味みと言ってもいい。

　髪かみの毛けを茶色に染め、町まち娘むすめの衣装を着て誰だれにも伯はく爵しやく令れい嬢じようなどとバレずに行商をするのは、国外の流行や輸出入品の質を見み極きわめるのに最適なのだ。

　そう、私は行商の時に変装をしていた。

　だから、油断していた。

　ジュフア様の船に乗ると、私の知っている顔がたくさんいたのだ。

　もっと言えば、ほとんどが常連客だった。

　まあ、今日は変装をしていないから誰にも気づかれる心配はないはずだ。

　それがまた……油断だった。

「ジュフア王子お帰りなさい！　……あれ？　ユリちゃん？　髪色変えたの？　しかも何その綺き麗れいな服！　似合うね！　貴族様みたいだ！」

　常連客の中でもフレンドリーに隣国の話をしてくれる少年がニコニコしながら私に話しかけてきた。

　即そつ行こうでバレてしまうとは何事だ！

　完かん璧ぺきだと思っていた今までの変装は一体なんだったのだろうか？

　私が変装を見破られたことに内心焦あせっていると王子殿下の低い声が響ひびいた。

「ユ～リ～ア～ス～」

　王子殿下は呆れ顔だ。

「え、え～と……」

　私が何を言ったらいいのか悩なやんでいると、ジュフア様が怖こわい顔で私の腕うでを摑つかみ叫さけんだ。

「お前、スパイか!?」

「ジフ、ユリアスはスパイじゃなくて商人だ」

　慌あわてたような王子殿下の言葉にジュフア様が首を傾かしげる。

「商人だから……その、後々面めん倒どうなことになるから手を離はなせ」

「面倒？」

「慰い謝しや料りよう請せい求きゆうとか簡単にしてくるから、ジフのためだから」

　友人想おもいの王子殿下が頑がん張ばって説明してくれたので、ジュフア様が摑んでいた手を離してくれたが、ジュフア様自身はいまだ納なつ得とくいかないような顔をしたままだった。

「ユリちゃん？」

　そこに、変装を見破った少年が私の行商用のあだ名を呟つぶやいた。

「リシュ君、久しぶりだね……あの、なんで私だって気がついたのか聞いてもいいかしら？」

「だってユリちゃん、髪の毛の色変えただけじゃん！　俺らの国では髪の色は季節で変えるやつもいるぐらいで、洋服みたいに変えるのなんて当たり前のことだからさ！　女の子が髪の色変えたぐらいで誰だか解わかんなくなるなんて死活問題だぜ」

　し、知らなかった。

　髪の色を洋服感覚で変えるお国くに柄がらがあるなんて。

　髪の毛は痛まないのかしら？　むしろ、トリートメントが売れるのでは？

　私の動どう揺ようを察したのか、王子殿下は私の肩かたをそっと抱だき寄せると言った。

「悪いな、こいつは今俺の連れだ。雑談は後にしてくれ」

「……」

「ユリアス、あからさまに嫌そうな顔をするな」

　そんな所有物みたいに言われるのは癪しやくだ。

　そこに隣国船の中でも一番の顧こ客きやくである船長さんが現れた。

「王子帰ってたんで？　お帰りなさいませ……おやおや？　ユリちゃんじゃねぇ～か！　船に乗ってくるなんてどうした？」

　なんてことだ！　こんなに私の変装をあばく人がいるなんて。

　私は軽く泣きたくなった。

「船長までこの女を知ってるのか？」

　ジュフア様の言葉に、船長さんは苦笑いを浮うかべた。

「王子は女に興味がないから知らないんすかね？　ユリちゃんが売ってくれる商品は品質が良くて、嫁よめの土産みやげを選ばせたらハズレがないって船乗りの間でも有名な娘なんです」

　船長さんの言葉に感動してしまった。

「だがそれだけではスパイだという疑いは、晴れぬ！」

　ジュフア様の言い分はもっともだ。

「この女にどんなことを聞かれたか覚えているか？」

「ユリちゃんに聞かれたことなんて、誰に聞かれても皆みなが知っているようなことばかりです。王子、俺はラオファン国の船乗りのトップですぜ！　怪あやしい探さぐりを入れてくるやつを信用するほど鈍にぶい男ではありません」

　船長さんの自信ありげな物言いにジュフア様は仕方なく納得したようだった。

「それにしてもユリちゃんが男連れだなんて、うちの若いやつらが知ったら海に身投げしちまうぞ」

「なんのことでしょうか？」

「おいおい天然か？　うちの若いやつらはユリちゃん狙ねらいで土産買ってるやつも多いんだぞ！」

「そ、そうなの？　それは、あまり嬉うれしくないわ」

　私が眉み間けんにシワを寄せると船長さんは豪ごう快かいに笑った。

　なんなんだ？

「リシュ、お前！　見込みないな」

「うっせえ！　ユリちゃん、そこの人と付き合ってんの？」

　私はいまだに私の肩を抱いている王子殿下を見上げた。

「この人とはそういうんじゃないのよ！」

「なら、他に好いい人はいるのか？」

「………………」

　私はしばらく黙だまると苦笑いを浮かべた。

「私ね。最近、婚こん約やく破は棄きされたの。だから当分は好い人はいらないかな」

　私の言葉に王子殿下以外の全員が息を吞のんだのが解った。

　見れば王子殿下もいつもの呆れ顔をしている。

「本当のことですわ」

「本当のことだけどな」

　傷心ぶるなとでも言いたいのかもしれないが、文句は受けつけない。

「ルド、本当か？」

「ああ、先週だったか？　婚約破棄されたばかりだな」

　ジュフア様が気まずそうな顔をしたのが解った。

　まあ、貴族の女性が婚約破棄されるなんて痛手にしかならないと思うからそんな顔もするだろう。

「そ、そうか。お前も大変だったな」

　ジュフア様が気まずい中、頑張ってつむぎ出した言葉に、私は笑え顔がおを作った。

「お気になさらず」

「気にしないわけにはいかないだろ！　女性にとって婚約破棄とは万ばん死しに価あたいするものだろうが！」

　ジュフア様の大おお袈げ裟さな言い分に私が驚おどろいていると王子殿下に頭を軽く小こ突づかれた。

　ムッとして王子殿下を睨にらむと、私から目をそらして離れていった。

「ジフ、彼女は傷心でもなんでもない。気にするな」

「いや、ルドニーク。女心というやつはガラス細工のように繊せん細さいだと聞くぞ。それに、我が国では婚約破棄された令嬢は傷物とされ、社交界でつまはじきにされる。女性にとっては生きづらいのだろ」

「否定はしないが、彼女の心はオリハルコン製だから大だい丈じよう夫ぶだ」

　王子殿下はそう言い切った。

「失礼ですわ。私だって傷ついたりします！」

「君の心の傷はお金が絡からめばすぐふさがる。だろ？」

「……確かに」

　私が納得すると王子殿下は大きなため息をついた。

「納得するところじゃないだろ？」

「私の心の傷を埋うめるために、またイベントに参加してくださるってことですわよね？」

「そうじゃない」

　思わず聞こえないほど小さな舌打ちをした私に、息をつく王子殿下。

　どうして、王子殿下には聞こえてしまうのだろう？

　うっかり了りよう承しようしてくれるかと思ったが、駄だ目めだったようだ。

　私の舌打ちと王子殿下のため息はワンセットになりつつある気がした。

「ユリアス」

「イベントに参加しないとか我わが儘まま言うから、ついついですわ」

「少しは控ひかえろよ」

　きっとこれは舌打ちのことを言っているのだろう。

「………せめて人のいないところでだけにしてくれ」

　王子殿下は私にしか聞こえないぐらい小さな声で呟いた。

　なんでこの人はこんなにも優やさしいのだろうか？

　物もの凄すごく怒おこっていいことなのに。

　私は苦笑いを浮かべた。

「検討いたします」

　私の言葉に王子殿下も苦笑いを浮かべた。

　あれは信じていない顔だ。

　それでも、私と王子殿下の関係が少しだけ近いものになった気がしたのだった。
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　ジュフア様に船の中を案内してもらえることになった。

　………なんと言うか、先ほどからジュフア様が私をチラチラ見ている。

　女性嫌ぎらいの強こわ面もて王子も傷心の女性を邪じや険けんにはできないようだ。

　ラオファン国の婚こん約やく破は棄きがどういうものなのかジュフア様に聞くと、隣りん国ごくでは女性に問題があると思われ、全ての責任を負わされて物もの凄すごく苦労をするらしいのだと申し訳なさそうに説明してくれた。

　そのためジュフア様には私がとても可哀想かわいそうに見えるのだ。

　女性嫌いのはずなのに、私を可哀想に思うなんてジュフア様の人の良さが垣かい間ま見みえた気がした。

「そ、その、なんで婚約破棄なんかになってしまったんだ？」

　ジュフア様は気まずそうに言った後に、顔を青くした。

「言いたくないなら言わなくていい！」

　気になりすぎて聞いたけど、聞いたらまずい話だと思ったようだ。

「相手の男性に浮気をされ、お前と結けつ婚こんするつもりはないと言われ婚約破棄となりました」

　さらに青くなるジュフア様が逆に可哀想に見える。

「私にとっては結婚した後に浮気が解わかるよりはマシだったので気にしないでくださいませ」

「いや、だが」

「ジフ、気にしなくて大だい丈じよう夫ぶだ。ユリアス、君も面おも白しろがるな」

「王子殿でん下かは私をなんだと思ってるんですか？　面白がってなどいません」

　王子殿下にじっとりと睨にらまれた。

「なんなんですか？　私が婚約破棄に何も思うところがないとでも？　私だって元婚約者様がどんなにアホでも最初は愛そうとは思っていたんですのよ」

「えっ？」

　本気で驚おどろくってなぜだろうか？

「君は利益のためにラモールと婚約してたんじゃないのか？」

「一生一いつ緒しよに添いとげる決意をしたんですから、愛したい〝とは〟思ってましたよ」

「とは？　……それって愛そうとしたけど愛せなかったってことじゃないのか？」

「気づかれてしまいましたか？　さすがにあの人アホすぎて……」

　王子殿下は物凄いため息をついた。

「なぜ、王子殿下がそんなこと気にするんですか？」

「君のためだと思って婚約破棄の手助けをしたのに、本当は愛していたなんて言われたら間ま違ちがったことをしたかと思うだろ？」

「王子殿下が私に協力してくれたのは自分が助かりたかったからでは？」

「それもあるが、友人の助けになりたいと思って何が悪い？」

　王子殿下の正直なところは好感が持てる。

　私は思わず笑って言った。

「ご安心くださいませ。王子殿下が協力してくれたお陰かげで円えん滑かつに婚約破棄することができ、本当に感謝してますわ」

「……ならいいけどな」

　王子殿下が安あん堵どの息を吐はくと、ジュフア様はまた気まずそうに私をチラチラ見た後、何かを思い出したように近くの部屋に入っていった。

　しばらくすると、大きなブルーの宝石のついたネックレスを持って出てきた。

「これをやる」

「えっ？　なぜ？」

「……失礼なことを言ってしまった」

　私は苦笑いを浮かべる。

「要いりません」

「なぜだ？　お前は強ごう欲よくなんだろ？」

「はい。強欲ですが、隣国の王子様からのプレゼントを売ることはできませんし、持っているだけでも、恋こい仲なかではないかと疑われる材料にしかなりませんもの」

　王子殿下がまた、ため息をついていたが無視した。

「……」

　それを聞いたジュフア様はどうしたら良いのか解らなくなったのか、フリーズしてしまった。

「ユリアス、建たて前まえはいいから受け取ってあげたらどうなんだ？」

「ジュフア様が思っているようなショックも受けていないのに、それを受け取ったら認めることになるでしょう？　それは癪しやくですわ」

　ジュフア様が困ったような顔をした。

　ちょっと可か愛わいく見えてしまった。

「ジュフア様、私は小石の契けい約やくをしていただけただけで充じゆう分ぶん嬉うれしかったので、お気になさらないでください」

「だが」

「ジュフア様は女性が嫌きらいなわりに紳しん士し的てきですわね」

　私がクスクス笑うとジュフア様の眉み間けんにシワが寄った。

　あ、怒おこらせてしまったかしら？

「その、なんだ……お前は我わが国くにの何が見たい？」

「そうですわね……いろいろありますが、ジュフア様が着ている服もですがランフア様とムーラン様がとても素す敵てきなドレスを着てらっしゃいましたので、服が見てみたいですわ」

「服か。よし、ついてこい」

　ジュフア様は怒いかりをおさめてくれたのか隣国の服を見せてくれると言う。

　ジュフア様、いい人だ。

「無自覚タラシか？」

「王子殿下？　何か言いました？」

「君が末すえ恐おそろしく見えると言っただけだ」

「今に始まったことじゃないのでは？」

　王子殿下は驚いた顔をした後、呆あきれたように息をついた。

「……まぁな」

　王子殿下は、まだ納なつ得とくいってない顔をしながらそう呟つぶやいたのだった。
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　俺は女性が苦手………。

　いや、嫌きらいだ。

　女性という生き物は男がいないと生きていけない。

　男に働かせて、いかに楽らくして生きることができるか、としか考えていない強ごう欲よくな生き物だ。

　媚こびて、しなだれかかる様さまは俺から見れば恐きよう怖ふでしかない。

　当たり前だが妹達は俺を男として見ていない。

　血が繫つながっているからだと解わかっている。

　妹達は明らかに典型的な女性だ。

　兄きよう妹だいでなければきっと目すら合わせることもなかっただろう。

　所しよ詮せん、妹達も女という生き物なのだ。

　だが、血の繫がりがあり恋れん愛あい感情を持たない妹達は、不思議と他の女性よりは可か愛わいく思える。

　俺からして、隣りん国ごくの王子であるルドニークことルドは女性に優やさしく頭も切れ、魔ま力りよくという力も持っていて妹達の伴はん侶りよに相応ふさわしい男だと思っていた。

　ルドと俺は小さい頃ころから仲が良く将来の夢を語り合ったものだ。

　俺は正妻の子だから次期国王としての教育を受けているし、隣国の王子であるルドと仲良くしなければならなかったのだ。

　我わが国くにの王には側室が六人もいてそれぞれに男子をもうけているため、俺が死んでも俺の代わりはいくらでもいる。

　一方ルドは一人っ子で替えがきかないこともあり、自分を磨みがくことに余念がなく見えた。

　なんでも努力で成なし遂とげる、それがルドという男なのだ。







　そんなことを考えていたある日、ルドの国で王おう妃ひ様さま主しゆ催さいのお茶会が開かれた。

　そこに、同じ正妻の子である妹二人を連れていきルドの嫁よめに選ばれたらいいと思っていた。

　その時は、すでにルドの嫁候補に選ばれたらしい女性がいるなんて思っていなかったのだ。

　ルドとルドの側近のローランドに挨あい拶さつをし、王妃様に会いに行った時に彼女をはじめて見た。

　シルバーブルーのストレートの髪かみが冷たそうに見える女性。

　灰色の大きな瞳は、彼女を魅み力りよく的てきに見せていた。

　ローランドの妹だという彼女。

　今まで見てきた女性とは何かが違ちがうと思った。

　しかし話をすれば、やっぱり強欲な普ふ通つうの女だと解った。

　それなのに、なぜかトントン拍びよう子しに契けい約やくをさせられてしまったのは俺の落ち度だ。

　彼女からすれば、俺に近づくためならなんだって良かったのかもしれない。

　そんなふうに考えたのは恥はずかしいことだと直すぐに解るのだが、その時はそう思った。

　次に彼女とルドを連れて我が国の船に向かった。

　ルドと彼女は仲が良く見えた。

　だけど船につけば、彼女が怯ひるんだのが解った。

　理由は彼女が我が国の船で有名な商人だったからだ。

　伯はく爵しやく令れい嬢じようという爵しやく位い持ちのくせに商人として我が国の船乗りと繫がっているなんて、何を企たくらんでいるんだ？

　しかも船乗り達の前では名前や髪色を変え、服装を庶しよ民みん的てきにしていたようだ。

　そんなことをしたところで、変装になどならない。我が国では髪色を変えるのはファッションの一部であるからだ。

　むしろ女性の髪色が変わったことに気づけないのは男として終わっていると判断されるため、そういった変化には敏びん感かんだった。

　彼女はそれを知らなかったようだ。

　スパイなのかと問いただせば、呆あきれ顔がおのルドに彼女は商人だから仕方がないと言われた。

　それを信じろと言うのか？

　しかも、乗組員の中には彼女に好意を持っている者までいるなんて！

　ルドをたぶらかしただけでは飽あきたらず、うちの乗組員まで！

　そう思った瞬しゆん間かん。

「私ね。最近、婚こん約やく破は棄きされたの。だから当分は好いい人はいらないかな？」

　その言葉に俺は息を吞のんだ。

　後々、彼女は侯こう爵しやく子息と婚約していたが、そいつに浮うわ気きされ婚約破棄したのだと聞かされた。

　婚約破棄は女性にとって言い表せないほど不ふ名めい誉よなことだ。

　ということはルドの嫁候補ではなく、ただの友人なのではないのか？

　彼女が言っていることが本当なのか思わずルドに聞けば、あっけらかんと本当だと言った。

　彼女は苦労をしている女性なのだ。

　どんな辛つらい目に遭っているのか考えるだけで胸が締しめつけられるようだ。

　貴族女性なんて男がいないと生きていけないと思っていたが、彼女は自分一人でも生きていけるように商人の仕事をしているってことだろう？

　なんて強い女性なんだ。

　我が国には存在しない自立した女性だ。

　俺が国王になったなら、女性の自立を促うながしていきたいと昔から思っていた。

　だからこそ、もっと彼女のことを側そばで見ていたいと強く思った。

　その後も船内を案内することになったが婚約破棄のことが気になって、なぜ婚約破棄されたのかを直球で聞いてしまう大失態をおかしてしまった。

　お詫わびにとブルーの宝石がついたネックレスをプレゼントしようとするも断られた。

　商売のことしか頭にないのだとしても普通なら受け取るはずだろう？

　我が国の特産物である宝石の価値を見直さなければいけないのかもしれない。

　こんな女性に会ったことがない。

　自分から強欲だと言っておきながら、隣国の王子のプレゼントを売るわけにはいかないから要いらないなんて、それは強欲というのだろうか？

　しかも、俺のことを紳しん士し的てきだと言って笑った彼女がキラキラして見えた。

　この女性は違う。

　俺の知ってる女という化け物とは違う。

　美しくも聡そう明めいな月の化け身しんのような女性。

　そう考えるとルドと彼女の関係は不思議だ。

「婚約破棄をしたのに、ユリアス嬢はルドの婚約者なのか？」

　確認するように呟つぶやけば彼女は呆れたように返した。

「王子殿でん下かと私は、ただの友人です」

　その言葉に俺は彼女のことをもっと知りたいと思った。

　俺もルドのように彼女の友人になれるだろうか？

　ハッキリ言って第一印象は最悪のはずだ。

　彼女の気を引けるものはないだろうか？

　俺はそんなことを考えながら、彼女を船内にエスコートするのだった。
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　その日、私はできたてのネックレスに指輪といろいろな品物を持ってラオファン国の船に来ていた。

　この前の婚こん約やく破は棄き話を聞いて哀あわれんでくれたからなのか、船の乗船許可をジュフア様が出してくれたのだ。

「船長さん！　お土産みやげいかがですか？」

「おお、ユリちゃん！　今日は下町スタイルだな！」

　私はクルリと一回転してみせた。

「こっちの方が似合ってるでしょ？」

「ドレスも似合ってたぞ！」

「ありがとう。照れちゃう」

　私が笑うと船長さんも穏おだやかに笑ってくれた。

　私が傷物令れい嬢じようと知って近づいてこなくなった人もいるが、笑え顔がおをくれる人もまだいて安心した。

「ユリアス嬢、来ていたのか？」

「ジュフア様、お邪じや魔ましております」

　ジュフア様が船の奥おくからやってきたのを見て、私は頭を下げた。

「そんなに畏かしこまらなくていい。それより、今日は？」

「船長さんにお土産のプレゼンをしようと思いまして」

　私は持参した行商用の鞄かばんを軽く持ち上げてみせた。

「……俺に用は？」

「高貴な方用ではありませんが……ご覧になりますか？」

　ジュフア様が頷うなずいてくださったので、とりあえず船長さんに笑顔を向けた。

「今日は大特価ですよ船長！」

「予算はいつも通りしか出ないぞ！」

「勿もち論ろんです！　今回の目玉商品はこちらです！」

　私はネックレスを取り出してみせた。

「ユリちゃん、これは………」

　なぜか困こん惑わくした顔をする船長に私は首を傾かしげた。

「こんな高価なもの買えないぞ」

「ちゃんと船長の予算内ですよ？」

「噓うそだね！　宝石がついてるネックレスなんて貴族様でもなけりゃ買えやしないってことは誰だれだって知ってる!!」

　私はネックレスを手に言った。

「こちらの宝石つきのネックレスですがよく見てください、石は極小なんです」

「……本当だ」

「この宝石はジュフア様より輸入許可をいただいたあの小石です」

　私の言葉にジュフア様は驚おどろき、ネックレスに顔を寄せた。

「これが？　信じられん」

　私はクスクスと笑いながら言った。

「ジュフア様、話を進めてもよろしいでしょうか？」

　ジュフア様はハッとすると船長さんに場所を譲ゆずるように後ろに下がった。

「では、続けます。こちらのネックレスは台座と止め金をピカピカの銀細工で大きく作ることで小さな石でも銀の映り込みによっては大きく見えるんです。そして鎖チエーンではなく、エレガントなシルクのリボンを使い、首の後ろで結ぶことで後ろ姿まで華はなやかになる自信作になります。金属を少なくしコストを抑おさえているにもかかわらず、シルクのリボンを使えば気品を損そこなわない上に、宝石の鑑かん定てい書しよにノッガー家の一年間の保証書をおつけして、さらに今なら同じシルクリボンの髪かみ留どめがついてきます！」

「なんと！」

「勿論、船長さんにだけの特別特典になります！」

「買った！」

　私はゆっくりと微ほほ笑えんだ。

　この船は王族も乗せるようなラオファン国でもトップクラスの船だ。

　しかも、聞けば船長の奥おく様さまは港のカリスマだとか。

　そんなカリスマがこのネックレスと髪留めをしてくれたら売れるに決まってる。

　髪留めの代金は宣伝料だ。

　私の思おも惑わく通りになるなら、この商品はバカ売れする！

「ユリちゃん！　本当にいいのか？」

「船長さんが奥様からキャーキャー言われるように出血大サービスします！」

「ありがてえ！」

　船長さんが懐ふところから出したお金をきっちり数えて受け取った。

「丁度いただきました」

　私は船長さんに笑顔を向けて他の船員さんにも別のアクセサリーを売ろうとその場を離はなれようとした。

　その時、ノッガー伯はく爵しやく家けの船が港に入ってくるのが見えた。

「あ、あの、うちの船がついたみたいなので今日はこの辺で帰りますね」

　私が慌あわてて船長さんとジュフア様においとまする挨あい拶さつをしていると、カツンっと小さな音をたてて船の手すりに何かが降り立ったのが視界の端はしに映った。

「姫ひめ様さま、他国の船に気軽に乗るのは感心しねーな」

　そこにいたのは私の船の船長だった。

「バハル船長。今降りるところよ」

「〝降りるところよ〟じゃねぇよ！　乗るなって言ってんだ」

「心しん配ぱい性しようね。でも、私がうっかり他国の船に取り残されてもバハル船長が迎むかえに来てくれるって信じてるわ」

　バハル船長は明るい茶色の短たん髪ぱつを搔かきむしると大きなため息をついた。

「うっかりなんてねーだろ！　あんたは自分の価値を全然解わかってねぇ！」

　バハル船長の小さな呟つぶやきに私は首を傾げた。

　よく聞こえなかった。

「とにかく帰るぞ姫様。聞きたいこともあるしな」

「聞きたいこと？」

　私が聞き返すと、バハル船長は殺気を放ちながら言った。

「糞くそ侯こう爵しやくのところの糞ガキが姫様をフッたとかなんとか」

「…………」

「殺してやるから待っとけ」

「待って、バハル船長！」

「姫様をフるとか許せるか？　糞ガキ殺して俺が姫様を連れ去ってやる。俺の嫁よめにこい」

　バハル船長は、三十七歳さいで熊くまのように大きな美び丈じよう夫ふだ。

　元々海かい賊ぞくだった彼と、彼の船の乗組員とを偶ぐう然ぜんうちで雇やとうことになったのは十年前のこと。

　彼の船は海賊だというのに人は殺さない義ぎ賊ぞくで、今ではうちの海上運送の要かなめとなっている。

「バハル船長、ありがとう。でもね」

　私はニッコリと笑った。

「殺されたら困るの。ラモール様からの慰い謝しや料りようの返済が終わってないから」

「い、慰謝料？」

「私がただで婚約破棄されると思っていたのかしら？」

　バハル船長は遠くを見つめ、

「死ぬより怖こわいな。ノッガー家の返済取り立て」

　ニヤッと笑った。

「うちの若いの貸してやろうか？」

「間に合ってるわ」

「なんだよ。ようやく姫様が手に入るかと思ったのに……ちなみに、王子と恋こい仲なかってのはガセネタだよな」

　私は思いっきりため息をついた。

「王子殿でん下かに悪いわ」

「ほっんと姫様は解ってねぇな」

「王子殿下は大事な友人です」

「王子も同じ気持ちかどうかなんて解んねぇだろ？」

　私はキョトンとしながら言った。

「王子殿下から好き好きオーラを感じたことはないわ？」

「解んねぇぞ～」

「……婚約破棄するためにいっぱいこきつ……手伝ってもらったし、試作の携けい帯たい食しよくを無理やり食べさせた上に図ずう々ずうしくもレポートを書かせたり、常に呆あきれられたり怒おこられているけど？　それでも解らないかしら？」

「……うん。姫様、それは王子に迷めい惑わくかけすぎだ。俺は不ふ憫びんでなんねぇ」

「………ごめんなさい」

「俺に言うんじゃなくて王子に言おうな」

　呆れ顔のバハル船長を見て私は苦笑いを浮うかべた。

　私にとってバハル船長はいいお兄さんである。

　勿論ローランドお兄様とはまた違ちがうお兄さんではあるのだけれど。

　バハル船長は気を取り直したようにニコニコしながら近づいてくると、ヒョイッと私を小こ脇わきに抱かかえた。

「えっ？」

「うちに帰るぞ姫様」

「噓、運び方が雑だわ！」

　バハル船長は豪ごう快かいに笑うとまた船の手すりに乗った。

　こ、怖い。

「バハル船長、別の抱え方があるんじゃないかしら？」

「そうだな、お姫様抱だっこしてもいいぜ！　キスしてもいいならな」

「これでいいわ」

「即そく答とうかよ」

　バハル船長は鼻で笑った。

　そこに、心配したようなジュフア様の声がした。

「ユリアス嬢！」

「あっ、ジュフア様。その、迎えが来たので帰りますわ」

「ジュフア？　隣りん国ごくの王子か？」

　眉み間けんにシワを寄せてバハル船長はジュフア様を睨にらんだ。

「うちの姫様は国の宝だからよ！　気軽にてめぇの船乗せてんじゃねぇ～よ！　じゃあな」

　バハル船長は私を抱えたまま手すりから後ろに飛び、背中から落ちていった。

「ユリアス嬢！」

　ジュフア様の叫さけび声ごえが聞こえたが、私はバハル船長の風の魔ま法ほうで一気に飛び上がった。

　最初にバハル船長がジュフア様の船に乗り込んだ時もこの魔法を使ったんだな～っと思いながら、私はジュフア様に心配するなとも言えないままバハル船長に抱えられ、ノッガー家の船に向かって運ばれたのだった。
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　バハル船長に回収された後、私は自分の任されている店『アリアド』の奥おくにある工こう房ぼうに向かった。

　私が工房に入ると、小さな宝石を台座につけていた、この工房を束ねる職人長が私の元へ寄ってきた。

「ラオファン国こくの船長はどうでした？」

「勿もち論ろん、お買い上げいただいたわ」

　私がそう言うと、周りにいた職人達も皆みな、一斉に歓かん声せいを上げた。

「お嬢じようさんの言う通りに鎖チエーンではなく、シルクリボンにしたのが良かったということですな」

「鎖よりシルクリボンの方が肌はだ触ざわりも良く、付属の髪かみ留どめも可か愛わいく作れると思ったんですの」

　職人長はニコニコと笑いながら頷うなずいた。

「お嬢さんは本当に客の心を摑つかむ商品を思いつきなさる」

「職人の心だけではなく消費者の心を摑まなくては」

　その後、職人長と話をしていると工房のドアをノックする音が響ひびいた。

「お嬢様がいらっしゃってるとおうかがいしましたが、ちょっとお借りしてもよろしいでしょうか？」

　声の主は小説部門の稼かせぎ頭がしらであるマチルダさんのようだ。

　何かあったのか、私が慌あわてて出ていくとマチルダさんが満面の笑えみで立っていた。

「お嬢様、私の弟で子しの作品の件でお話が」

　私はマチルダさんに連れられて作業部屋に案内された。

　いつ来ても本だらけの部屋に一人の少女がたたずんでいた。

「お久しぶりねバナッシュさん」

　その少女、ジュリー・バナッシュ伯はく爵しやく令れい嬢じようは私の元婚こん約やく者しやと現在進行形でお付き合いをしている女性だ。

「ユリアスさん!?　あの、お久しぶりです……」

　私は彼女が手に持っている紙を見つけると手を差し出した。

「見せてくださるかしら？」

　バナッシュさんはプルプルと震ふるえながら私に紙を渡わたした。

　紙の内容は小説のプロットと言われるものだった。

　プロットとは物語のあらすじを考える上で必要なもので、どんな流れで書いていくか決めるための地図のようなものだ。

　彼女が今書こうとしている小説は、『駄だ目めな男を王子様に変える百の方法』という作品だ。

　彼女が今おかれている状じよう況きようを架か空くうの令嬢のロマンチックなストーリーとともに描えがくというセンセーショナルな作品である。

　これは、確実に売れると踏ふんで調整中である。

　彼女のプロットは、自分の恋こい人びとの駄目なところを一通り書き、その後それを男性側に気づかれないよう見事矯きよう正せいしていき大成功を収めるという流れになっている。

「……勉強になるわ」

　私が思わず呟つぶやくと、マチルダさんとバナッシュさんになぜだかジットリとした目を向けられた。

「何か？」

　私が首を傾かしげると二人は大きなため息をついた。

　失礼ではないだろうか？

「この本はお嬢様には必要のないものだと思います」

　どういうことだろう？

　私が反対側に首を傾げるとバナッシュさんが口元をヒクヒクさせながら言った。

「ユリアスさんの周りにはいい男しかいないじゃない!!」

「そうでしょうか？」

　本気で言ったのにバナッシュさんは自分の頭を豪ごう快かいに搔かきむしると、私を睨にらんだ。

「そうでしょう！　頭ず脳のう明めい晰せきなローランド様に、笑顔が素す敵てきで一いち途ずなマイガー様、身分、容姿、性格の全てがパーフェクトのルドニーク殿でん下かなんて、どう考えても必要ないですよ！」

　私は苦笑いを浮うかべた。

「お兄様は実の兄ですしマイガーさんはドＭ。王子殿下にいたっては不ふ憫びん属性だと私は思っていますけど？」

　私の言葉にマチルダさんとバナッシュさんの眉み間けんにシワが寄ったのが解わかった。

「お嬢様、正気ですか？」

「私、ユリアスさんのそういうところ嫌きらいです」

　どういうところなのかちゃんと説明してほしい。

　二人の責せめるような視線に思わずたじろぐ私にバナッシュさんが一歩近づいてきた。

「ユリアスさん」

「は、はい。なんでしょう？」

「ずっと聞きたかったんだけど、ユリアスさんは誰だれが好きなの？」

　バナッシュさんの言葉に私は混乱状態になった。

〝好き〟とはどういった感情なのか想像もつかない。

「逆にバナッシュさんは誰が好きなんですの？」

　バナッシュさんは眉間のシワを深くした。

「今までは誰よりも格好いい人が良かったから王子様が好きだったけど、今はこんな私の側そばでもずっといてくれるラモール様が大好きよ」

　鼻をフンッと鳴らしたバナッシュさんの頰ほおはほのかにピンク色に染まっていて、とっても可愛かった。

「私も言ったんだから、ユリアスさんも言いなさいよ！」

　少し怒おこった顔をしたバナッシュさんに詰つめ寄よられ、私は困ってしまった。

「好きとはどうすれば解るのでしょうか？」

「はあ？　そこからなの？」

　呆あきれてものも言えないとばかりに離はなれていくバナッシュさんの後ろ姿に少し悲しくなる。

　代わって、マチルダさんが近づいてきた。

「では、お嬢様。側にいて楽しいと感じる男性はいますか？」

　ハッキリ言ってビジネスが絡からめば、どんな男性といても楽しいと思う。

「えっと、たくさんいますわ」

　バナッシュさんとマチルダさんのため息にビクッと背中が跳はねる。

「では、格好いいと思う男性はどうでしょう？」

「お兄様です」

　マチルダさんの質問に即そく答とうしたら怖こわい顔をされた。

　駄目だったらしい。

「家族以外に決まっているではありませんか！」

　マチルダさんの額に青筋が浮かび始めた。

　もう、逃にげ出したいのだが。

「家族以外で格好いいと思う男性です！」

　しばらく考えた。

　そういえば階段から落ちたところを王子殿下に助けてもらった時に格好いいと思った……ような気がする。

「そんなに悩なやんでも出てこないんですか？　もしかしてユリアスさんって初はつ恋こいもまだだったり……」

　バナッシュさんは興味をなくしたようにマチルダさんの部屋にたくさんある本の中から一冊手に取りペラペラとめくり始めた。

「初恋……」

　まだなのかもしれない。

　これは女性として終わっているのかもしれないと少し焦あせった気持ちになる。

「お嬢様、仕事が絡まない状態で一いつ緒しよにいて楽しいと思う男性はいますか？」

　ぱっと思い浮かんだのは、婚約破は棄きされた後に踊った王子殿下とのダンスだった。

　王子殿下は私を楽しませるため、速いステップを試ためしたり足あしの甲こうに私を乗せたまま踊おどってくれたりもした。

　王子殿下といて、確かに私は楽しかった。

「フリーズするほど？　……お嬢様、頑がん張ばりましょう」

「えっ？　あっ、はい」

　今の考えは危険だ。

　この考えを口に出したら後あと戻もどりができなくなる気がする。

　たぶん、これを認めてしまえば私の自由はなくなる。

　不確かな感情に流されるわけにはいかないと、強く思った。

　すると、マチルダさんが慈じ愛あいに満ちた笑みを浮かべながら、私にしか聞こえないような小さな声で囁ささやいた。

「お嬢様、すぐに気持ちに気づかないふりなんてできなくなりますよ」

　マチルダさんの言葉に私は息を吞のんだ。

　私は忘れていたのだ。

　マチルダさんが予言の妖よう精せいバンシーの子孫だということを。

　マチルダさんには一体何が見えたのだろう。

　私が王子殿下に少なからず恋れん愛あい感情を持ち、それを認められずに気づかないふりをしようとしているのも見えていそうで怖い。

　私が、マチルダさんの言葉で気持ちを自覚させられている間に、バナッシュさんがいいことを思いついたと言わんばかりに右手をスッと上げた。

「マチルダ先生！　恋の解らない可哀想かわいそうなユリアスさんのこれからを労いたわって、甘あまい物でも食べに行きませんか？」

「まあ素敵！　そうしましょう！　ね、お嬢様」

　私はぎこちなく頷いた。

　その後、スイーツバイキングで有名なお店に案内され、マチルダさんとバナッシュさんに〝愛とは何か〟を語られながらケーキを食べた。

　いろいろな感情の話に、なかなかケーキが喉のどを通らず、紅茶で流し込みながら二人の話を聞くのが精いっぱいだった。
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　うちの姫様がラオファン国の船に乗っていたのを回収した次の日。

　街を女と歩いていると肩かたを摑つかまれた。

　振り返れば俺の肩を摑み、鬼おにの形相をしている隣りん国ごくの王子がそこにいた。

　後ろに姫様の兄貴のローランドの旦だん那なとうちの国の王子が見え、俺はため息をつくと女に苦笑いを浮かべてみせた。

「わりーな。仕事の話しねぇーとだから先に宿に行っててくれ」

「早く来てねバハル」

「ああ」

　女が先に行くのを見送って俺は三人に笑え顔がおを向けた。

「なんだ？　俺になんか用か？」

「貴様！　ユリアス嬢じようにプロポーズしたくせに他の女と一いつ緒しよにいるとは何事か！」

「ああ、なんだ。そんなことか」

　俺がもう一度ため息をつくと、ローランドの旦那に睨にらまれた。

「バハル、お前ユリアスにプロポーズしたのか？」

「糞くそ侯こう爵しやくと破断になったんだろ？　姫様なら喜んで俺がもらってやんよ」

「誰だれがお前になどやるか」

　俺はニシシっと笑って言った。

「だろうな。けどよ、姫様がいいって言うなら俺は姫様を攫さらってでも幸せにしてやるぜ」

「貴様！　他の女とイチャイチャしておきながら、何を言っている！」

　隣国の王子ウゼー。

　俺はゆっくりと隣国の王子に言った。

「王子だからって調子にのってんじゃねぇぞ。俺らはあんたらなんか微み塵じんも怖こわかねえからな」

「なんだと！」

　俺は旦那に笑いかけた。

「そろそろ行っていいか？　女待たせてんだ」

「まあ、そう言うな。船はしばらく出ないんだ。午後からでも遅おそくないだろ？」

「悪いな。午後からは姫様とデートだ」

「「「！」」」

　旦那と隣国の王子の顔が見る見る怒いかりをあらわにする。

「貴様！　そこになおれ！　叩たたき斬きってやる！」

「王子だからって調子にのってんじゃねぇって言っただろ？　こちとら貴族のボンボンに負けるほど柔やわな作りしてねぇんだよ！」

　俺が隣国の王子に応戦しようとしたのを止めたのは姫様だった。

「バハル船長！　ジュフア様に何をするつもりなの？」

「姫様!?」

　突とつ然ぜん現れた姫様は腕うでを広げ隣国の王子の前に立つと俺を睨んだ。

「ちっ………悪かったよ」

「国の大切な方なのよ！　喧けん嘩かなんかしないで」

「……ああ」

　姫様の細い手に紙かみ袋ぶくろが四つ下がっているのが見えて俺は軽く頭をかいた。

「バハル船長に聞きたいことがあって来たの。子ども達の人数なんだけど」

「今は十八人だな」

「そう」

　俺は孤こ児じだ。

　育ててもらった養よう護ご施し設せつは財政難で俺らは金を集めるのに必死だった。

　だが、施設育ちにいい仕事が与あたえられるほど、世の中は優やさしくない。

　それもあって俺達は海かい賊ぞくになった。

　人を殺せば、また孤児が増える。

　だから殺しはやらない。

　それが俺達のルールだった。

　けど、一人の仲間がミスって俺達の半分が捕つかまった。

　海賊は無条件で晒さらし首くびだ。

　捕まった俺らは他のやつらが無事ならいいかって思って覚悟した。

　そして自分達は死ぬのだっと思ったその瞬しゆん間かん、姫様が現れた。

　姫様は冷たい眼まな差ざしで俺達を見下ろすと小さな声で言った。

『貴方あなた達、私の言うことを一生きくと誓ちかう？』

　逆らったら駄だ目めだ。

　その時、そこにいた全員がそう思った。

　俺達が頷うなずくと姫様は役人に向かって言った。

『彼らはうちの従業員だわ。迷めい惑わくをかけたわね。今すぐ解放してあげてくださらない？』

　姫様の言葉に俺達は救われた。

　そして、俺達は姫様のために本当の従業員になった。

　しかも、姫様は養護施設まで面めん倒どうを見てくれた。

『子どもの時から、うちの従業員になる英才教育ができるんだから安いものだわ』

　姫様の言葉に俺は笑ってしまったっけ。

　そんなこんなで、俺は姫様には誰よりも幸せになってほしいって思っていたんだ。

　それなのに、婚こん約やく破は棄きだぁ？

　だったら俺の手で幸せにしたいって思って何が悪いんだ。

「私はまだ買い物があるけどバハル船長はどうする？　午後からの約束だったけれど、今からでも買い物に付き合う？」

「あ、あぁ、ちょっとまだ人と会う約束をしてるんだが断ってくるから待っててくれよ」

　俺が視線をそらすと、姫様はニコニコしながら言った。

「先約があるならいいの。待たせたら失礼だわ。でも、一つ言わせてもらえるなら女物の香こう水すいをつけてくると、子ども達にからかわれちゃうわよ」

「………勿もち論ろん、風ふ呂ろ入ってから行くよ」

「はいはい、喧嘩しちゃダメよ」

　姫様は俺だけを叱しかりつけると三人に軽く頭を下げて去っていった。

「姫様の方が理解がある」

　思わず呟つぶやいた言葉にうちの国の王子が呆あきれたように言った。

「ユリアスのためってことか」

　ああ、こいつも理解がある。

「流石さすがに姫様を襲おそうわけにはいかないから、ちょっと女と遊ぶぐらい許してほしいなってこと」

　この三カ月は娯ご楽らくのない船の上で頑がん張ばったんだ、息いき抜ぬきぐらいさせてほしい。

「バハル。小こ遣づかいやるからさっさと行け」

「止めたのはあんたらだろ？」

　旦那が懐ふところから金貨を出して渡してくれた。

　くれるんなら遠えん慮りよなくもらっておこう。

「ユリアスに手を出すなよ」

「旦那、それは無理な相談だな。姫様が俺でいいって言ってくれんだったら、もう一度海賊に戻もどってでも奪うばい取とるさ」

　王子二人が目を見開いたのが見えたが俺はそのまま宿屋に向かって歩き出したのだった。
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　バハル船長は孤こ児じだ。

　街の中でも治安の悪い地域に立つ養よう護ご施し設せつで育った。

　孤児は増えるのに割り当てられる国からの援えん助じよ金きんを着服する領主のせいで、援助金は変わらず、バハル船長達は働こうとしたが養護施設育ちの彼らを雇やとうのを商人達はよしとしなかった。

　バハル船長はその理り不ふ尽じんに理不尽で返すことを決めた。

　海かい賊ぞくになって商人達から奪うばう方法をとったのだ。

　それは、勿もち論ろんいいことではない。

　だが、そうさせてしまったのは他でもない私達商人だと思った。

　そんな悲しい選せん択たくをしなくてすむように、私はバハル船長の育った養護施設を買い取った。

　それと同時に我わがノッガー家の従業員養成所を作ったのである。

　私にも養護施設にも得はあっても損はない。

　だから、安心して海賊団の方達もノッガー家に就職してくれたわけだ。

　バハル船長と養護施設に顔を出そうと約束した日、お土産みやげを買っていこうと店をまわっていたらなぜかバハル船長とジュフア様が口論しているところに遭そう遇ぐうした。

　そんな二人の側そばにはお兄様と王子殿でん下かもいた。

　なぜ見てるだけなの？

　私は慌あわてて止めに入った。

　喧けん嘩かなんてやめてほしい。

　バハル船長に一いつ緒しよに買い物に行くか聞いたら曖あい昧まいな答えが返ってきた。

　女の人を待たせているのだろう。

　私はバハル船長に喧嘩しないように釘くぎをさすとその場を離はなれながら昔のことを思い出していた。

『姫ひめ様さまが望むなら、姫様以外愛さないと誓ちかうがどうする？』

　艶なまめかしく囁ささやかれて怖こわいと思ったが、お父様づきの執しつ事じがバハル船長を取り押さえて助けてくれた。

　この執事、元暗殺者のため神しん出しゆつ鬼き没ぼつなのだ。

『バハル船長、私には婚こん約やく者しやがいますしバハル船長を満足させる技術もありません。ですのでプロのお姉様達にお願いしてください』

『技術は男が実地で教えるもんだろ！』

　バハル船長は執事にお腹なかを蹴けられてうずくまった。

『お嬢じよう様さま、コイツを蹴り上げてもよろしいでしょうか？』

『すでに蹴った後じゃ……』

『……本気で蹴り上げてもよろしいでしょうか？』

『だ、駄だ目めよ』

『……そうですか』

　あまり表情を変えない執事の本当に残念そうな顔が今も忘れられない。
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　気を取り直して買い物を再開させ、お菓か子しの店を覗のぞいているとふいに肩かたを叩たたかれた。

　振ふり返かえるとそこにいたのは見たことのない男だった。

「何かご用でしょうか？」

「ノッガー伯はく爵しやく家けのユリアス様でしょうか？　よろしければビジネスのお話をしたいのですが？」

　私は首を傾かしげるふりをして、男の全身を確かく認にんした。

　船乗りとは違ちがうヒョロッとした体格に、頼たよりなさげな表情。そのわりに目だけがギラギラして見えた。

「要点だけでもお聞かせいただけますか？」

「お見せしたい宝石があるのですが、手で持って歩ける物ではありませんので一緒に来ていただけませんか？」

　怪あやしい。

　私の率そつ直ちよくな意見である。

　私はニッコリ笑うと言った。

「申し訳ございません。見も知らぬ方から美お味いしい話をされても、ついていってはいけないと兄からきつく言われておりますので」

　私の言葉を聞くと男は表情を歪ゆがめた。

「痛い目に遭あいたくなかったら黙だまってついてこい」

　ああ、この人は私を誘ゆう拐かいするつもりだ。

　私はニコニコしながら男についていくことにした。

　路地裏をクネクネと進み連れてこられたのは港近くの倉庫に使われている建物だった。

「さあ、そこに座すわるんだ」

　言われた通りに安い造りの木の椅い子すに座ると、わらわらと数人の男達が現れ私を椅子と一緒に縄なわで縛しばりつけようとしだした。

「目的を聞いても？」

「あんたには関係ない」

　私を縄で縛った男の一人が小さく呟つぶやいた。

「誘拐されているのに関係ないのですか？」

　私の言葉に息を吞のむようにして黙る男。

　この、後から来た男達はどうやら嫌いや々いや付き合わされているようだ。

　何か事情があるのだろう。

　仕方がないので私は状じよう況きようを把は握あくするために周りを観察することにしたのだった。
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　俺は、ユリアスを捜して街を歩いていた。

　先ほど会った彼女はたくさんの荷物を抱かかえている状じよう況きようだった。

　養よう護ご施し設せつをたずねるための、土産みやげを買っていたと知った時は驚おどろいた。

　よくよく考えれば彼女が一人であの荷物を抱えているのはおかしな話だ。

　執しつ事じや従業員に持たせればいいのに、なぜか彼女は一人で土産を選び一人で運ぼうとしていたことにあの場にいた俺とジフとローランドはすぐに気づけず、直すぐに手分けして追おいかけたがかれこれ一時間以上見つけられずにいる。

　彼女は何ど処こに行ってしまったのか？

　思わずため息が漏もれる。

　彼女の舌打ちをしているすまし顔を思い出して笑いそうになった。

　彼女は舌打ちをする時ほどすまし顔をする。

　舌打ちがバレて不思議そうな顔をしているのがまた可か愛わいいと思ってしまっている自分の頭はおかしいのだと自覚しているつもりだ。

　街の子どもが好きそうな店はあらかた見たつもりだが、いまだに見つからないのは少し怪あやしいと思い出した頃ころ、慌あわてた顔のユリアスの船の船長だというバハルが走っているのが見えて胸むな騒さわぎがした。

　俺はバハルを追いかけ肩かたを摑つかんだ。

「慌ててどうした？」

　俺の顔を見るなりバハルは眉み間けんにシワを寄せて俺の肩を摑み返してきた。

「姫ひめを見なかったか！」

　バハルが慌てているのは火を見るよりも明らかだった。

　濡ぬれた髪かみに開けたシャツの胸元は急いで服を着てきた証しよう拠こだ。

「いや、俺も捜している」

　バハルは小さく使えねぇと呟つぶやいた。

「ユリアスがどうした？」

「あんたにゃ関係ねぇ」

「俺はユリアスの友人だ」

　俺が友人を主張するとバハルはフンッと鼻で笑った。

「友人なら大人しくしてろ、こちとら特別な女の一大事だ」

　その言葉に、俺はバハルの胸ぐらを摑んだ。

「ユリアスが危ない目に遭あってると言うのか！」

　バハルは俺から視線をそらすと言った。

「姫がこの辺で見ないような男に、連れ去られたのを見たやつがいる」

　俺は血の気が引くのを感じた。

「こんなところで油を売ってる暇ひまなんてねえんだよ！」

　バハルに睨にらまれたが知ったことではない。

「手がかりは」

「だから……」

　俺が冷たく見ればバハルはグッと息を詰つまらせた。

「俺が見つける」

「はっ！　王子なんかに何ができる！」

　馬ば鹿かにしたようにバハルが言った言葉を無視して、俺は魔ま法ほうを発動するために魔ま力りよくを全身にめぐらせた。

「あんた……」

「集中する、黙だまってろ」

　風と土の魔法を合わせて使えばユリアスの気配をたどることもできないことはないはずだ。

　いや、たどってみせる。

　俺が魔法を発動させるとバハルは目を見開き驚いたようだった。
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「バハル、ついてこい」

　俺は感じ取った気配を見失わないように集中しながらバハルと連れだって走り出した。

「あんた、魔法が使えるのか？」

「まあな」

　それだけ返すと必死に走った。
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　たどり着いたのは港にある倉庫の一つだった。

　俺は勢いよくドアを蹴け破やぶると中に飛び込んだ。

　何も物のない倉庫の中に椅い子すに縛しばりつけられたユリアスが数人の男に囲まれているのが見えて言い知れぬ怒いかりがこみ上げた。

「こんのヤロー共！　俺の姫から離はなれやがれ!!」

　俺が言葉を発する前にバハルから魔力が立ち上ったのが解わかった。

　バハルも魔法が使えるのか。

　そう思った時には俺の横にいたはずのバハルが一いつ瞬しゆんにしてユリアスの前に移動していた。

　風の魔法だと解った時にはバハルが一人の男の胸ぐらを摑み高々と持ち上げていた。

　慌てて、他の男達がバハルに飛びかかる。

　俺も風の魔法を使ってユリアスの前に移動した。

　ユリアスが無事か確かく認にんすればスカートが膝ひざ上うえにめくれ上がっていた。

　白い脚が目に入り、俺はユリアスのスカートを摑み下げた。

「あの、ありがとうございます」

　スカート以外に何もされていないか目視で確認した。

　怪け我がをしているようには見えない。

「ユリアス、こいつらに何をされた？」

「大したことは」

「なら……なぜスカートが……」

　俺の言葉にユリアスはパチパチとまばたきをした。

　沈ちん黙もくの間にもバハルが男達をボコボコに殴なぐっているのだが、俺の分も残しておいてほしいと思った。

「あの、誤解です。足をバタつかせていたらスカートがめくれてしまいまして。誰だれが直すか、そちらのバハル船長に殴られている方達が悩なやみはじめたところでお二人が助けにいらしたのです」

　……何もされていないというか、直そうとしてくれていただと？

　俺は思わずバハルを背後から羽は交がい締じめにして止めた。

「何すんだあんた！」

「待て、こいつらはユリアスのスカートを直そうとしていただけの可能性が出てきた！　だから少し待て」

　渋しぶ々しぶバハルは持ち上げ、男を放り投げるとユリアスを縛りつけている縄なわをほどくことにしたようだった。

　俺は一つ咳せき払ばらいをすると、二人の男に庇かばわれている貴族風の男に近づいた。

「お前がユリアスを誘ゆう拐かいした犯人か？」

　プルプルと震ふるえる男を見て何か違う気がした。そんな男を庇っていた一人が前に出てきて言った。

「こいつは俺に脅おどされてやっただけだ。見み逃のがしてくれ」

　男達の反応を見るに、この貴族風の男には人望があるらしい。

「……この際実行犯はどうでもいい。お前達に命じた主犯は誰だ？」

　かまをかけると、グッと男は息をつめた。そんな男の前に貴族風の男が立ちはだかった。

　弱いくせに部下に守られるだけではない貴族風の男に俺は感心してしまった。

　今まさに、足をガクガクと震わせている男は、こんなことを率そつ先せんしてやるようには見えなかった。

「ユリアス、どうしたいとかあるか？」

　振り返るとユリアスがニヤリと笑った。

　ゾクリと背中に悪お寒かんが走る。

「おい！　あんた！　俺の姫様にそんなやつらを近づけさせる気か？」

　バハルに睨まれたが、こいつらは連れ去る以外大したことをしていないし当事者どうしの話し合いの方がユリアスには利益があるに違ちがいない。

「どうして王子殿下には私のお考えが解ってしまうのでしょうか？」

　ユリアスは可愛くニッコリと笑った。

「勿もち論ろん、ユリアスに何かするようであれば即氷漬づけにするから安心していい」

　俺の言葉を聞くとユリアスはニコニコしながら男達に視線をうつした。

「貴方あなた方がたが実行犯だということは解りました。ねえ、依い頼らい主ぬしからどんな指示をされたのかしら？」

　ユリアスの質問に、それぐらいなら言ってもいいと思ったのか、貴族風の男が口を開いた。

「ノッガー伯はく爵しやく家けの娘むすめを傷物にしてこいと言われました。僕達はこの仕事が成功しなければ生きていけない……だから、すみません」

「では、依頼主からどのような手段で傷物にしろと、言われましたか？」

「手段は選ばないと」

　男の言葉に、バハルの眉間に深いシワが刻まれた。

「まあ！　貴方方はラッキーでしたわね。私はすでに傷物ですのよ」

　ユリアスがクスクス笑うと誘拐犯達はわけがわからずキョトンとした。

「私、最近婚こん約やく破は棄きされまして」

　それを聞いた男達が息をつめ、可哀想かわいそうな者を見るような顔をする。

　涙なみだぐんでいる者さえいる。

　この反応から言って、この男達はラオファン国の者であると想像できた。

「ですので、貴方方はユリアス・ノッガー伯爵令れい嬢じようを傷物令嬢にしてきたと依頼主に報告していいのです」

「いや、しかし……」

　悔くやしそうな苦しそうな顔をする男達がなんだか哀あわれに見える。

「ユリアスはすでに傷物令嬢という立場を楽しんでいるところだ」

　驚いた顔の男達と苛いら立だちを隠かくせないバハル、それに呆あきれ顔の俺を一通り見み渡わたすと、ユリアスは首を傾かしげた。

「傷物令嬢と言われるのもビジネスチャンスなんですのよ！　傷心の令嬢を癒いやすアイテムと謳うたえば売り上げはうなぎ登り間違いなしなんですの」

「ですが……」

「私をとらえた後も、水や食べ物をすすめてくださったり、貴方方は本当はいい人だと思っています。もし、依頼主とトラブルが起きたのなら私を頼たよってくださいませ。絶対に力になりますから」

　ニコニコのユリアスを見ながら、俺は恐おそろしいものを見ていると気がついた。

　おそらくユリアスは、こいつらの仲の良さを理解していて、仲間に引き入れるつもりなのだ……従業員として。

　今すぐ逃にげろ！　と言ってやりたいが、ユリアスを誘拐なんてした方が悪い。

「お人ひと好よしすぎる」

　バハルの呟きに俺はそっと肩に手を置いた。

　なんだ？　と言わんばかりの顔をするバハルに首を横に振る。

「ユリアスがお人好しなわけがないだろ？　そう思うお前こそお人好しだ」

　眉間にシワを寄せるバハルを無視してユリアスを見ると彼女は不満そうに口を尖とがらせていた。

　クソ。普ふ段だんすました顔をしているくせに、ふと緩ゆるんだ顔を見せられるとドキッとしてしまう。

「王子殿でん下か、余計なことを言わないでくださいませ」

「ああ、悪かった」

　ユリアスは俺の言葉を聞くと椅子から立ち上がったのだがまたストンと椅子に座すわってしまった。

　ああ、彼女は誘拐されたことが思ったよりもショックだったようだ。

　立てないことが理解できずに首を傾げて不思議そうな顔をしているユリアスに俺は呆れた。

　そして、俺はユリアスに近づくと横抱だきにした。

　いわゆるお姫様抱っこというやつだ。

「王子殿下？　あの」

「君の心がどんなに強くても、女性であることに変わりない。俺だって守られてばかりでいては男が廃すたる。こんな時ぐらい頼れ」

　ユリアスはしばらく黙ると顔がみるみる耳まで赤く染まり俺の胸元に顔を埋うめた。

「そんなこと、言われたことがありませんので、なんと言ったらいいか……」

「そうか。では黙って運ばれていろ」

「ですが、恥はずかしい……です」

　腕うでの中で可愛く縮こまるユリアスに心臓が跳はねる。

「なら自分は荷物になったと思っていろ」

　俺も荷物だと思わなければやってられない。

「俺が抱えてもいいんだぜ」

　後ろからバハルに言われたが、ユリアスを彼に任せるつもりなどない。

「バハル船長、お願い」

　なのにユリアスがバハルに声をかけた。

　腹の奥おくでモヤモヤとしたものが溢あふれた気がした。

　バハルがニヤニヤしながらのばしてくるその手を蹴けり飛ばしてやろうかと思った瞬間、ユリアスはバハルを見て言った。

「子ども達のお土産を回収してきてほしいの」

「……は？」

「お土産がないとあの子達ががっかりしてしまうわ」

「それ！　俺がやらなくてもこいつらに届けさせればいいだろう！」

「バハル船長はそこまで彼らを信用しているのですか？」

　ユリアスは不思議そうに首を傾げた。

　バハルは眉間のシワを一層深く刻むとクソっと呟きながら誘拐犯の一人の胸ぐらを摑み、荷物が何処にあるのかを聞き出していた。

　腕の中にいる一番大事な荷物を養護施設まで運ぶと決めてバハルをおいて先に歩き始めた。
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　王子殿でん下かにお姫ひめ様さま抱だっこされ、しばらくするとなんだか落ち着かない気持ちになってきた。

　顔がいつまでも熱いし、ドキドキと胸が早はや鐘がねを打つ。

「王子殿下、あの……そろそろ下ろしていただいてもよろしいでしょうか？」

「歩けるのか？」

「はい。……それに私は重いので」

　王子殿下は深いため息をつくと呆あきれ顔がおで言った。

「女性を抱かかえられないほど柔やわではない。君は俺がヒョロヒョロだとでも思っているのか？」

　私はしばらく考えた。

「比ひ較かく的てき細身に見えます」

「心しん外がいだ」

　王子殿下はムッとしたように口をへの字に曲げた。

「ですが、世の女性は王子殿下のようなタイプの男性が好きですわ」

「……君もか？」

　王子殿下は視線を前に向けて呟つぶやいた。

　なんだか可か愛わいく見えてしまうのは気のせいかしら？

「体型はあまり関係ないです」

「では、ユリアスの好みはどんな男だ？」

　私は悩なやんでしまった。

　考えたことがなかったからだ。

「……浪ろう費ひしない人、でしょうか？」

　王子殿下はキョトンとした後、大きな声で笑った。

「し、失礼です！」

「君らしくて……ハハハ、すまない」

　楽しそうに笑う王子殿下になんだか毒気を抜ぬかれた気がした。

「そういう王子殿下はどんな女性が好みなんです？」

「俺か？　そうだな」

　王子殿下はしばらく黙だまった。

「……束そく縛ばくしない女性とか？　されなさすぎるのもどうかと思うがされすぎるのも厳しい気がする？」

　ようやく絞しぼり出したと言わんばかりの答えがなんだか普通で、私はクスクスと笑ってしまった。

「君だって失礼だ」

　仕方がないと思う。

　一国の王子殿下の好みが本当に普通の男の人が考えるような普通の答えだったのだから。

「王子殿下は普通の男性だったのですね」

「……そりゃあな。俺だって伴はん侶りよになる女性には少しでも癒いやされたいと思ったりする」

　私は思わず手をのばし、王子殿下の頭を撫なでていた。

　王子殿下は驚おどろいたように目を大きく見開き少し頰ほおを赤らめると私から視線を外した。

「黙ってろ」

「なんだか可愛くてつい」

「馬ば鹿かにしすぎだ」

　そんなつもりはないのだが、王子殿下の反応はむしろ子どものようだと思ってしまったのは秘密だ。

「王子殿下の初はつ恋こいはマチルダさんですか？」

　幼い頃に一番近くで自分の面めん倒どうを見てくれる女性を好きになることが多いと聞いたことがあったからたずねたのだが、なんだか嫌いやそうな顔をされた。

「マチルダは母親のような存在だ。それにマチルダに恋愛感情なんて抱いだいたら宰さい相しように殺されるって幼心にでも解るぐらい本能が警報を鳴らしていたからな」

　本能が好きになってはいけないと教えるぐらい、宰相閣下のマチルダさんへの愛は誰だれからも見えていたのだろう。

　私がそんなことを考えていると王子殿下がゆっくりと言った。

「君は、どうなんだ？　は、初恋の相手はどんな男なんだ？」

「私は、恋のなんたるかすらいまだ理解できていないので、まだなのではないでしょうか？」

　王子殿下は驚いた顔をしてから、柔らかく笑った。

「君が恋をしたらどうなってしまうんだろうな？」

「どう、とは？」

「恋を知ると、女性はさらに美しくなると聞くからな。君は人を惹ひきつける天才だ……どんな男も君の虜になるに違ちがいない」

　王子殿下もでしょうか？

　頭に浮かんだ言葉に思わず首を横に振った。

　こんなこと、考えたらいけない。

　私は引き始めたはずの頰の熱がさっきよりも上がるのを感じた。

　…………そろそろお姫様抱っこを止めてもらわなくては。

「あの王子殿下。そろそろ下ろしていただけますか？」

「だから、俺はそんなに柔ではないと」

「いえ、そろそろ人通りも増えますし……恥はずかしいので下ろしてほしいのです」

　王子殿下はしばらく黙ると、ゆっくり私を下ろしてくれた。

「ありがとうございます」

「いや。そんなことより、買い物をしていたのだろ？　もう、全て買いそろえたのか？」

　私は首を横に振った。

「いえまだ、お菓か子しと筆記具と絵本を買う予定があります」

「荷物持ちするぞ」

「フフフ、王子殿下は本当にお優やさしいですわね」

　私が笑うと王子殿下は不満そうな顔をした。

「そろそろ、それはやめないか？」

「それ、とは？」

　王子殿下は鼻をフンッと鳴らすと言った。

「その〝王子殿下〟ってやつだ！　友人として距きよ離りがありすぎると思わないか？」

　なんだかふてくされた顔の王子殿下。先ほどから年上なのに子どものようだ。

「では、〝殿下〟とお呼びいたします」

「……大して変わっていない」

「気軽にファーストネームをお呼びしたら、外そと堀ぼりを埋うめられて婚こん約やく者しやにされかねない状態なのでお許しくださいませ」

　殿下は一つため息をつくと納なつ得とくしてくれたようだった。

「養よう護ご施し設せつ用の荷物なんだろ？」

「はい」

「俺も行っていいか？」

「勿もち論ろん、荷物を持っていただけますか？」

　殿下はそう遠くない未来、国王になる人なのだから、親のいない子どもについて知っておいてほしいと思った。

「ユリアスはよく行くのか？」

「マイガーさんの方がよく行ってますよ」

「マイガーが？」

「講師としてマナーを教えに行ってくれてます」

「………マナー？　………あいつが？　………それって大だい丈じよう夫ぶなのか？」

　私はとりあえず笑っておいた。

　講師をしているマイガーさんは滅め茶ちや苦く茶ちや真面目で格好いいのだが、見た方が解わかるだろう。

　その後、殿下とお土産みやげをたくさん買っているとお兄様とジュフア様と再会し、皆みなで養護施設に向かうことにしたのだった。
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　養よう護ご施し設せつにお土産みやげを持っていくと外で遊んでいた小さな女の子が私を見てパァーっと嬉うれしそうな顔をしたのが解わかった。

「姫ひめ様さまだ～！」

「ミランちゃん。お土産持ってきましたわ」

　ミランちゃんはこの養護施設の最年少の女の子でまだ五歳さい。

「ふぁぁぁ！　みんな～姫様が王子様みたいな男の人いっぱいつれてきた～！」

　ミランちゃんは、周りに響ひびく声で叫さけんだ。

　ゾロゾロと他の子ども達も建物から顔を出す。

「あ、あれ」

　その子ども達の中にマイガーさんがまざっているのに気がついたのは殿でん下かだった。

「おお！　兄弟！　っ………」

　マイガーさんは私達に手を振った後、顔をしかめた。

　あんな顔するのは珍めずらしい。

「マイガーか？」

「ジュフア様、マイガーさんと知り合いなんですの？」

「ああ、ルドの従者だろ？」

「………」

　今、マイガーさんはうちの従業員だ。

「昔からそうだが、ルドの側そばを離はなれるとは躾しつけがなってないな」

「マイガーさんはできる人ですわ」

　私はそれだけ呟つぶやくと建物の中に向かって歩き出した。
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　子ども達が私のお土産を殿下から奪うばい取とり、仲良くはしゃぐのを眺ながめていると暗い顔をしたマイガーさんが私の隣となりに立った。

「なんで女おんな嫌ぎらいのあいつがお嬢じようと一いつ緒しよにいるの？」

「金づるだからですわね？」

「………じゃあ搾しぼり取ってよ。俺あいつ嫌いだから」

　なんとなくそうだろうと思った。

　お兄様にも殿下にも、あんな顔したところを見たことがないから。

「マイガーせんせえ元気ないの？」

　ミランちゃんが心配そうにマイガーさんの顔を覗のぞき込んだ。

　可か愛わいいな～ミランちゃん。

「ミラン、先生を元気づけてくれ！」

　マイガーさんはミランちゃんを抱だき上げると、クルクルとまわして遊び始めた。

　ミランちゃんもキャッキャと楽しそうにまわされていた。

「マイガーせんせえ！　姫様に花畑を見せてあげたいんだけど、連れてっていい？」

　ミランちゃんをまわしているマイガーさんに三人の男の子達が言った。

「花畑？」

「裏庭のちょっと先に花畑があるんだ！」

「姫様に花はな冠かんむり作ってやる！」

「俺は首くび飾かざり！」

　男の子達は嬉しそうに笑った。

　子どもってなんでこんなに可愛いのだろうか？

　私は三人に手を引かれてその場を後にした。





[image: ]






　お兄様達には内ない緒しよで、後ろからついてくるマイガーさんに肩かた車ぐるまされたミランちゃんの案内で花畑まできた。

　男の子達が器用に花冠を作っている横でミランちゃんも一いつ所しよ懸けん命めい作っている。

　マイガーさんはミランちゃんの横に寝ねっ転ころがってうとうとしていた。

　私も同じように花冠を作っていたら、ミランちゃんが突とつ然ぜん泣き出した。

　皆みな驚おどろいてミランちゃんに駆かけ寄よる。

「どうしたミラン！」

「マイガー先生に何かされたのか？」

「いくらマイガー先生でもぶっ殺すぞ！」

　男の子達に詰つめ寄よられたマイガーさんは慌あわてたように首を横に振った。

「ミランちゃん、どうされましたか？」

「あぅ、うまぐ……うまぐできない」

「上う手まくできないの？」

　私が優やさしく聞くと、ミランちゃんは顔をくしゃくしゃにしてそう言った。

　私は笑え顔がおで続けた。

「私のをあげますわ」

「ちがうの！　姫様にあげたいの！」

「そう？　じゃあ、一緒に作りましょう」

　ミランちゃんは大きく頷うなずいた。

　可愛いミランちゃんを膝ひざに乗せて一緒に花冠を作った。

　出来上がりはけして綺き麗れいじゃなかったが、嬉しいことに代わりはない。

「えへへ！　姫様花はな嫁よめさんみたい！」

「ありがとうございます。ミランちゃん」

　すると男の子達が私にと言って作っていた花冠をミランちゃんにかぶせてあげた。

　ミランちゃんの頭が小さいせいで首飾りになってしまっている上に顔が花に埋うもれてしまって苦しそうだ。

　ミランちゃんはそれでも嬉しそうに微ほほ笑えんでいた。

　私は手元にある最初に作った花冠をマイガーさんの頭に乗せた。

「お嬢？」

「マイガーさん………似合わないわね」

「こう言う可愛いもんはお嬢がしないでどうすんの？」

「似合うかと思ったんだけど………」

　私が悩なやむ真ま似ねをするとマイガーさんは柔やわらかい笑顔を作った。

　ああ、店に来るお嬢様達がキャーキャー言うのが解った気がする。

　マイガーさんは器用に、二輪の花の茎くきを絡からめて私の左手の薬指に巻いて縛しばった。

　花の指輪だ。

「これで花嫁さんの完成だよ」

「相手もいませんのに？」

「俺がいるじゃん。叩たたいてくれたらなんでも言うこときくよ」

「ドＭな花はな婿むこはちょっと………」

「残念」

　マイガーさんはニカッと笑った。

　なんだか元気がなかったマイガーさんが少しだけ復活したような気がした。
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　花畑から帰ってくると、バハル船長とジュフア様が睨にらみ合っていた。

「姫様！　なんでこいつら連れてきたんだよ！」

「別にかまわないでしょ？」

「かまうだろ！」

　私はバハル船長の横を通りすぎると、殿下に近づいた。

「裏庭のグラウンドの整備を頼たのみたいのですが」

「人使いが荒あらいって言われないか？」

　私は舌打ちしたくなったのを寸でのところで片手で口を押おさえ、我が慢まんした。

「………舌打ちしないのか？」

「してもよろしいのでしょうか？」

　殿下は嫌いやそうな顔をした。

「人前では駄だ目めだな」

「では、二人きりになりましたら心置きなく舌打ちいたします」

「二人きりって……」

　殿下はしばらく黙だまるとマイガーさんの肩かたを叩いた。

「グラウンドって何ど処こにあるんだ？」

「やってくれるの？　さすが俺の兄弟！　案内するよん！」

　マイガーさんが殿下を連れてグラウンドに行くのを見送って、私はバハル船長に笑顔を向けた。

「あの方、すごく便利なの」

「ユリアス！　聞こえてるぞ！」

　後ろから殿下の声がしたがまあ、いいか？

「それでも、子ども達を前にしてやらないって選せん択たく肢しはあの方にはないのよね」

「姫様………手玉にとりすぎだろ？」

　バハル船長は顔をしかめた。

「使えるものは親でも使う！　それが、私の生きざまですわ」

「どんな生きざまだよ」

　バハル船長は毒気を抜ぬかれたように項垂うなだれたのだった。
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「マイガーせんせえ、なにするの？」

　小さな女の子が近寄ってきてマイガーに聞いた。

「俺の兄弟がグラウンドを綺き麗れいにしてくれるってよ」

「草むしりするの？」

　マイガーはその女の子を抱だき上げると言った。

「ボール遊びだってできるようになるぞ！」

「無理だよ」

「俺の兄弟はすごいから大丈夫！」

「マイガー先生はすごくないもんね」

「っ!!　なんだと！」

「だって姫ひめ様さまにいつも怒おこられてるじゃん」

　俺が噴ふき出すと、マイガーに睨にらまれた。

　俺は一つ咳せきをすると原っぱに向かって手を広げた。

「我願うは土を動かす力」

　俺の小さな呪じゆ文もんに原っぱの土が盛り上がり波打つように動いた。

　その動きが終わる頃ころには生い茂っていた草も整えられグラウンドは走りやすい平らになっていた。

「おお、いつ見てもすごいな～」

「マイガー先生！　何あれ！　すごいすごい！」

　周りにいた子ども達も驚おどろいて目を見開いている。

「これでいいか？」

「充じゆう分ぶん充分！　断然いいよ！」

　マイガーは嬉うれしそうに笑った。

「これで剣けん術じゆつの稽けい古こもできる」

「懐なつかしいな。マイガーとはよく手合わせをさせられた」

「一戦やる？」

「久しぶりにやるか！」

　俺とマイガーは笑い合った。

　マイガーが奥おくから木刀を持ってくると、子ども達という名のギャラリーに煽あおられてこのバトルが白熱してしまったのは言うまでもない。
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「ど[image: ][image: ]して貴方あなた達たちは手加減ができないんですか！」

「すまない」

「ごめんね！　お嬢じよう」

　今、ユリアスに正座をさせられている。

「貴方達は普ふ通つうの人とは違ちがうという自覚がないんですか？」

「お嬢、俺らだって普通の人間だよ」

「だまらっしゃい！　子どもの見本にならなければいけない大人が備品を破壊するなんて普通とは言いません！」

　滅め茶ちや苦く茶ちや怒られた。

　白熱した俺とマイガーは木刀をへし折ってしまったのだ。

　楽しそうに見ていた子ども達も木刀が折れたとたんに蜘く蛛もの子を散らしたように逃にげていった。

　こそこそとこちらの様子を窺うかがう気配はしているが近づいてはこない。

「解わかった！　折れた木刀は弁べん償しようする！」

「当たり前です！　むしろ慰い謝しや料りよう請せい求きゆういたします！」

　俺の口元はヒクヒクした。

「お嬢！　俺の兄弟を苛いじめないで！」

「勿もち論ろんマイガーさんにも請求します」

「ご、ごめんなさ～い！」

　まさかここまで怒られることになるとは。

　そこに、さっきの女の子が近寄ってきた。

　なぜかその女の子は正座している俺に花はな冠かんむりを被かぶせるとニコニコしながらユリアスの足にしがみついた。

「ミランちゃん？」

「このひと、王子様みたいなの！　マイガーせんせえと違って冠がにあうの！」

　ユリアスは驚いた顔をすると困ったように笑い、しゃがんで女の子に視線を合わせて言った。

「そうなの？」

「うん！　王子様に正座はにあわないよ！」

　どうやら彼女は俺を助けてくれようとしているようだ。

　ありがたい。

「………………今回はミランちゃんに免めんじて、弁償だけで許して差し上げます。次はないですからね！」

「解った」

「は～い！」

　俺は女の子を抱き上げてお礼を言った。

「お嬢さん、本当にありがとう。助かりました」

「えへへ～」

　女の子は俺の頰ほおにキスをするとニコニコと笑った。

　なんてませたことをするんだ。

　思わず驚いていると、マイガーに引ったくるように女の子を奪うばわれた。

「ミラン！　ルドに近寄っちゃいけません！　たらし込まれちゃうから！」

　マイガーは俺をなんだと思っているんだ？

「ミランちゃん、キスとかそういうことは、いざという時の切り札にしなくちゃ駄だ目めですわ！」

「ユリアスも小さい子に何を教えてるんだ！」

　俺がユリアスにツッコミをいれると女の子はキョトンとしてから言った。

「姫様の名前」

「？」

　何が言いたいのか解らず首を傾かしげていると、女の子はユリアスに向かって言った。

「姫様が名前のよびすてを許すなんて、ラブラブ？」

　突とつ然ぜんの言葉に目を見開いてフリーズするユリアスが可お笑かしくて、俺は思わず噴き出してしまった。

「な、なんで笑うんですの！」

「いや、君が驚いているなんて珍めずらしくて」

「失礼ですわ！」
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　顔をほんのり赤くして怒るユリアスが可か愛わいい。

　そんな可愛い顔を見せないでほしい。

　うっかり惚ほれてしまいそうになる。

　横を見ればマイガーも蕩とろけそうな顔で彼女を見ていた。

　彼女は自分の魅み力りよくに気がついていない。

　金かね儲もうけが好きで頭が良く、冷たそうに見えるくせに誰よりも優やさしくて周囲を惹きつける魅力を持った女。

　それに気がつかない天然さも魅力かもしれない。

　照れている姿も愛らし………

　ん？　よもや俺は彼女に惹かれているのか？

　いやいや、それを認めるわけにはいかない。

　彼女は俺を友人として側そばに置いてくれているだけだ。

　あれだけ嫌がっている婚こん約やく者しやになんてしたら、彼女は俺を恨うらむだろう。

　彼女の自由を奪うなんてあってはならない。

　今この瞬間、便利だと思われているから俺は彼女の側にいられるのだ。

　俺が王子でいる限り、彼女は俺のものにはならない。

　彼女は俺を望んだりしない。

『便利な男』

　それが、俺が彼女の一番近くにいられる称しよう号ごう。

　血迷ったことを考えるな。

　俺は小さく苦笑いを浮かべた。

　婚約破は棄きされたユリアスが誰のものにもならなければいいなんて一いつ瞬しゆんでも思ってしまったからだ。

「そう怒るなよ。騎き士し団だん御ご用よう達たしのちょっとやそっとじゃ折れない木刀を寄付すれば文句ないだろ？」

「こ、………今回はそれで手を打ちますわ」

　俺の言葉に渋しぶ々しぶ了りよう承しようしたユリアスを見ながら、俺は先ほどの考えを全て忘れることにしたのだった。
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　私と殿でん下かが知り合ってすでに結構な時間が過ぎている。

　それなのに、殿下が楽しそうに笑っているのはあまり見たことがない気がする。

　いつもは意地悪そうな笑え顔がおをしてるのに、さっきの笑顔はなんの含ふくみもない無邪気な笑顔。

　なんだかようやく信しん頼らいしてもらえたような気がして嬉うれしくなってしまった。

　あんな顔を見せられたら普ふ通つうの女性は惚ほれてしまうだろう。

　魔ま性しようか？　それとも王子という存在が生まれながらにして持つオーラなのか？

　殿下にはしばらく近づかないようにしよう。

「姫ひめ様さま」

「バハル船長」

　バハル船長が私に近づいてくるのを見た年長組の男の子達が私とバハル船長の間に立った。

「バハル！　姫様に近づくな！」

「なんでだよ！」

「風ふ呂ろ上がりの匂においがすんだよ！」

「まだ香こう水すいの匂いがしてた方が言い訳できるぜ！」

「姫様が汚よごれる！　どっか行け！」

　バハル船長の眉み間けんにシワが寄る。

「姫様に言われたから風呂に入ってきたんだぞ！」

「この間、姫様の使いで来たっていう執しつ事じのおっちゃんがバハルを姫様に近づけるなって言ってた！」

「あのおっちゃんのくれる菓か子しがまた美う味まいんだよ！」

「あのジジイ……！」

　私は苦笑いを浮かべた。

「うちの執事長のオルガはバハル船長を信用してないんですの？」

「俺のこと殺したくて仕方ねぇみたいな目をしたあいつの方が、よっぽど姫様に近づくなっつーの！」

「今は、有能な執事だわ」

「元々が暗殺者だろ」

　まあ、否定はできない。

　オルガは元々お父様の命を狙ねらっていた暗殺者だった。

　人を殺すことに躊躇ためらいがないのが、玉に瑕きずな紳しん士しである。

　私が勧かん誘ゆうしてからは有能な執事だと思うのだが、バハル船長が殺されそうになったことが何度かあるというのだから大だい嫌きらいでも仕方がないのかもしれない。

「お前らもあいつのいいなりになってんじゃねぇよ！」

「「「姫様の安全のためだっておっちゃんが言ってた！」」」

「くそったれ！」

　バハル船長と男の子達が睨にらみ合っていると後ろからお兄様とジュフア様が現れた。

「ユリアス」

「はい。お兄様」

「でん……ルドがいるうちに直しておこうと思うのだが、必要な物をリストにまとめられるか？」

　どうやら、殿下は完かん璧ぺきなお忍しのびにしたいようだとお兄様の言葉で理解した。

「直しておきたいところは子ども達の方がよく解わかると思います。必要な物はすでにリストにまとめてあるはずですわ」

　そんな話をしていると殿下が私の隣となりに立った。

「人使い荒あらすぎだろ」

「備品を壊こわしましたでしょう」

「………すまん」

「馬車馬のように働いていただきますわ！」

「解ったよ。馬車馬のように働こう」

　私は思わず笑顔になった。

　なんだかんだ言っても、殿下はすごく優やさしいのだ。

　私は殿下に何が返せるだろう？

　こんなによくしてくれて私が返せるものってなんだろう？

　前ならバナッシュさんから殿下を護まもるって役割があった。

　でも今は？

　ああ、どうしよう……。

　殿下に借りばかりが増えていく。

「兄弟、ついてこい！　直してほしいところは山のようにあるんだ！」

　マイガーさんが殿下の背中をバシバシ叩たたいて言った。

「いっそ建たて替かえた方がいいんじゃないのか？」

「ルド、建て替えてくれんの？」

「え？」

「やってくれるんなら、やって！」

「いや～」

「ダメなら今日中に直してほしい所、全部直して」

「………解った」

　マイガーさんはニコニコしながら子ども達に向かって言った。

「おし！　みんな直してほしいところに行くぞ！」

「「「お～！」」」

　子ども達は殿下の背中を押して去っていった。
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　養よう護ご施し設せつの食堂でお兄様とジュフア様とお茶を飲みながらほしい物リストを広げて安価で入手する方法を話していた。

「本当にすごいな」

「「何がでしょう？」」

　私とお兄様に聞かれてジュフア様は苦笑いを浮かべた。

「ユリアス嬢じようは我わが国くにの女性とは違ちがって自立していてすごいと思ったのだ」

「自立ですか？」

「ああ、我が国の女性はいかに楽して生きるかしか考えていない」

　私はため息をついた。

「それはジュフア様の偏へん見けんではないでしょうか？」

「偏見？」

「王族の周りにはそういった女性が集まりがちですが、ちゃんと男性に頼たよらずとも生きている女性もいるはずですわ」

「そうなのだろうか？」

「絶対にいます。……私ほど商しよう魂こん逞たくましい女性はいないかもしれませんけれど」

　ジュフア様はハハハっと声を出して笑った。

　そんなに面おも白しろかったかしら？

「ユリアス嬢の側そばにいると本当に勉強になるな」

「そうでしょうか？」

「普ふ段だんはどんなことをして過ごしているんだ？」

「学園に通いながらお金かね儲もうけできる企画を考えていたり、店の売り上げを計算したりでしょうか？」

「学園か………」

「なかなか楽しい場所ですわ」

　市場調査が簡単にできる。

　私はニコニコと笑って見せた。

「ジュフア様、妹に興味を持つのはやめていただきたい」

「べ、別に……友人になりたいと思っているだけだ」

「……左様ですか？　ユリアスは国外に嫁よめに出すつもりはありませんので友人以上になろうなどとは思わないでくださいね」

　お兄様はジュフア様を睨みながらそう言った。

　なんの心配をしているのか？

　お兄様のシスコン具合には困ったものだ。

「ジュフア様、私と友人になってくださいますか？」

「ユリアス」

　お兄様は少しムッとしたように私の名前を呼んだ。

「お兄様は心配しすぎです。私はしばらく婚こん約やくも結婚も興味はありませんので」

「一生うちにいていいぞ」

「ありがとうございますお兄様」

　お兄様の優しい言葉に嬉しくなった。

「一生は酷ひどいだろ？」

「ジュフア様、結婚だけが女の幸せとは限りません」

　兄の言葉に慌あわてたようにジュフア様が言った。

「それはローランドの言い分だろ！　なあ、ユリアス嬢」

　私は笑うことしかできなかった。

　結婚だけが幸せとは限らないとは思う。

　でも、いつかはしてみたいとも思う。

　婚約破は棄きされた私が、普通の女性のように結婚を夢見るなんて許されないことだろうか？

「なんの話をしているんだ？」

　ようやく戻もどってきた殿下は不思議そうに私達を見ていた。

「結婚は女性の幸せだと、ルドも思うだろ？」

　ジュフア様の言葉に殿下はキョトンとした顔をした後、呆あきれたように言った。

「結婚が女性の幸せ？　……そんなの人それぞれだろ？　伴はん侶りよとなる相手と死ぬまで愛し合えるなら幸せだと思うが浮うわ気きされたら幸せではないだろ？　結婚しなくても充じゆう実じつした人生を送っている女性はたくさんいると思うしな。死ぬ直前に満足していれば幸せだと思うぞ」

　殿下の言葉にジュフア様はポカンとしていた。

「まあ、どんな状じよう況きようであれユリアスは幸せになると思う」

「？　なぜですか？」

　殿下はいつもの意地悪そうな笑顔を作った。

「人を幸せにしているやつには幸せが返ってくるもんだ」

「では、ルド様にも幸せが返ってきますわね」

　殿下は今日この養護施設にたくさんの幸せを与えてくれた。

　だから、殿下に幸せが返ってくることを願ってそう伝えれば、殿下はフリーズしてしまった。

「どうかなさいましたか？」

「いや、衝しよう撃げきが強かっただけだ」

「………〝幸せが返ってきますわね〟がですか？」

「それじゃない」

「え？　じゃあどれでしょう？」

　私が納なつ得とくいかなくて聞くと殿下は遠くを見つめた。

「ローランド、ユリアスをどうにかしろ」

「殿下も愛あい称しようで呼ばれただけで、ときめかないでください。ぶん殴なぐりますよ」

　なぜか殿下とお兄様がこそこそと話し始めて、私を困った子を見るような目で見てきた。

　なんなんだ！

　私は納得いかず、唇くちびるを尖とがらせるのだった。
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　ラオファン国の王子と二人の姫ひめがやってきてから二週間が過ぎ、学園の長期休きゆう暇かが終わろうとしていたある日のこと。

　私は隣国の船の上にいた。

　ジュフア様に呼び出されたからだ。

　船につくと、ジュフア様の使う書しよ斎さいのような部屋に案内された。

　ジュフア様からラオファン国のドレスを見せてもらえることになったからである。

「今日、ランフア様とムーラン様は？」

「まだ船の中にはいるだろうが、貴族のお茶会に呼ばれているらしい」

「まあ！　そうでしたか」

　私の調査によるとランフア様はジュフア様と別行動で、有力貴族の家で行われるお茶会や夜会に足しげく通い、仲を深めているみたいで、ムーラン様は劇を鑑賞に行ったり、ショッピングを楽しんでいると聞く。

　そんなことを考えていると、出かける間際の二人がジュフア様に外出の挨あい拶さつにやってきた。

　私はお二人に失礼にならないように頭を下げて挨拶をしたが、反応は微妙だった。

「お兄様、お茶会に行ってまいりますわ」

　ランフア様は私を一切視界に入れることなくそう言った。

「私も今日はスイーツめぐりをしますわ！　ユリアス嬢じようも一いつ緒しよにいかが？　ローランドのお話を聞きたいわ！」

　私は丁寧に頭を下げた。

「今日は、ジュフア様とビジネスのお話もしたいので、またの機会がお誘いいただいてもよろしいでしょうか？」

　ムーラン様は笑顔でうなずき、手を振って去っていった。

　残されたランフア様は私をチラッと見ると口元を少しだけつり上げて笑いお茶会に向かった。

　よって今、この部屋にいるのは私達の他にジュフア様の従者らしき男性とうちの執しつ事じ長ちようであるバルガスの四人である。

　バルガスが一緒に来ることになったのは、この呼び出しがビジネスの話し合いだからで彼がいれば直すぐに契けい約やく書しよを作成できるからであった。

「この国のドレスは皆みな、フンワリとしていて膝ひざ下したまである長いスカートが特とく徴ちようのようだな」

「はい。そうですわね。比ひ較かく的てき露ろ出しゆつの少ないものを好む傾けい向こうにあります」

「夜会のドレスは解わかるが、普ふ段だん使いの服もそうなのだな」

　そう言いながらジュフア様が見せてくれたのは丈たけの短いワンピースタイプのドレスだった。

「ミニスカートというもので、我わが国くにでは人気だ」

　膝が丸見えのスカートは私も初めて見たので興味深い。

「次にこれはロング丈だが横にスリットという切れ込みがあり、歩く時脚を魅力的に見せる今、流は行やりのドレスだ」

　今日はジュフア様が隣国の最新ドレスを見せてくれるというので私達はやってきたのだ。

　興味深いドレスにさらに採さい掘くつされたばかりの大おお粒つぶの宝石も揃そろえてくれたらしくて、私の心は浮き立っていた。

「ユリアス嬢が良ければ着てもらってもかまわないぞ」

　私はしばらく考えると着るのはやめておいた。

　ロング丈のスリットドレスを手に取ってみた。

　肌はだ触ざわりは柔やわらかい独特な生き地じが薄うすい水色に染められていて品のあるドレスだ。

　ざっくりと開いたスリットはなんだか色気を、何倍にも増しているように思えた。

　スリットの深さなどに改良の余地があるが、この国でも間ま違ちがいなく売れそうだ。

「ユリアス嬢は本当に仕事の話しをしている時が一番いい顔をするな」

「生きがいですので」

　私が笑え顔がおで返すと、ジュフア様はまぶしいものでも見るように目を細めた。

「仕事が好きな女性が存在するとは」

「仕事好きな女性は世の中にたくさんいますわ」

　私は苦笑した。

「少なくとも、自分の知る限りでは貴女あなただけだ」

　ジュフア様の言葉にムッとした。

「ジュフア様が周りを見ようとしていないからでは？」

　私がそう言うと、ジュフア様は頭をポリポリとかいた。

「俺の国が宝石の輸出を生なり業わいにしているのは、ユリアス嬢も知っているだろう？」

「はい、勿もち論ろん」

「理由はそこにある。産業の中心が宝石のため、比較的裕ゆう福ふくな家が多い。だからメイドなどの仕事をしている者や商家で働く娘むすめも皆、最終的にはいい男の妻になることが目標になるんだ」

「そういった女性が嫌いやなのであれば、ジュフア様は別の国の女性を娶めとるしかありませんね！」

　私はいいことを言ったつもりになっていた。

「ユリアス嬢……宝石の方も見せよう」

「はい！」

　ジュフア様は大事そうに鍵かぎつきの箱を出してきて開けて見せてくれた。

　中には大小さまざまな形や色の宝石が入っていた。

「手に取っても？」

「ああ、かまわない」

　私は自前の真っ白な手て袋ぶくろを装着すると、ゆっくりと小さな石を手に取った。

　そんな私をジュフア様は不思議そうに見つめる。

「なぜ、ユリアス嬢は小さな石ばかりを見る？」

　私は笑顔で言った。

「ジュフア様、宝石を買うのはどういった人間か解りますか？」

　私の言葉にジュフア様は首を傾かしげる。

「宝石を買うのは貴族だろ？」

「では、国民の数はどうでしょうか？」

「？」

　ジュフア様が不思議そうな顔をしたので私は続けた。

「国民の中で貴族とは、ほんの一ひと握にぎり。ではそれ以外の人間の半数が宝石を買えば、安い商品でも利益は貴族に売るよりも上になりませんか？」

　私は次の石を見ながら続ける。

「宝石とは異性からプレゼントされても良いですが、頑がん張ばる女性が自分へのご褒ほう美びに買ってもいいのです！　断然貴族相手よりも効率がいいですわ」

　私はニッコリ笑ってみせた。

「こちらにある小さいものを全て買い取りたいのですが、よろしいでしょうか？」

「あっ、ああ。勿論だ」

　直ぐにバルガスが書類を作ってくれて私達は契約を交かわした。

「ユリアス嬢、お茶はいかがかな？　我が国のお茶を飲んだことはあるか？」

「ええ、サッパリとした味だったと記き憶おくしています」

「ユリアス嬢に知ってもらえているとは嬉うれしいな」

　ジュフア様は何かを呟つぶやくとニッコリ笑った。

　ジュフア様の笑顔に私もつられて笑顔を向けた。

「ユリアス嬢は甘あまいものは好きか？」

　なんだか質問されてばかりだと、その時気がついた。

　もしかして、私からこの国の市場調査をしているのかも。

　そう思ったらあまり具体的な話をするのは得策ではないのかもしれないと思った。

「甘いものは好きです」

　少し警けい戒かいしながらもそう答えると、ジュフア様は上じよう機き嫌げんで言った。

「我が国には餡あんというものがあるのだが、味見してもらえないだろうか？　ユリアス嬢に気に入ってもらえたら嬉しい」

「アンとはどんなものでしょうか？」

「豆を砂糖と一緒に煮にたものだ。味は食べたら解る。だが、この国の菓か子しとは大分違うと思う」

〝アン〟というものに興味がある。

　なにせ宝石よりもお菓子の方が効率よく売ることができるからだ。

　貴族も庶しよ民みんも関係なく幸せな気持ちにさせてくれるもの。

　それがお菓子なのだ。

　私はジュフア様の手を取ると聞いた。

「作り方は企き業ぎよう秘密なのでしょうか？」

　ジュフア様はグッと息を吞のんでから答える。

「そういったわけでは……」

　私はジュフア様の手をギュッと強く握り笑顔を向けた。

「本当ですか？　嬉しいですわ！　では今すぐお願いいたします!!」

　私があまりにも嬉しそうにしたからなのか、バルガスが孫を見る祖父のような目で見つめていたが見えなかったことにした。
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　ジュフア様に餡団子というお菓子の作り方を教わった。

　餡は豆と砂糖と少しの塩を入れて煮るのだとか。そして糯もち米ごめで作る〝餅もち〟というものを使うのは経験したことのないお菓子の作り方だった。

　意外なことにジュフア様は料理が上手だった。

「王子であるジュフア様がなぜ料理をすることができるのか聞いてもよろしいでしょうか？」

　私の疑問にジュフア様はなんでもないことのように話し始めた。

「我が国には王子がたくさんいる。その中でも正妻の息むす子こは俺だけで後は側室の子だ」

　なんだか込み入った話をされて戸と惑まどってしまった。

「だからか、俺は小さい時から暗殺されそうになることが少なくなかった。とくに毒を盛られることが多くて、それで自分で作るようになったんだ」

　あんまりな理由に私が言葉を失っていると、ジュフア様はそんな私に気づくことなく続けた。

「妹達は王位継承順位が低いからかそんな目には遭あっていないが、王族の男はとくに敵が多いってことなのだろう」

　ジュフア様の言葉に私は殿でん下かのことを思い出していた。

　殿下はどうだったのだろう？

　暗殺なんて物ぶつ騒そうなことが殿下にも日常的にあるのだろうか？

「……王族は大変なんですわね」

「ユリアス嬢だって……ルドと結けつ婚こんしたら他ひ人と事ごとではないだろ？」

　ジュフア様の言葉に私は思わず首を横に振った。

「？」

「私は殿下と結婚する予定はありませんわ」

「どういうことだ？」

　ジュフア様は理解できないといった顔をした。

「私は殿下との婚こん約やくした覚えはございません。ですが、婚約破は棄きされる際に王様と王おう妃ひ様さまに気に入られてしまい、何かと外そと堀ぼりを埋うめようとするお二人のせいで婚約したと誤解している方もたくさんいるみたいですわ」

「では、婚約はしていないと？」

「勿論ですわ！」

　自分で言った言葉になぜか胸を摑つかまれたような気持ちになったのはきっと気のせいだ。

「そうか、そうだったのか」

　ジュフア様は安心したように息を吐はいた。

　ジュフア様からしたら、親友である殿下がよく解らない傷物で、たかだか伯はく爵しやくという位の女と婚約しているなんて耐えられなかったに違いない。

　私は再び原因の解らない息苦しさを感じた。

　そんな時だった。

　この船の船長さんが船内キッチンに顔を出した。

「王子、ルドニーク様が来なさったようです」

「ルドが？」

　ちょうど餅をまん丸にして串くしに刺さし、いざ焼こうとしている時に現れたのは殿下だった。

「ジフと遠乗りでもしようかときてみれば……何をやってるんだ？」

　キッチンでお菓子を作る私達はなんとも不思議に見えたことだろう。

「隣国のお菓子作りを教えていただいておりました」

「ラオファン国の？」

　ジュフア様が一本だけ作った、串に刺さった団子を見せた。

「餡団子か！　俺それ好きなんだ！　手伝えることはないか？」

　殿下はわざわざ袖そでまくりをして近づいてくる。

「そうだな……あとは焼いて餡を載せれば完成だから……」

「焼くんだな！」

　そう言うと、殿下は魔ま法ほうを使い次々と串に刺した団子を焼いていった。

　殿下がどんどん焼いていくせいでジュフア様がすごく忙いそがしそうである。

　私も慌あわてて焼き上がった団子に餡を載せていった。

「ユリアスは餡団子を食べたことはあるか？」

「いえ、まだ」

　殿下は幸せそうに笑った。

「ジフの餡団子はとくに美う味まいぞ」

　私が作ったお菓子を食べる時、大たい抵てい警戒したり呆あきれたりしてこんな嬉しそうな顔をしてくれたことはない。

　ジュフア様のお菓子にはこんな顔をするのだ。

　なんだかジュフア様に負けてしまったような悔くやしくて仕方ないようなモヤモヤが胸に広がった気がした。

「ユリアスもきっと気に入る」

「そ、そうですか？」

「ああ、しかも手軽で腹持ちもいいから売れると思うぞ」

　自信満々に言い切る殿下は嬉しそうに団子を焼いていた。

「殿下は餡団子が大好きなんですわね」

　私が小さく呟くと、殿下が首を傾げた。

「何か言ったか？」

「……殿下がお好きなのであれば私が作れるように完かん璧ぺきに覚えて差し上げます！」

　私がそう言うと、殿下は私を疑うような顔をした。

「……何を企たくらんでいる？」

　殿下の反応にムッとして、手に持っていた餡団子を殿下の口に押し込んだ。

　嫌がらせのつもりでやったのに殿下は幸せそうに口元を緩ゆるませていた。







　できたての餡団子とラオファン国のお茶でお茶会をすることになった。

　餡団子を見てから殿下は顔が緩みっぱなしである。

「ジフ！　相変わらず美味い!!」

「ルドは本当に餡団子が好きだな」

「甘みも食感も好きだ」

　私はお茶を飲みながら二人を見た。

「……ジュフア様、餡は他にどんなお菓子に使われるのですか？」

「そうだな……饅頭まんじゆうとか羊よう羹かんとか月げつ餅ぺいだろうか？」

「全て作り方を教えてほしいのですが」

「かまわんぞ」

　私が喜ぶ中、私よりも嬉しそうな顔をしている人物がいた。

　殿下だ。

　そんなに好きなのか？

　私は呆れながら言った。

「殿下が愛するお菓子と銘めい打うって売り出しますので、許可をくださいませ」

　ちょっとした意地悪で言ったつもりだが、殿下は深く頷うなずいた。

　どうやら買う気満々らしい。

　私はやっぱり悔しいような気持ちになった。

「ユリアスが作るなら種類も増えるだろうし楽しみだ！　味見もレポートも、いくらでも書くからよろしく頼たのむ」

　殿下はそう言って笑った。

「ルド、ユリアス嬢が困こん惑わくしているぞ」

「ああ、すまない。楽しみすぎた！」

　なんだか、毒気を抜ぬかれた気がした。

　私は気持ちを切きり替かえて、さいきんよく見かける可か愛わいくはしゃぐ殿下を見ながら餡団子を口にした。

「っ！　美お味いしい!!」

「だろ！」

　私の言葉に嬉しそうに殿下が返してきたが、ジュフア様が作った餡団子なのに偉えらそうだなっと心の中で悪態をつきながら笑ってみせたのだった。
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　なぜか隣りん国ごくの客人が三カ月間の留学をすると言い出した。

　早く帰れば良いのに。

　ラオファン国の王子であるジュフア様は明らかに僕の妹のユリアスを気に入っている。

　ユリアスは美人でスタイルが良く、頭の回転も速く人を思いやれる心を持っている。

　自じ慢まんの妹。

　そんな妹だからこそ昔から僕は自分の伴はん侶りよの心配よりも妹の伴侶の心配をしてきたのだ。

　自分の伴侶なんて、同じ伯はく爵しやく家けかその下の爵しやく位いぐらいの家から僕の言うことをきく女性を探してくればいい。

　そう思っていた。

　だが、運命とは解わからないものだ。

　貴族令れい嬢じように僕は人気があるようで、視線や表情で僕に惚ほれているかぐらいは解るようになっていた。

　だから、侯こう爵しやく家けで殿でん下かの幼おさな馴な染じみでもあるマニカ様が僕に好意を寄せているのも隣国の姫ひめ君ぎみのムーラン様が僕を狙ねらっているのも解っていた。

　マニカ様は控ひかえめで僕と話す時も顔を赤らめて緊張してしまうあがり症しよう。

　ムーラン様は大人しそうな見た目とは違ちがいグイグイ好意を押しつけてくる……ざっくり言えば苦手な女性だった。

　どちらにしろ、身分の問題で僕が二人とどうこうできるとは思っていなかった。
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　長期休暇が終わりしばらくたったその日、学園の裏庭の一角にあるベンチに妹のユリアスとマニカ様が座すわっているのを見つけた僕が、二人に近づこうとすると、彼女達の前にムーラン様が立ちはだかるのが見えた。

　なんとなく見つからないように隠かくれると、ムーラン様がユリアスに言った。

「ユリアス嬢、また会いましたね」

「は、はい。ムーラン様」

　なぜマニカ様には挨あい拶さつをしないのか？

　僕は咄とつ嗟さにそう思った。

「ユリアス嬢、いいのよ！」

「何がでしょう？」

「私のことをお姉様と呼んでも」

「いいえ、ムーラン様をそのように呼ぶなど恐おそれ多いことですわ」

　ムーラン様はユリアスにしつこく姉と呼ばせようとしていた。

　すると見かねたマニカ様がゆっくりとたしなめるように言った。

「ムーラン様、ユリアスさんに無理を言うのはおやめください」

「まあ、マニカさんだってローランドが欲しいんでしょ？」

「ほ、欲しい!?　わ、私はそんな!!　それに呼び方一つで、人一人の気持ちは動いたりしません」

「呼び方一つで変わるかもしれないじゃない。私はローランドを国に連れて帰りたい。だからこそできることはすべてやるわ」

　僕は一応、跡あと取とりなんだがムーラン様はそのへんを何も解っていないようだ。

「ノッガー家にはユリアス嬢がいるじゃない。それに所しよ詮せん伯爵でしょ。それなら国からいなくなっても問題ないはずよ」

　言われたい放題でイライラを通り越こして呆あきれてしまった。

「私より、伯爵のローランドが侯爵の娘むすめをもらう方が無理な話でしょ」

　どっちにしろ、僕に二人を嫁よめにもらえる権利はない。

　僕がそんなことを考えている間に、マニカ様がクスクスと笑った。

「ローランド様はいずれ宰さい相しようになると私は思っているんです」
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　マニカ様の言葉に僕が一番驚おどろいたと思う。

「宰相？　でも今の宰相には息むす子こがいるって噂うわさじゃない」

「この国の宰相という職業は血けつ縁えん者しやであればなれるような簡単な職業ではありません」

「なら、尚なお更さらなれる保証なんてどこにもないじゃない」

「ローランド様を侮らないでください」

「たかが伯爵じゃない」

「ローランド様は爵位などでははかれないほどの実力をお持ちの方です」

「話にならないわね。ごきげんよう」

　ムーラン様がイライラした顔で去っていくのが見えた。

　さっきから、胸が熱い。

　なんだろうか？　この感情は？

「マニカ様」

「言いたいことは全部言いましたわ！」

「素す敵てきでしたわ」

　ああ、ユリアス、僕も同意見だ。

「ローランド様の前でも言いたいことが言えればいいのだけれど………」

「そのうち言えますわ」

「ありがとうユリアスさん」

　あれ？　マニカ様ってあんなに可か愛わいい人だっただろうか？

　さっきから可愛く見えてしょうがない。

　僕は隠れるのをやめて二人の元へ向かったのだった。
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「ユリアス」

「お兄様！」

「二人がここにいるのが向こうから見えてね。こんなところで何をしていたんだ？」

　ユリアスはまばたきを数回すると言った。

「マニカ様がはじめてご自分でマドレーヌを焼いたそうで、ご馳ち走そうになっていました」

「ロ、ロロロ、ローランド様もおひとつい、いかがですか？」

　マニカ様が勢い良く立ち上がり、ハンカチに載せられたマドレーヌを突き出した。

　僕はそのマドレーヌを一つ受け取るとベンチに腰こしを下ろす。

「マニカ様も横にお座りください」

「ひゃい！」

　マニカ様は僕の横に勢い良く座る。

　緊きん張ちようのあまりカミカミになるマニカ様も愛らしい。

「私、仕事を思い出したのでこの辺で失礼してもかまいませんか？」

「ユリアスさん!?」

「かまわないよ」

「ではお兄様、マニカ様のことをよろしくお願いいたします」

「ああ」

　僕はマニカ様の作ったマドレーヌを頰ほお張ばった。

　お世辞にも美お味いしいとは言いがたい味だったが食べられないこともない。

「ど、どうでしょう？」

「美う味まいよ」

　自然と美味いという言葉が出た。

　良かった～っと安心したように笑うマニカ様は本当に可愛くて僕は見み惚とれてしまった。

「マニカ様」

「はい。ローランド様？」

「貴女あなたは僕が好きですか？」

　マニカ様の頰が一いつ拍ぱくおいて一気に赤く染まった。

「は、はい！」

　声も裏返ってしまっている。

「僕は伯爵家の長男で跡取りです。それを考えたら正直、侯爵家のマニカ様を嫁にもらえるとは思えない」

　マニカ様は辛つらそうな顔で笑顔を作った。

「はい。ですが……いずれ、ローランド様が宰相になられたら私を思い出してくださいませんか？」

　マニカ様は泣きそうな顔で続けた。

「私はたぶん、ずっと貴方あなたのことが好きですので……」

　僕はマニカ様の顔を見つめながら言った。

「自分が跡取りでなければ、なりふりかまわず宰相にでもなって貴女を手に入れるのに」

　マニカ様は驚いた顔をすると言った。

「わ、私、急いでローランド様の子どもを産みます！」

　突とつ拍ぴよう子しもない台詞せりふに驚いた。

「ローランド様のお父様が引退するまでに子どもが爵位を継つげるよう私が教育し……」

　マニカ様は勢いを失い俯うつむいてしまった。

　どうしたのかと見ればポタポタと雫しずくが溢あふれ落ちるのが解った。

「マニカ様？」

「わ、私、はしたないことを言いました。申し訳ございません」

　ああ、なんて可愛いんだ。

　僕はマニカ様の手を摑つかむと一緒に立ち上がった。

「ローランド様？」

　何も言わず、マニカ様を引っ張ってあまり使われていない庭の手入れ小屋に連れていく。

「ローランド様？」

　僕はマニカ様をそのまま抱だきしめた。

「ロ、ロロロ、ローランド様！」

「僕の子どもを産む？　……貴女がそうまで言うなら僕は今の宰相を蹴け落おとしてでも宰相になります」

「ローランド様」

「それまで、待っていてくれますか？」

「……は、はい勿もち論ろん」

　体を少しだけ離はなしてマニカ様を見ると蕩とろけそうに顔を緩ゆるめていた。

　なんだこの可愛い生き物は。なぜ今まで気づかなかった!!

「わ、私にできることがあればなんでもおっしゃってください！　なんでもいたします！　私がローランド様を支えてみせます！」

　マニカ様がニコニコと笑いながら僕を見上げた。

　あまりの可愛さに気がつけば唇くちびるを重ねていた。

　驚いて逃にげようとするマニカ様を抱きしめる手に力を入れて阻そ止しする。

「なんでもするだなんて男を惑まどわす言葉は、僕以外に言っては駄だ目めだ」

「っ！」

　体を固くして見上げてくるマニカ様に耐えられずにキスを繰くり返せば、マニカ様はこれ以上ないってぐらいに赤くなって意識を手離した。

　その時、焦あせった僕は離れがたい気持ちを抱いだきながらも彼女をお姫ひめ様さま抱っこして保健室に運ぶことしかできなかった。
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「お兄様、マニカ様は大だい丈じよう夫ぶですか？」

　保健室でマニカ様の手を握にぎりながら彼女が目覚めるのを待っていると、妹がマニカ様を心配してやってきた。

「ああ、問題ない」

　妹は僕がマニカ様の手を握っているのを見て顔を綻ほころばせた。

「マニカ様のことをお姉様って呼んだ方が良いですか？」

「好きにしろ」

「手加減してあげてくださいませ」

「無理だな。そんなことより、マイガーの父親………殺すか？」

　真しん剣けんに言ったのに妹はクスクス笑った。

「宰相閣下を殺す前に次の宰相候補に選ばれるところから始めないと、じゃないですか？」

「そんなに待てる気がしない」

「今まで眼中にもなかったではありませんか？」

「今は可愛くて仕方ない」

　マニカ様の顔に張りついた髪の毛を優やさしく横に流してやると、妹は苦笑いを浮かべた。

「可愛がりすぎて嫌きらわれないでくださいませね」

「………善ぜん処しよしよう」

　可愛くて仕方ないが、嫌われるのは嫌いやだ。

　この可愛い生き物は僕のものだ。

　それに、キスする度たびに倒たおれられるのも困る。

　少しずつならして、僕なしでは生きられないようにしなくては。

　僕はマニカ様の頭を撫なでながらそんなことを考えていた。

「お兄様、悪わる巧だくみしている顔になってますわ」

　ユリアスの呆れたような声に思わず苦笑いした。

「そうか？」

「マニカ様が目覚めた時にそんな顔をしていたら怯おびえられてしまいますよ」

「それはまずいな」

　妹はなぜか僕の頭を軽く撫でた。

「お兄様が幸せで私も嬉うれしいです」

「ユリアスはまだまだ家にいていいんだからな」

「……はい勿論」

　妹はそのままニコニコしながら去っていった。

　その後も僕はマニカ様が起きるまで手を握りながら彼女の寝ね顔がおを見て楽しむのだった。
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　お兄様がマニカ様に惚ほれ込んでしまってからマニカ様は困こん惑わく気味である。

　人前ではイチャイチャしないが、二人きりになると甘あま々あまになるらしい。

　嬉うれしそうに惚のろ気けてくるマニカ様はすごく可か愛わいい。

　困っているとは言うものの溢あふれ出る幸せオーラに説得力はない。

　お兄様の甘々話は妹としてどう聞いたものだろう？

　だが、マニカ様からしたら私しか言える人がいないのだ。

　なら、仕方ない。

　学園の食堂で食事をしながらマニカ様の惚気話をニコニコ聞いていると、突とつ然ぜん肩かたを摑つかまれた。

　振り返れば、そこにいたのはムーラン様だった。

「ごきげんよう、ユリアス」

　どんどん馴なれ馴なれしくなるムーラン様に苦笑いをする。

「ごきげんよう、ムーラン様」

「まだ言ってくれないの？　お・ね・え・さ・ま・でしょ？」

　うん。

　面めん倒どうくさい。

「ムーラン様、ユリアスさんが困ってますわ」

「マニカさんって本当うるさい！　関係のないあなたが私とユリアスの間に入らないでくださる？」

「ユリアスさんに迷めい惑わくをかけなければ私だって口出しいたしません！」

　マニカ様が私を庇かばおうとして、ムーラン様は激げき怒どした。

「何を揉もめてるんだ？」

　そこに現れたのは、殿でん下かとジュフア様だった。

「ジュフア殿下、ムーラン様にユリアスさんを困らせるのはやめるよう言ってくださいませんか？」

「迷惑だなんて、私はユリアスと姉し妹まいのような関係になりたいだけですのよ！」

　ジュフア様は驚おどろいた顔をした後、ムーラン様の頭を軽く撫なでた。

「ユリアス嬢じようと仲良くなるのは俺も賛成だ」

　マニカ様は眉み間けんにシワを寄せると殿下を睨にらんだ。

「ム、ムーラン姫、仲良くなるにしても適した距きよ離りを考えなければ逆効果ではないだろうか？」

　殿下も焦あせったのかありきたりな言葉を吐はいた。

「でも、私がここにいられるのは短い時間なんですもの！　できることをして何が悪いの？　ねぇ、教えてルドニーク様」

　ああ、殿下がフリーズしている。

　可哀想かわいそうに。

「もちろんムーラン様の言い分も理にかなっています。ですが、焦って疎ましく思われてしまえば本末転倒ではありませんか？　ひとまず昼食をいただきませんか？」

　私は皆みなを誘ゆう導どうして座すわらせた。

　皆が席につくと、ムーラン様の従者が流れるような動きで彼女の前にランチを置いた。

「そういえばお兄様は？」

「ローランドは俺達の分も食事を運んでくれている」

「お兄様に何をさせているんです？」

「剣けん術じゆつで俺に負けた罰ばつゲームだ」

　殿下は困ったように笑った。

　罰ゲームなら仕方がない。
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「お待たせしました」

　お兄様は腕うでまで使って器用にトレイを左手に二つ右手に一つ持ってやってきた。

　お兄様、家が没ぼつ落らくしてもウェイターとして働けます！

　私はそう確信した。

「悪いな」

「負けましたからね」

　本当に仲良しである。

　お兄様は殿下とジュフア様の前に食事の載ったトレイを置いた。

「ローランド、私の横にどうぞ」

　ムーラン様が甘い声でそう言った。

　誰だれが見てもムーラン様がお兄様を狙ねらっているのはバレバレだ。

「申し訳ございませんムーラン様。僕の席はすでに決まっていますので」

　お兄様の席。

　それは、私と殿下の間が定番だった。

　現に円えん卓たくの席はマニカ様に私、そして一つ空いて殿下、ジュフア様の次にムーラン様の順で座っている。

　結果、ムーラン様の隣となりは二つほど空席となっている。

「ユリアス」

「はい、お兄様」

「一つずれてもらえるか？」

　私が首を傾かしげていると、お兄様は優やさしく笑った。

「マニカ様の隣を空けてくれ」

「あ、はい」

　私が殿下の横に座り直すと、殿下が不思議なものでも見るかのようにお兄様を見ていた。

　勿もち論ろんムーラン様も啞あ然ぜんとなって呟つぶやいた。

「ロ、ローランド？　なぜマニカさんの隣に……」

「ムーラン様、何か？」

「な、なぜマニカさんの隣に座るのです！」

　お兄様はマニカ様に蕩とろけそうな笑え顔がおを向けながら言った。

「いけませんか？」

「当たり前でしょ！　ローランドは私の物になるはずなのに!!」

　お兄様はキョトンとした顔で首を傾げた。

「ムーラン様は僕を物だとお考えですか？　ですが残念ながら僕は人間で意思もある。貴女様あなたさまはそんな簡単なことを理解していらっしゃいませんか？」

　お兄様はマニカ様に視線をうつすとニコッと笑った。

「その点マニカ様は僕の能力を認め、支えてくださるとおっしゃいました」

　お兄様を見つめて顔を赤く染めるマニカ様は本当に可愛い。

「僕はマニカ様のために宰さい相しようになろうと思っています。よってそちらの国で暮らすつもりはありません」

　ムーラン様は青くなって立ち上がった。

「気分が悪いわ」

　ムーラン様が去っていくのを私達は見送った。

「ジフ、追いかけなくて良いのか？」

「慰なぐさめ方なんて知らん」

　ジュフア様、それはないと思うよ。

「ジフ、側そばにいるだけでもいいと思うぞ」

「…………いや、いい。失しつ恋れんも経験だ。それよりも食べよう」

　ジュフア様はそう言って食べ始めた。

　本当にそれでいいのか？

　とりあえず、気まずい空気の中、食事を始めた。

　お兄様や殿下、ジュフア様の食べる速度は速い。

　お兄様にいたっては早く食べてマニカ様をニコニコと眺ながめている。

　いたたまれないとは………このことか？

「ユリアス、ローランドがおかしい。注意してくれ」

「無理です」

　マニカ様もなんだか食べ辛づらそうだ。

　真っ赤な顔であまり口も開けられない状態が一いつ所しよ懸けん命めいなハムスターのようだ。

「ロ、ローランド様、食べ辛いですわ」

「では、僕が食べさせて差し上げましょう」

　ああ、お兄様。

「ローランドが恋こいを知って馬ば鹿かになった……」

　殿下が横で頭を抱かかえてしまった。

　可哀想に……。

「殿下、お兄様はマニカ様に格好悪いところは見せられませんので、これからよく働くはずですわ……」

「ユリアス……ローランドもだが、俺にとってはマニカも幼おさな馴な染じみなんだ……幼馴染み二人のイチャイチャを見させられる苦行が君には解わかるか？」

　本当に可哀想に……。

　とりあえず殿下はほうっておこう。

「それにしても、ジュフア様は本当に良かったんですか？　ムーラン様を追いかけなくて」

「今いま頃ごろ別の男でも探しているだろう」

「失恋してすぐに次なんて考えられないのではないでしょうか？」

　普ふ通つうは考えられないはずだ。

「前にも話したが我わが国くには、男なしでは女性は生きられない。安定の幸せは、男の質で変わる。そんな国の女なんだ俺の妹は……だからルド、頑がん張ばれよ」

「……なぜ今、俺に頑張れと言った？」

　ジュフア様は苦笑いを浮かべた。

　ああ、この国で一番のいい男といったら殿下で決まりってことね。

　本人は可哀想が服を着て歩いているような人だけど……。

「殿下」

「なんだ」

　殿下の声は弱々しい。

　私は周りに聞かれないように小声で言った。

「殿下は私がお護まもりいたしますわね」

「……見返りに何を望んでいるのか先に聞いておこう」

　小声で返されたのはそんな言葉だった。

　純じゆん粋すいな気持ちで言ったのに。

　どうやら私は殿下にタダでは動かない人間だと思われているらしい……当たり前か。

「パッと思い浮かばないので思いついた時でよろしいでしょうか？」

「イベント以外なら譲じよう歩ほしよう」

　私はゆっくり口元を手で隠かくした。

「舌打ちしようとしたろ？」

「しなかったので許してくださいませ」

「……そうだな」

　殿下は私に苦笑いをして手を差し出した。

「頼む」

「お任せくださいませ」

　私が殿下の手を握にぎり返そうとすると、いつの間にか現れたお兄様にその手を叩たたき落おとされた。

「むやみに妹に触ふれないでいただきたい」

「ローランドはマニカとイチャイチャしてたんじゃないか？」

「マニカ様が一番大事ですが、妹も大事ですので」

　お兄様……素す敵てきですが、マニカ様だけを大事にしてくださって大だい丈じよう夫ぶです。

　そのまま殿下が頭を抱え直したのは言うまでもないのだった。
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　その後、ムーラン様は早々にラオファン国にお帰りになった。

　自国でいい男を探すらしい。

　帰かえり際ぎわ、『お兄様をよろしくね！』と言われたが、ジュフア様は殿でん下かと私のお兄様とで接待しているので私は関係ないのでは？　と思っている。

　ムーラン様が帰国したからといって平和が訪おとずれたわけではない。

　一番厄やつ介かいなのは残ったジュフア様のもう一人の妹のランフア様の方だったのだ。

　ランフア様はこの国の次期王おう妃ひとして外そと堀ぼりを埋うめ始めていたのだ。

　有力貴族を取り込み、令れい嬢じよう達を従えて歩く様はかなりの権力者なのだとパッと見で解わかるほどだった。

「……お嬢、俺………三カ月ぐらい学園休んでいい？」

「マイガーさん？」

　マイガーさんも目に見えて元気がなくなり明らかにランフア様に見つからないようにしているように見えた。

　どうしたんだろ？

　なかなかに心配である。

　とりあえず、マイガーさんに三カ月も休んだら留年してしまうと言おうとした時だった。

「あら！　貴方あなた、マイガーじゃない！」

　ランフア様の声が廊ろう下かに響ひびいた。

　マイガーさんの体がビクッと跳はねた。

「貴方、ルドニーク様の従者のくせに、今まで私の前に顔も出さないとは何事なの？」

　ランフア様はツカツカとマイガーさんに近づくとマイガーさんを睨にらみつけた。

　私も慌あわててマイガーさんに視線をうつす。

　マイガーさんは一いつ切さいの感情が見えない表情でランフア様を見ていた。

「貴方には言っておいたわよね！　この国に私が来たら、一番に頭を下げに来なさいと！」

「………申し訳ございません」

　マイガーさんの感情のない声に背筋が凍こおる。

「貴方って本当に使えない！」

　そう言ってランフア様は手に持っていた扇せん子すを振り上げてマイガーさんを殴なぐろうとした。

　私は慌ててマイガーさんの前に立った。

　思いっきり頰ほおを扇子で殴られ口の中が痛い。

　どうやら口の中を嚙かんでしまったようだ。

「お嬢！」

　マイガーさんの瞳ひとみに色が戻もどった気がした。

「なんで庇かばったりなんか」

　マイガーさんが泣きそうな顔で私の頰に触ふれる。

　痛いからやめてほしい。

「ま、前に出てきた貴女あなたが悪いのよ」

　ランフア様は私を見下したように言った。

「お嬢に怪け我がさせて何言ってんだ！」

　マイガーさんはランフア様の胸むなぐらでも摑つかみそうな勢いで叫さけんだ。

　私はマイガーさんの腕うでを摑んだ。

「止めるなお嬢！」

「マイガーさん、貴方が手を出したら台無しになってしまうでしょ？　大人しくしてなさい」

　私は口元に笑えみをのせると言った。

「ランフア様、何をそんなにお怒いかりなのでしょうか？　教えてくださいませんか？」

　ランフア様は艶あでやかに笑うと言った。

「王族の従者であるマイガーが職務を全うしていなかったから躾しつけようと思っていただけなのに貴女がシャシャリ出てきたんでしょ？　ユリアス伯はく爵しやく令嬢」

「王族の従者……だから、殴ると？」

　私はイライラを笑顔に押し込めて言った。

「ですが、マイガーさんはすでに王族の従者ではありませんのでマイガーさんに謝あやまってくださいませ」

「はぁ？　なぜ私が？　王族であり、いずれこの国の国母にもなる私がなぜ謝らなければならないの？」

　私はニコニコと笑った。

「悪いことをしたら謝る。そんな簡単なことも身分の高い王族は民の前ではしてはいけない。解ります。そう教えられてきたのですわよね。ですが、ここは平等な学園の中ですので王族であっても謝ることを誰だれも咎とがめたりいたしません」

「馬ば鹿かなの？　そんなことを言ってるんじゃないわ」

　私はさらに笑顔を顔に張りつけて言った。

「では、何を言っているんでしょうか？」

「あら～本当におバカさんなのね！　なんで私が謝らなければならないの？」

　私はマイガーさんに視線をうつした。

「マイガーさん確かく認にんなんですが、ランフア様に殴られたかったのかしら？」

「お嬢、なんでそんなこと聞くの？　俺が殴られたいのはお嬢だけだよ」

「ドＭだし、誰にでも殴られたいというのなら話が変わってきてしまうでしょう？　だから聞いたんですの」

　私はランフア様に笑顔を向けた。

「マイガーさんは貴女様に殴られたいわけではありませんでしたわ。ですので謝罪を」

　ランフア様はイライラしたように言った。

「だから！　謝る気なんてないって言ってるでしょ！」

　騒さわぎを聞きつけたのか、ランフア様の後ろからお兄様と殿下とジュフア様が走ってくる。

「謝る気がない。そうですか、それならしかるべき対処をさせていただきます」

「しかるべき対処？　貴女私が誰だか解ってないの？　馬鹿なの？」

　馬鹿はお前だ！　って言ってやりたいが慰い謝しや料りようを請せい求きゆうするのに不利になるので無む駄だにニコニコしておく。

「ランフア！」

「お兄様！　その女がマイガーを殴ろうとしたぐらいで謝れとうるさいの！　お兄様からも言ってやってくださらない？　王族は謝罪などしないと」

　後ろの殿下の口元がヒクヒクしている。

　マイガーさんは殿下の乳ち兄きよう弟だいでこの国の宰さい相しようの息むす子こだって解って言ってるんだろうか？

　殿下は私に視線をうつすとギョッとした顔で私に走り寄った。

「ユリアス、口から血が出てるぞ！」

「ああ、マイガーさんの代わりに殴られまして」

「な、なんて恐おそろしい」

　殿下は眉み間けんにシワを寄せるランフア様を睨みつけた。するとバツの悪そうな顔をして視線をそらした。

　そこに怒ど気きをはらんだ笑顔のお兄様がやってきて言った。

「殺そう」

「お兄様、落ち着いて」

「殺そう」

「殺すのは一いつ瞬しゆんです。うちの従業員に手を出そうとしたのですから一生分の後こう悔かいをさせなくては！　フフフ……」

「っ!!　……そうだな！　ハハハ!!」

　私とお兄様は共鳴するように笑った。

「恐ろしい」

　そんな私達を見てこぼした殿下の呟つぶやきを無視することにしたのだった。
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　お兄様を落ち着かせることに成功した私はランフア様に笑え顔がおを向けた。

「ランフア様は謝あやまる気がない？」

「当たり前でしょ？」

「では実力行使、といきますね」

「はあ？　貴女あなたに何ができるって言うのよ？」

「勿もち論ろん、慰い謝しや料りようを請せい求きゆういたします」

「はあ？」

　ランフア様、それ姫ひめ君ぎみに相応ふさわしい反応じゃないですよ。
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「うちの従業員であるマイガーさんを侮ぶ辱じよくし、私を殴なぐって怪け我がさせたのですから、慰謝料請求は妥だ当とうな判断だと思います」

　ランフア様は眉み間けんにシワを寄せた。

「私は王族なのよ！」

「だからなんでしょう？　王族というものは、国民に生かされていることを理解していないのでしょうか？」

「なんですって！」

「貴女様が食べているものも着ている服も全て国民の税でできているのではありませんか？　国民が一人もいなくなればのたれ死にするしかない非力な存在、それが王族です。そんなことも解わからずに我わが国くにの国民に手をあげようとしたのですか？」

　私は見下したように笑顔を作ると言った。

「貴女様が殿でん下かの元へ嫁とつがれましたら、私はその動向によっていろいろと考えなければなりません」

「何をよ！」

　私が笑みを深くすると、殿下が私の前に立った。

「ユリアス、俺にとってはランフア姫はジフの妹でしかない」

「だから？」

「嫁いでなどこない」

　そして、殿下は小さく「俺あいつ苦手だし」と囁ささやいた。

　それを聞いて少しだけ安心してしまった。

　それに、その言葉の真意は助けてほしいということだろう。

「ルドニーク様！　そんなこと言わないで。ラオファン国との友好を深めるためにも私が嫁ぐのは至極まっとうなことですわ。それに、その女は〝傷物〟なんですのよ！　最近暴漢に襲おそわれたらしいじゃない？　汚けがらわしい!!」

　殿下の口元がヒクリと動いた。

「友好、ですか。ではなぜマイガーさんを殴ろうとしたのですか？」

「だから！　何が悪いのよ！　あの役立たずには制裁が必要だったでしょ？」

「マイガーさんは役立たずではありません。我が家の優ゆう秀しゆうな従業員ですわ！」

　不思議そうな顔のランフア様に私は満面の笑みを浮かべた。

「ランフア様はご存じないでしょうが、マイガーさんは殿下の乳ち兄きよう弟だいで現在の宰さい相しよう閣下の息むす子こでもあります。殿下は自分の兄弟を叩たたく嫁よめが欲しいと思いますか？」

　驚おどろいた顔を青くさせ、ランフア様は殿下を見た。

　殿下に表情はない。

「わ、私、知らなくて……」

　私は鼻をフンと鳴らすと、言った。

「知らなければ感情に任せて何をしても良いと思っている人間を、我が国の王おう妃ひにしようなどと誰だれが思うのでしょうか？　私ならついていけません」

　私がそう言い切るとランフア様はポロポロと涙なみだをこぼした。

　まるで私が悪者みたいじゃないか。

　そう思ったその時、殿下がランフア様の肩かたを摑つかんだ。

　ランフア様の顔に喜びがにじむ。

　だが、殿下の顔は甘あまさを一いつ切さい感じさせない冷めたものだった。

「なぜ、ユリアスが襲われたことを知っている？」

「へ？」

「さっき言ったよな？　ユリアスが暴漢に襲われたと。それを知っているのはユリアスを救い出した俺とユリアスの船の船長と実行犯。それと、依い頼らい主ぬしだけのはずだ」

　殿下の額に青筋が浮かんでいる。

「あれをけしかけたのはお前かランフア？」

　空気までピリピリするぐらいの低い声がその場を這はう。

「わ、私、しらな……」

「ユリアスは俺が助けたから傷物になんかなっていない。暴漢をけしかけるなんて、ジュフアの妹と思って接っしてきたが、俺に二度とその顔を見せるな」

　真っ青を通とおり越こして真っ白な顔のランフア様はそのまま失神し、近くにいた従者に運ばれていった。

　殿下は怒おこると本当に恐おそろしい人なのだとはじめて知った。

　それと、いつもの情けない姿とは違う一面にドキドキと胸が高鳴った。

　すると突とつ然ぜん、私は手を摑まれた。

　犯人はジュフア様だ。

「ジュフア様？」

「ユリアス嬢じよう、貴女は聡そう明めいで皆みなを率ひきいる技量も持っている美しい人間だ」

「はっ？　はあ？」

　私が気のない返事を返すと、ジュフア様は真しん剣けんな顔でつづけた。

「貴女こそ、国母に相応しい！　俺の妃きさきになってくれ！」

　ジュフア様の言葉に私は頭が追いつかなかった。

　今、何を言われたの？

「俺は女性が苦手だ。だが、貴女は違う。女性嫌ぎらいの俺が唯ゆい一いつ愛せると確信した女性だ！　どうか、俺の妃に」

　妃？

　愛せる？

　どういうこと？

　呆ぼう然ぜんとしている私の手ての甲こうにジュフア様はキスを落とした。

　ゾワッとした。

　その手をお兄様が叩たたき落おとした。

　私の前には殿下が立っていた。

「僕の妹に触さわらないでもらえますか？」

　お兄様の目が完かん璧ぺきに殺気を放っている。

「ローランド、俺にユリアス嬢をくれ」

「妹は物ではない！」

「すまない。でも大事にするし、俺は女性が苦手だから浮うわ気きの心配もない！　ユリアス嬢の元婚こん約やく者しやのようなことにもならない！　我が国は宝石の産地だから金には困らないし、何不自由なく暮らせるように最善を尽つくすと誓ちかう！　そうだ国一番の宝石を、婚約指輪にしてプレゼントしよう！　だから俺に……」

　そこで口を開いたのは殿下だった。

「ユリアスを他国に嫁がせることはできない」

　どういうこと？

「ユリアスを失うのはこの国の多大なる痛手になる。国母に相応しいと思うのはジフだけではない」

「ルド、ユリアス嬢は政略的な婚約に傷ついているんだぞ！　それなのに国の痛手になるだなんて彼女の気持ちをなんだと思っているんだ？」

　ジュフア様の言いたいことも解るがそんな気き遣づかいは必要ない。

　殿下は私の方に視線をうつした。

「ユリアス、君を他国に嫁がせるぐらいなら、たとえ嫌いやと言っても俺の婚約者になってもらう」

　殿下は困ったような顔で私にそう言った。

　殿下は私が必要だと言っているのだろうか？

「ルド！　ユリアス嬢をなんだと思っているんだ！」

「我が国の経済を担になう重要な人材だ」

「なんだと！　お前はユリアス嬢の気持ちも考えられないのか？」

「ジフ、君がユリアスにプロポーズするなら俺にもその権利があるはずだ。だがユリアスの気持ちは俺が決められることじゃない」

　殿下は私の肩に手を置くと言った。

「この国の経済力は他国に比べて最高水準を極きわめている。だが……」

　その後、殿下は最近著いちじるしく伸びた国の財務について語った。

　周りが呆あきれている中、私はその話に聞き入ってしまった。

「……そこで君だ。今の話に君が関わった事業がどれだけあった？　君は国と俺にとって必要な存在だ」

　嬉うれしい。

　殿下は私がしてきたことを知った上で必要だと言ってくれたのだ。

　純じゆん粋すいにそう思った。

「国母になれば君の自由は大分削けずられる。だが、君ならどうにでもできるだろ？　君は人を動かす天才なんだからな」

　その言葉は私を信しん頼らいした言葉だ。

「俺が助けてほしいと素す直なおに言えるのは君だけだ。だから……」

　殿下は私に苦笑いを浮かべて言った。

「俺と国を経営してみないか？」

　ロマンなんてものは一切ないプロポーズだ。

　ジュフア様のような愛情も感じない。

　だが、殿下らしくて好きだと思った。

　そう、私は殿下が好きなのだ。

「ジュフア様、素す敵てきなプロポーズをありがとうございました」

「ユリアス嬢……」

「ですが私は、結けつ婚こんにロマンを求めるタイプではありませんの。ですので、このお話はなかったことにしていただけませんか？」

　明らかにジュフア様がガッカリしたのが解った。

「そして殿下」

「ああ」

「ロマンもへったくれもないプロポーズに私がどう思うか！　解って言ってらっしゃいますか？」

　殿下は困ったように眉まゆ毛げを下げた。

　殿下のその顔が実は好きなことを知っているんじゃないだろうか？

　少し悔くやしく思いながら私は呟いた。

「保留にさせてください」

　殿下のプロポーズはとりあえず保留にした。

「断らないのか？」

「面おも白しろいことができそうな話でしたので、いったん持ち帰らせてください」

　殿下はなぜか小さくガッツポーズを作った。

　持ち帰るというのは必ずしもいい返事とは限らないと思うのだが。

「待ってくれ！　俺のプロポーズを断ってなぜルドのプロポーズは断らないんだ？　ハッキリ言ってルドのはプロポーズでもないじゃないか？」

「そうですね。殿下はプロポーズではなく、プレゼンをしたのです」

　私は苦笑いを浮かべて言った。

「私がプロポーズに興味がないことを殿下は解っていた。だから、プレゼンをしたのです」

　殿下はジュフア様に向かって言った。

「ユリアスは普ふ通つうの女じゃない、生きつ粋すいの商人だ。だからこそ、プレゼンの方が興味を持ってもらえると考えたんだ。ジフ、君はユリアスのことをまだ、理解できていない」

　ジュフア様はしばらく黙だまると言った。

「ユリアス嬢、ルドの言う通りだ。俺は貴女のことを理解していなかった。だから、貴女を知る時間をくれないだろうか？」

　ハッキリ言って、ジュフア様を伴はん侶りよにして私になんの得があるのだろ？

「ジュフア様、商人の間には〝時は金なり〟という言葉があります」

　私は満面の笑みを作った。

「勿論ビジネスの話ならいくらでも時間を差し上げますが、色いろ恋こい沙ざ汰たに興味のない私がその手の話のためにジュフア様に差し上げられる時間はございませんわ」

　ジュフア様は膝ひざから崩くずれ項垂うなだれてしまった。

　私は苦笑いする他なかったのだった。
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　私にとって、結けつ婚こんとは夢でも希望でもなかった。

　元婚こん約やく者しや様さまはアホの代表のような人で、私は元婚約者様を上う手まく操あやつることしか考えていなかった。

　それが今はどうだろう？

　殿でん下かと結婚したら、楽しいことが起きそうな気がしていた。

　殿下はちゃんと私を頼たよろうとしてくれている。

　それは、世間一いつ般ぱんで言うところの女の幸せってものなのだろうか？
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「ユリアス嬢じよう、こちらが我わが国くにでしかとれないキノコの乾かん物ぶつです」

「こちらは、高級食材だと聞いたことがございますが？　これを輸入できるのですか？」

「はい、勿もち論ろん。それに、新しく採さい掘くつされた宝石の輸入もできる手はずが整っている」

　食堂でジュフア様とビジネスの話をしていると、目の前に殿下が現れた。

「ジフ、君の留学期限は三カ月だったはずなのに、なぜ帰らないんだ？」

「………しいて言うなら、愛いとしい人がここにいるからじゃないか？」

「君はもう、フラれただろ？」

　ジュフア様は私の手をぎゅっと握にぎると言った。

「ビジネスパートナーからプライベートのパートナーになって欲しい」

「それは遠えん慮りよいたします」

　ジュフア様はよくこうやって口説いてくるようになった。

　まったく、プロポーズのありがたみがない。

「君は王子だろ？　いずれ王になる存在だ！　早く国に帰って帝てい王おう学がくでも学べ！」

「帝王学はこの国でだって学べる。自分に自信がないからって俺に当たるな」

　殿下は悔くやしそうな顔で私を見た。

　その情けない顔が私はすごく好きだ。

「ユリアス、持ち帰った俺の話はその後どうなったんだ？」

　私は、今思い出したというような顔を作ってから笑った。

「共同経営者になるにしても、雇こ用よう条件の折り合いがつかなければ契けい約やくにはいたりません」

「雇用条件か………ユリアスは俺に何を求める？」

　私は視線を上げて少し考えてみた。

「経営の自由でしょうか？」

「……解わかった。その代わり、君が動くのではなく人を動かす方で尽じん力りよくできるならばだ」

「誰だれに向かって言ってますの？」

「……そうだな」

　殿下は苦笑いを浮うかべた。

「では、殿下からの条件は？」

「…………」

　殿下はしばらく考えてから答えた。

「俺以外の男を愛しく思わないでほしい」

　なんだその可か愛わいい条件は？

　ちょっとキュンとしてしまった。

「殿下は私が好きなんですか？」

「好きだ。むしろ愛している。ともに生きるのであれば君以外、考えられん」

　直球ストレートな言葉に心の中がホワホワする。

「で？　この条件はのめるのか？」

「……すみませんが、のめませんわ」

「「へ？」」

　殿下とジュフア様がハモった。

　周りの人達も信じられないものを見るような顔で私を見た。

「そ、それは、俺への気持ちがないということか？」

「殿下への気持ちでしょうか？」

　私は少し笑ってみせた。

「私はたぶん殿下が思っている以上に、殿下のことを嫌きらいじゃないです」

「なら、なぜ………浮うわ気き宣言なんて」

「してませんわ！」

　何を勘かん違ちがいしてるんだこの人？

　あ、いや、周りのみんなもか？

「ユリアス嬢、では？」

　私は一つため息をつくと言った。

「私が殿下と結婚したら、私は国母になるわけですわよね？」

「あっ……ああ」

　本当に解っていないのか？

「そして殿下は国王になる」

「ああ」

「なら殿下との間に私は王子を産まなければいけないのでは？　それとも、殿下は自分達の息むす子こを愛しく思っては駄だ目めだとかふざけたことを言うのですか？」

　殿下はしばらく動きを止めてフリーズすると、ブリキのオモチャのようにぎこちなく周りを見渡した。

「どうしたんですか？」

「ローランドに首をしめられる未来が見えた気がした」

　そして、殿下はお兄様がいないことを確かく認にんすると深く息を吐はいた。

「ユリアス、心臓に悪い」

「なぜ？」

「……」

「そんなことより、私と殿下の子どもなら賢かしこく可愛い子どもになりそうだと思いませんか？」

「………ああ、まずい。本当に、心臓に悪い」

　殿下は苦しそうな顔でため息をついた。

「大だい丈じよう夫ぶですか殿下？」

「だぃ…………」

　大丈夫と言おうとした殿下の首を突とつ然ぜん現れたお兄様が摑つかんだ。

　そして、ゆっくり締しめ上げていく。

「なぜ、貴方あなたがユリアスと子どもを作る話になっているのか説明していただきたい」

　お兄様、首をしめた状態では喋しやべれませんよ。

　私は思わず苦笑した。

「……くっ！」

「死にたいのですか？」

「お兄様、首から手を離はなさなくては喋れませんわ」

「……ああ」

　ようやく手を首から離してもらった殿下はゲホゲホとむせていた。

　可哀想かわいそうに。

「お兄様、私王おう妃ひになろうかと思っていますの」

「えっ!?」

　驚く殿下をよそにお兄様の顔色がみるみる青くなっていった。

「ど、どうしてだ……」

　そう、絞しぼり出だすように言ったお兄様の顔は悔しそうだ。

「簡単なことです」

　私はお兄様に笑え顔がおを向けた。

「思ったよりも殿下といるのが面おも白しろいからです」

「ユ、ユリアス！　お、面白いだけで殿下を選ぶつもりか？」

　お兄様は今にも泣いてしまいそうな顔でそう言った。

「お兄様、面白いって重要なんですのよ？　私、今まで結婚なんて家のためになれば良いぐらいにしか思っていませんでした。それが面白いことだと思えたのは素す晴ばらしいことだと、そしてすごい進歩だと思いませんか？　それに殿下は私を好きだと言ってくださいましたから」

　私は満面の笑みを作った。

「大丈夫、殿下は私が幸せにしてあげますから」

　お兄様はギッと殿下を睨にらみつけると震ふるえる声で言った。

「殿下、貴方はユリアスに幸せにしてもらうのか？　貴方がユリアスを幸せにするのではなくて？」

「ローランド、誤解だ。俺だってユリアスを幸せにする気持ちは人一倍持っているつもりだ！」

「ああ、冷静な判断ができない。殿下、一度フルボッコにさせてもらっても良いでしょうか？」

「ローランドが冷静な判断ができないのは、今の台詞せりふで解りたくないぐらいに解った！　落ち着け！　とりあえず落ち着くんだ！」

　殿下を睨みつけてにじり寄るお兄様と完かん璧ぺきに逃にげ腰ごしとなった殿下を見て、私は思わず笑ってしまったが仕方ないと思う。

「ユリアス嬢、どうか考え直してもらえないか？　俺は貴女あなたを諦あきらめられる気がしない」

　そんなドタバタの中、ジュフア様が私の手を握りそう言ってきた。

「どうか、俺を選んでくれ。君に不自由な思いをさせないと誓ちかう！　だから……」

「ジュフア様、一ついいことを教えて差し上げましょう」

　私はジュフア様の手を振り払うと言った。

「女に限らず人という生き物は与あたえすぎると考えることをやめて駄目になるんですのよ。ほどよく向上心を持たせることができれば、ジュフア様にもおのずと心惹ひかれる方が現れるはずです」

「そんな予言はいらない。貴女がほしいんだ」

「予言？」

　予言と言えば、最近あの予言書を読んでいない。新作はどうなっているんだ。

　そして予言書ならこんな時どんな台詞でジュフア様を黙だまらせるのだろう？

「ジュフア様……」

「なんだろうか？」

　私はジュフア様に笑顔を向けた。

「ジュフア様は私に弱さを見せたいと思いますか？」

「弱さ？　いや、俺は弱いところなどけして君に見せたりしない」

「それではつまらないわ」

「へ？」

　私はため息をついた。

「もう少し面白い男になって出直してくださいませ」

　私がジュフア様とそんな話しをしている間に逃げまわっていた殿下が私を盾たてにするように私の後ろにまわり込み肩かたを摑んだ。

「ユリアス、助けてくれ！」

「ユリアスを盾にするその根こん性じよう！　頭と一いつ緒しよにかち割ってくれる!!」

「ローランド、それは普ふ通つうに死ぬから！　ユリアスなんとかしてくれ」

　私はクスクス笑ってお兄様に向かって言った。

「お兄様、よく聞いてください。殿下はマニカ様の幼おさな馴な染じみなんですのよ。殿下を敵にまわすより仲間になっておいた方がマニカ様との結婚も早まるんではないでしょうか？」

　お兄様はピタリと動きを止めた。

　そして、しばらく考えるとニッコリと笑顔を作った。

「殿下、取り乱してしまい申し訳ありません」

「うわ[image: ][image: ]信用おけない笑顔だな[image: ][image: ]」

「マニカ様のためなら直すぐにでも殺してしまいたい相手にも笑顔の一つや二つ、作れますから」

　私はお兄様に笑顔を向け、お兄様も私に笑顔を向けた。

「マニカ様との結婚のためにも殿下は大事にしてくださいませ。殿下も次の宰さい相しよう候補にお兄様を推すい薦せんしてくださいますか？」

「裏切らないと誓うなら推薦しよう」

「書類を作るのでサインを」

「本当にユリアスは契約書が好きだよな」

　私は後ろを振ふり返かえらずに言った。

「ええ。だって、結婚も契約でしょ？　ふふ、楽しみですわね」

　殿下は私の肩に頭を乗せると小さく呟つぶやいた。

「本当に心臓に悪い………今ならどんな書類にもサインしてしまいそうだ」

「いいことを聞きました」

　そんな話しをしていると私にも解るほどの殺気を感じた。

　見れば笑顔のお兄様と明らかな殺気を放つジュフア様がいた。

　たぶんお兄様からも殺気が出ていることだろう。

「ヤバイ。俺直ぐにでも暗殺されるかも……」

「では、早く王子を産まなくては？」

　私の言葉にさらに殺気が増した気がした。

「君も二人を煽あおらないでくれ!!」

　項垂うなだれるのが可愛くて、愛おしく思いながら私は殿下の肩を叩たたいた。

「殿下に一つ言っておきたいことがあるのですが」

「嫌いやな予感しかしないが……なんだ？」

　私はニッコリ笑顔を作った。

「そんなに怯おびえなくても」

「先に言っておく、面めん倒どうになったからやっぱり婚約は嫌だとか言っても聞かないからな！」

　嫌そうな顔の殿下に私はゆっくりと近づき言った。

「殿下、いえ、ルドニーク様。私は貴方の伴はん侶りよになります。ですので、幸せにしてくださらなければ慰い謝しや料りよう請せい求きゆういたします！」

　私の言葉を聞いた殿下は両手で顔を覆おおってしまった。

「だ、大丈夫ですか殿下？」

「君は本当に質たちが悪い」

「失礼ですわ」

　殿下は顔から手を離すと私をキュッと抱だきしめた。

「幸せにすると約束しよう」

　殿下の小さな声が耳をくすぐり、思わず顔に熱が集まる。

　次の瞬しゆん間かんには殿下はお兄様に羽は交がい締じめにされて離れていった。

「殿下、後ほど契約書を作成しますのでサインと捺なつ印いんの準備をお願いいたしますわね」

　離れていく殿下はニカッと笑った。

「任せろ！」

　そんなふうに楽しそうに叫さけぶ殿下を見送りながら、私もクスクスと笑うのだった。
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　この度たび、俺に婚こん約やく者しやができた。

　ずっと手に入らないと思っていた友人のユリアス・ノッガー伯はく爵しやく令れい嬢じよう。

　美しい見た目とは裏腹に金を稼かせぐことしか頭にないなんとも変わった女性だ。

　俺に一いつ瞬しゆんも恋こい心ごころを抱いだいている気がしない彼女が、俺の婚約者になったのは奇き跡せきと言っていい。

　どうして、ユリアスは俺を選んでくれたのだろう？

　理由が解わからなければ、見み限かぎられるのもすぐかもしれないと不安だけがつのる。

　彼女が俺を好きな素そ振ぶりを見せてくれたなら、俺の不安も少しはなくなるのだろうか？
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　学園の昼休み、目の前でイチャイチャしているのは俺の幼おさな馴な染じみであるマニカとユリアスの兄のローランドだ。

　昼食のサラダをマニカの口に運ぶローランドは幸せそうだし、真っ赤な顔で雛ひな鳥どりのように口を開けるマニカは可か愛わいらしい。

　羨うらやましいとは言わないが、俺とユリアスの間にも二人の十分の一でも甘あまい空気があったら不安もなくなると思う。

　本当、俺ばっかり彼女を好きだと思わされている。

　二人を無視して、何も見えていないようにモクモクと昼食を食べるユリアスに視線をうつすと、ユリアスはニッコリと笑った。

「殿でん下か？　どうかなさいましたか？」

「いや」

　ユリアスが婚約者になってからユリアスが可愛く見える病が酷ひどくなる一方なのだが、なんなんだこれは？

　首を傾かしげるユリアスを今すぐ抱だきしめたくなる。

　だが、手を伸ばそうとすれば今まで俺達なんか視界の端はしにも入っていないはずのローランドが気がついて、引ひき剝はがされるのは火を見るより明らかだった。

　本当、ローランドがムカつく。

　この抱かかえきれない不安は格好悪いから、ユリアスにだって見せるつもりはない。

「ユリアス」

「はい。なんでしょうか？」

「……目め障ざわりだからローランドをどうにかしてくれないか」

　ユリアスは可愛く笑う。

「いくらくださいますか？」

「……有料なのかよ」

　遠くを見つめることしかできなかった。







　お昼を食べ終わると、学園の裏庭にある池に行った。そこは俺のお気に入りの昼ひる寝ね場所で、薔ば薇らの葉が足あし下もとまで隠かくすほど生い茂しげった秘密のスペースに入ると、横になった。

　ここに寝ね転ころぶと、ユリアスと過ごした時間を思い出せていい。

　はじめて彼女に会った時は本当に面おも白しろい令嬢だと思った。

　一いつ緒しよになってユリアスの元婚約者の浮うわ気き現場を撮さつ影えいしたり、お菓か子しを食べたり、予言書を読んだり。

　いつも彼女はニコニコしていて……………。

　なんだか軟なん弱じやくな気持ちになってしまい目を閉じた。
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　学園の時を告げる鐘かねの音で目が覚めた。

　何度目の鐘なのか懐かい中ちゆう時ど計けいを取り出そうとするが、温かい上に体が動かないことに驚おどろいた。

　慌あわてそうになる気持ちをおさえて深呼吸を一つしてから周りを確かく認にんした。

　腕うでの中で小さな寝息が聞こえる。

　よくよく見ればシルバーブルーの髪の毛が胸むな元もとにピッタリと寄より添そっていた。

　温かいのはブランケットに包まれているからだ。

　まあ、ピッタリとくっついている人物の体温のお陰かげもあるが。

「ユリアス？」

　小さく声をかければ、ユリアスは起きたくないのか俺の胸に額を擦すりつけるようにイヤイヤと首を横に振る。

　あまりの可愛さに夢を見ているのではないかと疑いたくなった。

　とりあえず、冷静になってから自分の状じよう況きようを確認した。

　どうやら俺は、ユリアスを抱きしめているらしい。

　思わずユリアスの髪の毛に軽いキスを落とし、自分がまだ冷静でないことを再確認した。

　どうしたものか？　欲望が抑えきれない。

　俺はゆっくりとため息をついた。

「……で、んか？」

　ユリアスは起きたようで、ゆっくりと俺の方に顔を向けた。

　慌ててユリアスの額に触ふれるだけのキスを落とす。

　ユリアスはくすぐったそうにクスクスと笑った。

　可愛い。

「なぜ君がここにいる？」

「先ほど殿下の様子がおかしかった気がしまして、心配で……ですのに、気持ちよさそうに眠ねむってらっしゃるから思わず私も横に。肌はだ寒ざむく感じましたので開発中の大型ブランケットをかけさせていただきました」

　俺は笑え顔がおを作るとユリアスの頭を撫なでた。

「殿下でもそんなことをなさるんですのね」

「するさ、男だからな」

　顔を見られるのは恥はずかしいからユリアスの首筋に顔を埋うめた。

「殿下、くすぐったいですわ」

「抵てい抗こうしないユリアスが悪い」

　グッと抱きしめている腕に力を込める。

　こんなチャンスは二度と来ない。

「好きだ」

　ポロリと口から言葉が漏もれた。

　照れくさくてなかなか言えなかった言葉が漏れ出てしまった。

　こうなったら止まらない。

　止めるつもりもない。

　ユリアスに、俺の全てを聞いてもらおう。

「ユリアス、改めて言わせてくれ。俺は心から君を愛してる。誰だれにも渡わたすつもりもない。もっと君に触れたい。全て俺のものにしたい。たまに……ローランドにまで嫉しつ妬とすることがある。ジフには近づいてほしくもない。マイガーは、まあ、いい。とにかく、俺は君を愛しているから絶対に幸せにする。だから、君も俺を愛してほしい」

　俺の格好悪い告白にユリアスが息を吞のんだのが解った。

　恥ずかしくて顔を隠したままでいたい気持ちもあったが、ユリアスがどんな顔をしているのかが気になって顔を上げると、ユリアスは可愛らしく真っ赤に染まっていた。

　夢のような反応に嬉うれしくなったが、告白の言葉が情けないことに思い至り、もっと格好つけた言葉を選べば良かったと後こう悔かいした。

「しまらない告白で、すまない」

　大した告白をせずにプレゼンをした手前、いつかちゃんと告白しようとは思っていたが情けない。

「殿下、私は殿下の困った顔と呆あきれ顔とオロオロしている時の顔を見ると、たまらなく可愛いと思ってしまうのですわ」

「嬉しくないぞ」

　ユリアスはクスクスと笑った。

「ふてくされた顔もです」

　全然嬉しくない言葉に落ち込みそうになる。

「そんな殿下の顔を見ているのが、私は好きです」

　ユリアスの言葉はあまりにも予想外であった。

　しかも、気がつけばユリアスはギュッと俺にしがみついていた。

「だから、殿下の隣となりにずっといたいのです。一番近くで殿下を見続けることをお許しいただけませんか？」

　ユリアスの答えは俺が思っていた返事とは全然違ちがうものであった。俺は思わず踊おどり出したいぐらい嬉しくなった。

「それに拒きよ否ひ権けんがあるのか？」

　ユリアスは不安そうに俺を見ると呟つぶやいた。

「拒否なさるおつもりですか？」

　俺は苦笑いを浮かべた。

「できれば君には格好いいところを見てもらいたいのだ」

「それでは面白くないのではないですか」

　俺は深いため息をついた。

「好きな女に格好つけていたいという、情けなくも格好悪い理由でもか？」

　ユリアスはしばらく考えた後クスクス笑った。

「そう考えると、格好いい殿下を見る度に可愛く見えてしまいますわ」

　ユリアスはそう言ってから女め神がみのように微ほほ笑えんだ。

　胸をギュッと摑つかまれたような気分だ。

　その後、俺とユリアスはブランケットにくるまり直し、ぬくぬくしながら昼寝の続きに戻った。

　俺が午後の授業に来ないことを不ふ審しんがり、ローランドが様子を見に来てこっぴどく叱しかられるまであと少し。
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　私は殿でん下かと婚こん約やくをし、皇こう太たい子し妃ひ候補になった。

　殿下との関係は良好。

　最近では殿下の側そばにいるだけで、心しん拍ぱく数すうが上がるのが解わかるし、笑え顔がおを向けられるだけでもジワジワと幸せな気持ちになる。

　私もこんな気持ちになれたことに驚おどろいている。

　ずっと解らなかった恋こい心ごころを今は毎日実感させられているのだと思う。







　その日は、私が殿下の婚約者になったことを国民に報告するために、城のバルコニーから殿下と一いつ緒しよに手を振るという王族の習わしをおこなうことが決まっていた。

　朝からノッガー伯はく爵しやく家けはバタバタと使用人が走りまわっていて大おお忙いそがしだ。

　私もレースをエレガントにあしらった真っ白のドレスを着せられ、きつく見られがちな目元が柔やわらぐようなメイクをされた。

　うちのメイド達は朝からピリピリしていて、お水を飲むのにも化け粧しようが崩くずれないか心配し通しだった。

「大だい丈じよう夫ぶよ。化粧が崩れていてもバルコニーから下までどれだけ距きよ離りがあると思っているの？　見えたりしないわ」

「お嬢じよう様さま、本気でおっしゃってるのですか？　王子殿下にお見せするのであれば一番美しいお嬢様を見ていただきたいと思う、我々の気持ちをお解りいただけないと？」

　迫はく力りよくに負けて何も言えなくなってしまったのは仕方がないと思う。

　お城に向かうための馬車でもメイド長がお尻しりは痛くないかとか、お腹なかは空いてないかとか甲か斐い甲が斐いしく気をつかってくれたのだが、ハッキリ言って疲つかれる。

　いつものように、どんなお菓か子しが売れるとか包装紙を季節ものにしようとか、そんな話がしたい。

　ただでさえ、傷物令れい嬢じようが国の明日を支える王子殿下と婚約するのだ。

　国民が納なつ得とくするわけがない。

　私は馬車の中でため息を圧おし殺ころし、憂ゆう鬱うつな気持ちになっていた。
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　お城につくと、直すぐに控ひかえ室しつに連れていかれた。

　控え室にはすでに王様と王おう妃ひ様さまがいた。

　私がゆっくりとドレスをつまみ淑しゆく女じよの礼をとると、王妃様がわざわざ座すわっていた椅い子すから立ち上がり私の元まで来てくれ、手を握にぎられた。

「ウフフ、ユリアスちゃんが婚約してくれて私すごく嬉うれしいのよ！　一緒にお買い物とかしたいわ！」

「ありがとうございます。ですが、私はどちらかといえば王妃様にお買い上げいただける商品を行商にまいりたいのです」

「まあ、ユリアスちゃんが持ってくる物ならなんでも買ってしまいそうね！」

「まあ！　とっても嬉しいですわ！」

　私とお妃様はクスクスと笑い合った。

　そして、お妃様に促されて座らされたのは王様の隣となりの椅子だった。

　王様の隣と言えば王妃様と殿下なのでは？

　私が苦笑いを浮うかべると、王様はニッと笑った。

「ルドニークに何か価値が見み出いだせたか？」

　ニヤニヤと笑う王様に私は困った。

「殿下の価値……」

「なんだ？　歯切れが悪いな？」

　王様の向こう側から王妃様も興味深そうに私を見ている。

「殿下の価値は側にいてほしいと思えることでしょうか？」

　王様も王妃様も私の言葉が予想と違ちがっていたのか、キョトンとした顔になった。

「……殿下の隣は居い心ごこ地ちがよく安心するのだと最近気がつきまして、この場所を手放し他の誰だれかのものになってしまうのはもったいないことなのではないかと思ってしまいました」

「皇太子妃なんて面めん倒どうだがいいのか？」

「面倒というよりは、楽しみになってきました。殿下は私が間違った考えをしたらきちんと叱しかってくださいますし、私が何か閃ひらめいたら話を最後まで聞いてくださいます。それは、お互たがいに国を経営するに当たって重要なことだと思ったのですわ」

「国を経営？」

　王様は不思議そうに首を傾かしげた。

「殿下に一緒に国を経営しないかとプロポーズされましたので」

「ロマンの欠片かけらもないな」

「私の興味を引くには最適なプロポーズですわ」

　私が優ゆう雅がに笑えば、つられたように王様は豪ごう快かいに笑った。

「二人がいれば国は安あん泰たいだな！」

　そんな話をしている間に殿下が部屋に入ってきた。

「父上、なぜ両手に花で座っているんですか？」

「羨うらやましいか？」

「……ユリアス、席を代わってくれ」

　殿下は何を言ってるんだ？　と言わんばかりの顔で私に席を代わるように言った。

　私が笑顔で席を代わり、殿下は王様の横に座った。

「なんだ？　嫉しつ妬とか？」

「そう捉とらえていただいてかまいません」

「ルドニークったらユリアスちゃんが大好きなのね！」

　王妃様の直接的な言葉に殿下は動じた気配も見せなかった。

「そう捉えていただいてかまいません」

　動じていない殿下とは違い私の方がなんだか落ち着かない気持ちになった。

「ユリアス大丈夫か？」

「何がでしょうか？」

「緊きん張ちようしてるか？」

「そうですわね」

　私がそう返せば殿下はさり気なく私の手をキュッと握った。

　突とつ然ぜんのことに驚いて殿下の方を見れば柔らかな笑顔を向けられ、さらに落ち着かない気持ちになってしまった。

「親の前でイチャついてんじゃないぞ」

　王様の呆あきれたような声に殿下は慌あわてることも手を離はなすこともなく言った。

「ユリアスにはこれぐらいしないと意識すらしてもらえないので我が慢まんしてほしいのですが」

「必死か！」

　王様の言葉に殿下はニコッと笑顔を作り王様に言った。

「ええ、ユリアスを誰かにとられないように、好きでいてもらえるように必死です」

　王様は殿下の言葉に絶句してしまったようだ。

　そんな話は、私のいないところでしてほしかった。

　手て汗あせまでかいてきた気がするから離してほしい。

　訴うつたえかけるように殿下の方を見れば笑顔を返されるだけで、離してくれる気配はなかった。

　それからしばらくして、王様の従者がやってきて先に王様と王妃様をバルコニーに連れていった。

　流れでは王様と王妃様が先に手を振り、その後に殿下と私が出ていく流れだと聞いた。

　だからといって王様と王妃様がいなくなると同時に殿下と二人っきりにするのはやめてほしい。

「遅おそくなってすまなかったな。父上と母上にからかわれなかったか？」

「大丈夫ですわ」

　どうやら心配してくれていたらしい。

「殿下はからかわれても平気そうでしたわ？」

　殿下はしばらく黙だまるとポツリと言った。

「すでに散々からかわれたからな……」

　ああ、なれてしまったのだなと私は気がついた。

　あんなあからさまな言葉にも動じない殿下が少し頼たのもしく見えてしまっていたのだと気がついた。

「この先、よろしく頼む」

「こちらこそですわ」

　私と殿下は互いに顔を見合わせて笑った。

　その直ぐ後に従者がやってきてバルコニーに行くように促うながされた。

　椅子から立ち上がり手を繫つないだまま歩き出そうとしたその時、殿下はゆっくりと言った。

「言い忘れていた」

「はい？」

　私が首を傾げると、殿下は幸せそうな顔をした。

「いつも綺き麗れいだが、今日は一段と綺麗だ」

　その瞬しゆん間かん、私は顔に熱が集まるのが解った。

　この後直ぐに国民の前に出て手を振ふらなければならないのになんてことを言うんだ！

　私が赤くなったのが嬉しいのか、殿下がその状態の私をなかば引きずるようにしてバルコニーに連れていったのは一生恨うらんでいいと思う。

　赤い顔で国民に手を振りながら、私は殿下に囁ささやいた。

「殿下にこんな辱はずかしめを受けるなんて……慰い謝しや料りよう請せい求きゆういたします」

「ああ、いいぞ！　一生かけて返済してやるから、ずっと側にいろ！」

　さらに顔に熱が集まるのを感じて、私は殿下に負けた気持ちになった。







　お披ひ露ろ目めの後の話だが、愛を失った〝傷物令嬢〟が王子様のお陰かげで愛する気持ちを取とり戻もどし、慈じ愛あいに満ちた心で国を繁はん栄えいさせるというマチルダさんの小説がベストセラーになっていたことや、養よう護ご施し設せつの運営に私がたずさわっていると評判になっていたりしたためか、私が皇太子妃になることに不満を漏もらす者はあまりいなかった。

　とくに評判が良かったのは、バルコニーで手を振る私が顔を赤らめて殿下を愛いとおしむように見つめている姿がとても素す敵てきだったと言われたが、誤解である。

　私は恥はずかしくて殿下を睨にらんでいたはずなのだ。

　それなのに、この話では私が殿下が好きで仕方ないみたいじゃないか！

　バルコニーから手を振っている時、マチルダさんとバナッシュさんがキラキラした瞳で私に向かって手を振り返していたのに気づいて、嫌な予感がしていたのだ。

　案の定、小説のネタに使われ、変な信憑性を与えてしまったのだと思っている。

　私は理り不ふ尽じんさを感じながら、皇太子妃の道を一歩踏ふみ出してしまったのだった。
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　ここまで『勿もち論ろん、慰い謝しや料りよう請せい求きゆういたします！２』にお付き合い下さいましてありがとうございます。

　ｓｏｙと申します。

　私の妄もう想そう丸出しの作品を手にとって下さった皆様は神様です。

　そして、ここまで私の作品を支えて導みちびいてくださった担当様、ビーズログ文庫様も神様です。




　一巻発売の日からこれまで、なんだかあっと言う間でした。

　駆かけ足すぎて本当に目が回るようでした。

　それでも本屋さんに行き、自分の本を見つけると子どもとはしゃいでいます。

　娘にいたっては「うちのお母さんが小説家になったので、自慢のお母さんで憧あこがれています」と言っていたと担任に聞きました。

　私には憧れている素振りも見せたことのない娘です。

　家で娘に「憧れてるとか噓うそだろ？」と聞けば、悪びれもせずに「うん」といってました。

　あくどい娘です。

　せめて、私のことも騙だましていて欲しかった。

　そんな娘ですが、本屋さんで私の本を見つけると「ママの本あったよ～」っと大きな声で言います。

　恥はずかしいのでやめて欲しい。

　散々愚ぐ痴ちりましたが可愛かわいい娘です……本当だよ。




　本作のイラストは一巻同様ｍ／ｇ様が書いて下さいました！

　毎回毎回、美しくも格好いいイラストを書いていただけて私は幸せ者です！

　しかも今回の二巻は本当に沢山加筆しているのでＷｅｂ小説投稿サイトで読んで下さっていた読者様も満足していただけるはず！（自己暗示）

　読んでいない方も満足していただけたら嬉しいです！

　一巻で悪役だったバナッシュさんが二巻に出てきた理由は、一巻のイラストのバナッシュさんが可愛すぎて、作者である私が気に入ってしまったためです。

　だってあんなに可愛いのに一巻にしか出てこないなんて勿もつ体たいないですから！

　バナッシュさんを救ったのは実はイラストを書いて下さったｍ／ｇ様です!!




　刊行に当たりまして、本作に携わって下さった沢山の皆々様に厚く御礼申し上げます。

　そして、ここまでお付き合いくださった皆様も本当にありがとうございます。

　また、お会いできる機会がありますようにお祈り申し上げております！








ｓｏｙ
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　俺ははじめて恋こいをし、そして失しつ恋れんした。

　女性嫌ぎらいで知られる俺がはじめて好きになった女性。

　美しく聡そう明めいで自立した商人のユリアス・ノッガー伯はく爵しやく令れい嬢じようにして、婚こん約やく破は棄きされたことを感じさせない強い人。

　それなのに、俺の婚約者ではなく、友人のルドの婚約者になってしまった。

　美しいシルバーブルーの髪かみの毛も灰色の瞳ひとみもルドのものなのだ。

　抱だきしめてしまいたい華きや奢しやな体も全て。

　できることなら最初からやり直したい。

　出会って直すぐに気がついていた。

　彼女が他の女性とは違ちがうことを。

　だが、怖おじ気けついて彼女と向き合おうとしなかったのだ。

　あの日の朝からやり直したい。

　そう言ったところで現実は変わりはしないのだが。

　妹達も迷めい惑わくをかけた。

　次女のムーランはローランドを婿むこに欲しくて暴走。

　結局マニカ嬢とローランドをくっつける当て馬になってしまった。

　長女のランフアにいたっては、貴族達に自分が未来の王おう妃ひになると触ふれまわり、ユリアス嬢に暴漢をけしかけた上に、ルドにこれ以上ないってほど嫌きらわれた。

　二度とこの国に足を踏ふみいれることはできないだろう。

　かく言う俺も傷心なのだが、ユリアス嬢は仕事の話や、養よう護ご施し設せつへの物資の寄付の話をすれば聞いてくれる。

　もっとユリアス嬢と話がしたい。

　会う口実が欲しい。

　気がつけば我わが国くに特産の宝石や民族衣い装しようの輸入話が進んでいた。

　これで会いに行く口実ができた。

　船では商人姿のユリアス嬢に恋をしているやつらを集めて聞いてみた。

「王子様はまだユリちゃんをスパイだって疑ってるんですか？」

「いや、単純に彼女の人となりを知りたいのだ」

「ユリちゃんは可か愛わいくて笑え顔がおが素す敵てきで～」

「俺らの話を最後まで聞いてくれて」

「とにかく美人で」

「相談にのってくれる優やさしい人です」

　こんなに愛されているなんて……俺はゆっくりと口を開いた。

「お前らの好きな女性はお嫁よめに行くことが決まったようだ」

　その日、俺達は仲良く失恋の痛みを慰なぐさめ合ったのだった。
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　そんな中、たまたま立ち寄ったレストランの帰りに彼に会った。

　おかっぱで金色の髪の毛に琥こ珀はく色いろの瞳の男性で昔会ったことがあるような、なぜだかなつかしい気配をさせる男だ。

「あんた、顔色悪いぞ？　大だい丈じよう夫ぶか？」

「ああ、失恋しただけだ」

「辛つらいよな～」

「あんたも失恋したことがあるのか？」

　そう言うと、男は顎あごに手をあて、しばらく悩なやむ素そ振ぶりを見せた。

「フッフッフッ、僕のは失恋とはちょっと違うな！　運命の相手を見つけて婚約破棄したのだが、その相手に一番好きな男が別にいると言われてな」

　なんだその複雑な展開は？

「二番目だったということか」

「いや、四番目だった」

　けろっとした男に俺は開いた口がふさがらない。

「だが、今は俺だけを愛してくれている」

「勝ち取ったんだな！」

　俺は感動した。

「いや、彼女は三人にフラれたんだ」

　啞あ然ぜんとするしかなかった。

　そんな女の何ど処こがいいのか俺には解わからない。

「諦あきらめようとは思わなかったのか？」

「運命の恋だと思ったのに諦められるわけがないだろ？」

　ああ、この男は諦めるという選せん択たく肢しを持っていないのだ。

「運命の相手なら、諦めなくていいと？」

　男は腰こしに手をあて胸を張った。

「諦めなかったから、四番目だったのに彼女が手に入ったんだぞ！」

　どうだと言わんばかりの男に思わず笑ってしまった。

「あっ、勿もち論ろん、四番目だと解った時は死のうと思うぐらいショックだったんだ」

　男は苦笑いを浮うかべる。

「だがな、いくら嫌いやな女だとしても好きなんだから仕方がない」

　この男は馬ば鹿かだ。

　だが、同時に格好いいとも思った。

「……俺も、諦めないことにする」

「いいじゃないか！　その意気だ！」

　諦める方法がいまだに思い浮かばず、苦しい気持ちを引きずるぐらいなら想おもい続けたっていいじゃないか！

　もしかしたら、また婚約破棄するかもしれないし、俺が諦めていないと解ればルドだっておちおち気を抜ぬいてなんていられないだろう。

　そうしたら、ユリアス嬢はずっと大事にされる。

　しなければ、かっさらっていけばいいのだ！

　俺は男に礼を言ってその場を離はなれた。

　船に戻もどり、今にも死にそうな顔をしている男達にこの話をすれば、全員諦めることをやめた。

　こうして、我が国の男達は諦めが悪くなったとか、ならなかったとか。

　まあ、俺自身は諦めが悪くなったと断言していい。

　いつか、ユリアス嬢が俺のものになった時のために、ユリアス嬢の気を惹ひけるように自国の特産物を増やす努力をするしかない。

　俺はその日の帰り道、気合いを入れたのだった。
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　その日、俺は養よう護ご施し設せつの講師をする日だった。

　足取りは最悪で、ノロノロと養護施設に向かう。

　はっきり言って心中穏おだやかな状態ではなかった。

　俺の大事なご主人様であるお嬢じようが俺の大事な弟分のルドと婚こん約やくしたからだ。

　俺だってお嬢のこと大好きだけど、相手がルドなら仕方がない。

　そう思わないと泣いちゃいそうだった。

　重たい気持ちをため息と一いつ緒しよに吐はき出す。

「マイガー先～生！」

　後ろから声をかけられ振ふり返かえれば、養護施設に預けられているケビンが女の子のひとりであるミランと手を繫つないだ状態で俺の方に向かって来るのが見えた。

「なにシケた顔してんだよ？」

「ケビン、ちょっと優やさしくしてくんない？　俺のハートは壊こわれかけなんだよ」

「何？　なんかあった？」

　ケビンの俺を気づかうような言葉に涙なみだが溢あふれそうになった。

「実は、お嬢がルドニーク殿でん下かの婚約者になっちまったんだ」

　ケビンとミランの目が大きく見開かれた。

「姫ひめ様さまが？」

「王子様と結けつ婚こんするの？　じゃあ姫様は王おう妃ひ様になるの？」

「「すご～い！」」

　二人は俺を慰なぐさめるつもりもないようで、ピョンピョン飛とび跳はねて喜んだ。

　解わかっていたさ、嬉うれしさが勝って俺を慰めることなんて忘れちゃっているんだろ？

「王子様っていい人？　格好いい？　マイガーせんせえしってる？」

　ミランが俺の服の裾すそを引っ張って聞いてくる。

「……俺が知ってる男の中で一番いい男だよ」

　俺がふてくされたように言えばミランは首を傾かしげた。

「マイガーせんせえより？」

　俺はミランを抱だき上げた。

「ミラン、俺と結婚しよっか？」

　冗じよう談だんで言ったのに、ケビンにスネを思いっきり蹴けられて涙がチョチョ切れた。

　酷ひどい。お嬢にやられるなら嬉しいのに！

　俺がうずくまるとミランに肩かたをポンポンと叩たたかれ、さらに泣きそうになったのは秘密だ。

「お前ら何やってんだ？」

　そこに偶ぐう然ぜん通りかかったのはバハル船長だった。

　バハル船長は養護施設を引き取るきっかけになった人物で、お嬢を押おし倒たおしたことがあるから気をつけろと師し匠しようであるオルガ店長のブラックリストにも載っている男だ。

「姫様が王子様と結婚するんだって！」

　ミランの言葉にバハル船長は首を傾げた。

「マイガー、ミランは何言ってんだ？　夢の話か？」

「真実だよ」

　バハル船長は目を大きく見開いた。

「噓うそだろう？　マジかよ！　やっぱり俺が抱かかえて帰れば良かったじゃねぇか！　あいつ後でぶっ飛ばす！」

　なんだかブツブツ呟つぶやきながら、バハル船長は俺からミランを取り上げ歩き出した。

　俺とケビンはそんな二人を追おいかけた。
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　養護施設につくと、そこには十人ほどのオッサンがいた。

　子ども達は怯おびえているのか隠かくれているようだ。

「おう！　お前ら来たのか？」

　バハル船長が声をかけるとオッサンの一人がバハル船長の前に立った。

「バハルさん、ユリアス様にここに来るよう言われて来ました」

「そうか！　今日の講師はこのマイガーだ」

　バハル船長は俺の背中をバシバシ叩いた。

「話が読めないんだけど？」

「今日からこいつらも授業を受けるってことだ」

　聞いてない。

　全然そんなこと聞いてないよ！　お嬢～！

　俺は項垂うなだれた。

　このオッサン達に授業をするのも俺の仕事になったようだ。

　せめて直々に命令されたかった。

　バハル船長は建物に響ひびくように叫さけんだ。

「ガキ共！　集～合～！」

　バハル船長の声にいろんな所から子ども達が飛び出してきた。

　倉庫と建物の隙すき間まや、用具倉庫の中、戸と棚だなや窓から飛び出してくるやつまでいる。

　子ども達は出てくるなり俺とバハル船長の後ろにまわり込んだ。

　警けい戒かい心しんは最初に身につけさせるものだ。

　子ども達の反応は優ゆう秀しゆう以外の何物でもなかった。

「お前ら！　こいつらはこの前、姫様を拉ら致ち監かん禁きんしたやつらだ」

　バハル船長の言葉に全員が言葉を失う。

　勿もち論ろん、俺もだ。

「まあ、姫様は俺が助け出したがな！　そして姫様はこいつらを従業員に招き入れるつもりだ！」

　動どう揺ようが全員に走る。

　勿論、俺もだ。

「よって、こいつらは今からお前らの子分だ！　解んないことは教えてやれよ!!」

　子ども達はオッサン達を見つめるとフーっと息を吐いた。

「おいバハル！　こいつらオッサンだぞ！　俺らの言うこときくのかよ？」

「きかせりゃいいだろう？　たぶんお前らの方が強いぞ」

　これにはオッサン達の方が驚おどろいたようだった。

「バハルさん！　俺ら、いくらなんでも子どもに負けるほど弱くはないです」

「じゃあケビン、こいつと試合しろや」

　俺の後ろに隠れていたケビンが嫌いやそうにバハル船長を見上げた。

「嫌だよ！」

「いつもマイガーと試合してるだろ？」

「俺、マイガー先生に勝てたことないんだぞ！」

　まあ、相手の力が解らないから一いち概がいには言えないが、ケビンは筋すじがいいからもしかしたら勝てるかもしれないと俺も思う。

「バカ、マイガーに勝てるやつの方が少ねぇよ！　ミランに格好いいとこ見せたいんだろ？」

　ケビンは手を繫いでいたミランを見ると口を尖とがらせた。

「……やればいいんだろ？」

　こうして、ケビンとオッサンの一人が試合をすることになった。
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　試合会場は養護施設のグラウンドで木刀を使用した一対一の一本勝負。

　ケビンはまだ十一歳さいになったばかりなので技術はあっても体力が足りない。

　だから、一本勝負が妥だ当とうであると俺が判断した。

「よーし！　オッサンは俺に負けたら俺らの言うことをなんでもきくんだぞ！　解ったか！」

「子どもなんかに負けるか！」

　互いに気合いは充じゆう分ぶんのようだ。

　そして、二人は木刀を構えた。

「はじめ！」

　俺のかけ声で、ケビンがオッサンに向かって走り出した。

　オッサンは一ひと先まず防ぼう御ぎよの姿勢をとったが、ケビンはオッサンのスネを思いっきり蹴り上げた。

　木刀を使うと思っていたオッサンの隙をついた攻こう撃げきだ。

　オッサンは激痛に顔を歪ゆがめ体勢を崩くずすと、ケビンはそのまま力任せに下から上にオッサンの木刀を弾はじき飛とばした。

　ガッシャーン。

　俺達は全員一気に血の気が引いたのが解った。

　養護施設の二階の窓ガラスに木刀が刺ささっているのが見えたからだ。

「う、うああをあわあわあわお！　マイガー先生どうしよう！　殺される～」

　勝ったはずのケビンは泣きながら俺にしがみついてくる。

　オッサン達はキョトンとしているが、俺もバハル船長も顔色は真っ青だ。

「ケビン、お前は悪くない。犯人はバハル船長だ！　お嬢にはバハル船長が悪いって言うんだ！」

「うん！」

「待て！　それは困る！　別の作戦をだな……」

　その時、建物のドアが勢い良く開く音がして、その場にいた全員がビクッと肩を跳ねさせた。

「どういうことなのか説明してくださるかしら？」

　ドアから現れたのはお嬢だった。

「お、お嬢なんでいるの？」

「彼らがうちの従業員になるためにたずねてきたと聞いたので会いに来たんですの。で？　なぜ窓ガラスが割れたのか…………誰だれか説明しなさい！」

　お嬢の声にケビンは泣きながらバハル船長を指さして叫んだ。

「バハルがオッサンと試合しろって言うからやったら、窓ガラスに木刀が……ごめんなさ～い」

　その言葉にお嬢の視線がバハル船長に向かう。

「は、話をしよう！　な、姫様」

　お嬢はニッコリと笑え顔がおを作った。

　この笑顔はヤバいやつだとオッサン達以外は解っている。

「バハル船長、正座」

　バハル船長の口元がヒクヒクしている。

「正座しろと言っているのが解らないかしら？」

　バハル船長はゆっくりと正座をすると項垂れた。

　そこからのお嬢の説教は長い。

　お嬢は物を大事にしないやつが大だい嫌きらいだから、仕方がない。

　俺はいまだにキョトンとしているオッサン達に小声で言った。

「ここではお嬢がルールだ。そして、一番やってはいけないことが物を壊すこと。どんなに謝あやまっても許してくれないから」

　バハル船長を叱しかりつけているお嬢を見つめながらオッサン達はコクコクと頷うなずいた。

「お嬢怒おこると怖こわいから」

「マイガーさん！　聞こえてますよ！　貴方あなたも怒られたいのですか！」

「怒られるより殴なぐられたいです！」

　本気で言ったのに、お嬢に変態を見るような顔をされた。

　まあ、その顔もご褒ほう美びです！

「マイガーさんは黙だまっていて」

「はーい！」

　俺が元気に言うとお嬢は呆あきれた顔をした。

　バハル船長が怒られている間に割れた窓ガラスを片付けようと、俺はケビンと二階に向かった。

　二階の廊ろう下かの突つき当あたりにある窓につくと、そこにはルドがいた。

「よ！　兄弟！」

　俺が声をかけるとルドは苦笑いをする。

「ユリアスは怒ると怖いな」

「滅めつ多たに怒らないから余計にね」

　ルドは箒ほうきで集めたガラスの破は片へんを風魔ま法ほうで浮かせると、大きな物を穴あきの窓にパズルのようにはめ込み、細かい欠片かけらを炎ほのおの魔法で溶とかして接着剤ざい代わりに取りつけていた。

　いつ見ても器用だ。

「いびつだが、雨風くらいはしのげるだろう？」

　そう言って笑ったルドを見て、俺が勝てるわけがないって再さい確かく認にんしてしまった。

「お嬢が喜ぶね」

「……もっと綺き麗れいな仕上がりにしないとか？」

　ルドは慌あわてて窓ガラスに魔法をかけ続けていた。

「お嬢はそこまで鬼おにじゃないよ！」

「だが、職人には厳しいだろう？」

　俺は思わず笑ってしまった。

「ルドは職人じゃないだろ？」

「……ユリアスは職人の方が好きじゃないか」

　ルドの言葉に俺は驚いた。

　ルドでもお嬢に好かれたいとか思うんだ！

「ユリアスがまた婚約破は棄きするとか言い出したら困るからな」

　ああ、俺の弟も真実の恋こいをしているのだ。

　なんだか嬉しいような寂さびしいような気分だ。

「おいおいルド兄ちゃん！　どんなに姫様を好きでもルド兄ちゃんに見込みはないぜ！」

　突とつ然ぜんケビンがしゃしゃり出てきてそう言った。

　ルドの顔色が悪い。

「なぜだか聞いても？」

　ルドが不安そうにケビンに聞いた。

「聞いて驚け！　姫様は王子様と結婚するんだぞ！」

　その言葉にルドは安あん堵どの息を吐いた。

「なんだよ！　信じてないな！」

「いや、信じる」

　ルドはそう言って笑った。

　ケビンはルドの反応が気に入らなかったのか怒って行ってしまった。

　気を取り直して、弟がお嬢に嫌われないように、一ひと肌はだ脱ぬぐか！

　俺はルドを押しのけると窓を開け、下でまだバハル船長を説教しているお嬢に向かって叫んだ。

「お嬢～！　ルドが窓を直してくれたよ！」

　お嬢は驚いた顔をしてからふにゃっと笑った。

　ああ、あんな可か愛わいい顔しちゃうなんて。

　お嬢もルドのこと大好きじゃん。

「お礼にチューでもしてあげて！」

　突然ルドに腕うでを摑つかまれた。

「いいじゃん！　結婚するんでしょ？」

「その前にローランドに殺される」

「あっ！　ごめん。俺、若様は怖いから助けらんないや」

　明らかに項垂れるルドに笑顔を向けるお嬢の顔が可愛かった。

　だから、ちょっとぐらいルドは若様に絞しぼられるといいと思ったのは、俺だけの秘密だ。
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　自分、オルガと申す者でございます。

　兄と一いつ緒しよに幼少の頃ころより暗殺業をさせていただいていたつまらない男でございます。

　今や、兄は伯はく爵しやく家けお抱えの執しつ事じ長ちようで旦だん那な様さまの右みぎ腕うでとなり、自分はお嬢じよう様さまが管理している店の店長をさせていただいております。

　兄の方が出世をしたと思うかもしれません。

　ですが、違ちがうのです。

　我ら兄弟の中では、お嬢様と長く一緒にいられる方が出世したと言えます。

　小さなお嬢様に拾われた自分達の命はお嬢様にささげてこそなのでございます。

　お嬢様は本当に慈じ悲ひ深ぶかい女め神がみのようなお方で、暗殺者の手当てをして執事にしたり、海かい賊ぞくの命を救うため従業員にスカウトしたりなさるのです。

　まさに女神。

　ですので、お嬢様に害あるものは片かたっ端ぱしから排はい除じよしたいと思っております。

　お嬢様のために、今や異国を渡わたる船乗りになった元海賊のバハル船長は、お嬢様を押おし倒たおした前科があるので、本当は直すぐさま蹴けり殺してやりたいところなのですが、お嬢様が止めるので抑えています。

　お嬢様が『よし！』とさえ言ってくだされば、跡あと形かたもなく消し去るのですが……残念でなりません。
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　お嬢様はつい最近、婚こん約やく破は棄きをなさいました。

　相手の糞くそ馬ば鹿かハゲ侯こう爵しやく子息がいまだに生きていられるのは一重にお嬢様のお陰かげでございます。

「ラモール様を秒で殺してきてもよろしいでしょうか？」

　真しん剣けんに聞いたのですが、お嬢様は首を横に振り、そしておっしゃったのでございます。

「駄だ目めなんですの。だって、ラモール様は私に慰い謝しや料りようを払はらい終わっていないんですもの！　それに、バナッシュ伯爵領でラモール様は素す晴ばらしい功績をあげているんですって！　農業用の土の開発や家か畜ちくの餌えさになる牧草の育成その他もろもろ。田舎いなか暮らしが肌はだに合っているのでしょう」

　あまりにも詳くわしい内容に思わず、新たな密みつ偵ていでも雇やとったのかと不安になった。

「随ずい分ぶんとお詳しいではございませんか？」

「フフフ、ラモール様の情報は必要なくても流れてくるんですの」

　可か愛わいらしく笑うお嬢様を見ながら、情報収集なら兄と自分に任せてほしかったと思ったところでお嬢様はタネ明かしをしてくださいました。

「実は今、ラモール様の運命の恋こい人びとであるバナッシュさんをマチルダさんの弟で子しに迎えようとしているの。秘密ですわよ！　あの夢見がちの発想力と、人生は甘あまくないと現実を見る力！　素晴らしいですわ。ちなみにオルガ店長は『いい男を作る方法』と『駄目な男を王子様にする百の方法』だったらどっちを読みたいかしら？」

　突とつ然ぜんの質問に自分もかなり戸と惑まどいました。

「そうですね。『駄目な男を王子様にする百の方法』の方でしょうか？」

「フフフ、安心したわ！　バナッシュさんにはその題名の本を書いてもらうのよ！　ラモール様を立派な領主に変えることのできたバナッシュさんならベストセラーを書くと思わないかしら？」

　お嬢様の人を見る目は確かです。

　ですので、殺すのはまたの機会にすることにしましょう。
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　それからしばらくして、お嬢様が王子殿でん下かと婚約することが決まりました。

　お嬢様のお相手であれば王子殿下ぐらいの器うつわでなければいけないと常々思っていたので万ばん々ばん歳ざいでございます。

　王子殿下のことは調べがついております。

　黒くろ髪かみ、スカイブルーの瞳ひとみの美び丈じよう夫ふで細マッチョな体に全魔ま法ほうを使える神に選ばれし男。

　性格は温おん厚こう。

　少し不ふ憫びんなところはあるが紳しん士し的てきないい男。

　職人と作家、店の従業員全員が満まん場じよう一いつ致ちで殺すのはやめようというほどのいい男です。

　勿もち論ろん、お嬢様が好きになるのは時間の問題でしょう。

　そう思っておりました。

「オルガ店長、質問があるのだけどいいかしら？」

「勿論でございます」

　お嬢様はしばらく黙だまると、考えながらといったようにゆっくりと話してくれました。

「私、殿下と婚約したのだけど、殿下との距きよ離りは友人の時からあまり変わっていないの」

　なんの話か解わからず首を傾かしげると、お嬢様は困ったような顔をされました。

「お兄様とマニカ様は本当に、物理的にも距離が違うんですの！　本当に近い存在になられたのよ」

　お嬢様の兄上様も最近愛する彼女様ができ、たまに我わが店にデートに来ることもあるので距離の近さはよく解ります。

　なんというか、兄上様は甲か斐い甲が斐いしくかまいたがるタイプなので……近いですよね。

　はい、解ります。

　きっと、食べ物を食べさせて差し上げたり、ことあるごとに抱だきしめたり膝ひざに乗せたりするイメージです。

「お嬢様、お嬢様も王子殿下とそういった距離になりたいとおっしゃるのですか？」

　自分の言葉に顔を真っ赤に染め上げるお嬢様にかなり驚おどろいてしまいましたが、お嬢様は恋をなさっているのだと解って、胸が締しめつけられるような……お嬢様の成長に父親のような兄のような気持ちになったのは許していただきたい。

「オルガ店長、勘かん違ちがいしないでほしいのだけど、お兄様とマニカ様ほど過激でなくていいんですの。だけど、ちょっとだけ近づく方法がないかしら？」

　自分は、お嬢様のためならばどんな無理難題も叶えてさしあげたい。

「……これから街は寒くなります」

　自分の言葉にお嬢様はキョトンとした顔をした。

「寒い季節は恋人達が近づくのに持ってこいの季節なのです」

　お嬢様の瞳がキラキラと輝かがやき美しいと思いながら自分は話を続けました。

「例えば二人で歩くのであれば、『寒いから手を繫つなぎたい』と自然に言うことができます！」

「まあ！　素晴らしいわ！　続けて」

「長いマフラーがあれば互たがいに巻くことができ、ベンチでブランケットをシェアするのもいいでしょう」

「ブランケットに二人では嵩かさ張ばるのでは？」

　お嬢様の言葉に待ってましたとばかりにいつも持ち歩いている大きな一枚のブランケットを鞄かばんの中から取り出す。

「こちらのブランケットは、希少な魔ま物ものの毛を加工したものなのですが、軽い・薄うすい・温かいを兼かね備そなえた一級品でございます」

　お嬢様はしげしげとそのブランケットを触さわったり折おり畳たたんだりしてみている。

「この大きさで通常のサイズに折り畳んでも薄くて軽いので、女性にも旅人にも重宝されること間ま違ちがいなしでございます」

「お値段はいかほどかしら？」

「お値段？」

「そう、お値段ですわ」

　その瞬しゆん間かん、自分は言葉を飲み込んだ。

　このブランケットの素材である魔物は大人しい生き物ではあるが、大人しいせいで他の魔物に襲おそわれることが多い。

　希少な生き物だけあって、このブランケットは非常に高額だ。

　お嬢様は高くていい物より安くていい物の方が好きである。

「お高いのね」

「申し訳ございません」

「希少だとおっしゃいましたものね？」

「はい」

「肌はだ触ざわりが最高だわ……安くならないかしら？」

「申し訳ございません」

　自分が謝あやまれば、お嬢様はブランケットを撫なでながら言った。

「希少な魔物と言っていたけれど、捕つかまらない類たぐいの魔物なのかしら？」

「いえ、大人しい生き物です。そのため天敵が多く、数が少ないのです」

　お嬢様はしばらく考えてから言った。

「捕まえて繁はん殖しよくさせるのはどうかしら？　牧場を作ってしまえば安くできるはずだわ。そうだ、バナッシュさんに話してみましょう！　ラモール様に上う手まい具合に取り組ませてくださるに違いないもの！　オルガ店長、この作戦でいってみませんか？」

「自分は常々お嬢様は女神のように美しく、知ち恵えの泉を持った天界人なのではないかと思っております。素晴らしい案でございます。直すぐに手配いたします」

　お嬢様はクスクスと笑い、大おお袈げ裟さだと言ったが、大袈裟なものか？

　誰だれもが気がつかないことをやり、誰もが憧れる存在。

　お嬢様の素晴らしさは従業員が一番知っていることだ。

　自分は少しでもお嬢様と王子殿下との距離が縮まればいいと、ブランケットをお嬢様に差し上げた。
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　後々役に立ったとお嬢様が報告に来てくださったのだが、例のブランケットに包くるまり二人でお昼ひる寝ねを楽しまれたらしい……。

　思っていたよりも近すぎる使い方に注意をしようと思ったが、お嬢様が本当に嬉うれしそうに笑うのでやめた。

　あんなに可愛らしい笑え顔がおは見たことがない。

　本当に王子殿下がお好きなのだ。

　だから、自分はお嬢様に注意するのは諦あきらめた。

　お嬢様に注意するのは、だ。

　夜中に王子殿下の寝しん室しつに忍しのび込み首を鷲わし摑づかみにして『結けつ婚こん前まえにお嬢様に手を出せば跡形もなく消す』と、忠告だけしに行った。

　いずれお嬢様の全てを奪うばうのだから、少しぐらいの我が慢まんはしてもらわなければ。

　自分はようやく手にはいった情報をたよりに、そのまま希少種の魔物を生いけ捕どりにするため、夜中中走りまわったのは言うまでもない。
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　私は今売れっ子の小説家だ。

　自分で言うなと言われそうだけと、事実だから仕方がない。

　そんなことは今回、どうでもいい。

　今回の本題はお嬢じよう様さまと王子の婚こん約やくについてだ。

　私にとって人生に深く関わっている二人。

　それが王子とお嬢様だ。

　王子は王宮で過ごした日々の思い出にたくさん絡からんでくる方だし、その後の人生はお嬢様にささげたようなものだと思っている。

　そんな二人が婚約したのだ！

　これは幸せになってもらうしかない！

　話は変わるが、私にはバンシーの血が流れている。

　大おお雑ざつ把ぱに言うと予言をする妖よう精せいだ。

　だから、私にも予言のような力がある。

　予知夢を見たり、書いたことや言ったことが現実に起こったりする。

　バンシーは女性の妖精のため、息むす子こであるマイガーにはこの力は受うけ継つがれなかったようだ。

　さて、話を戻もどすのだが私は王子とお嬢様には幸せになってほしい。

　そこで私はある小説を書き始めた。

『ドキドキ♡　貴き族ぞくになっても頑がん張ばっちゃうもんね！』のアナザーストーリー、『薔ば薇らの花咲さく湖に……』という作品である。

　内容は『ドキ♡キゾ』でヒロインに選ばれなかった王子が悪役令れい嬢じようを好きになる話。

　はっきり言って『ドキ♡キゾ』より売れている。

　巷ちまたでは『バラコニ』と言われて定着していた。

　婚約破は棄きされた悪役令嬢の涙なみだに王子が心を奪うばわれ、悪役令嬢に想おもいを寄せる。

　元ヒロインが今度は悪役ポジションとなり、婚約者になった侯こう爵しやく子息の愚ぐ痴ちなどを言いに無む邪じや気きにやってきたのを悪役令嬢に見られて、まだヒロインが好きなのだと誤解されたり、美しい悪役令嬢に想いを寄せる隣りん国ごくの王子が出てきてライバル関係になったりと男性目線で繰くり広ひろげられる物語に世の女の子達はキュンキュンしている。

　こんなふうに男性に愛されたいと思ってもらえているらしい。

　お嬢様のちょっとした話に私は想像をふくらませる。

　事実を少し入れると真実味が増すからだ。

　だからお嬢様を監察することにした。

　お嬢様は王子が情けない顔をしていたり困ったりしている時の方が可か愛わいい顔をする。

　好きということがまだ解わかっていない状態でも、私はお嬢様が王子に惹ひかれていることに気がついた。

　婚約者になっても、いまいち好きの気持ちが解っていなかったお嬢様がようやく王子を好きだと認めた。

「誰だれよりも殿でん下かに頼たよってもらえるようになりたいのですが、何をしたらいいか解らないのです」

　そんな可愛い質問に答える前に、最近できた私の弟で子しが眉まゆをつり上げて叫さけんだ。

「ユリアスさんは思ったままにやってればいいのよ！　何やったって、王子様はユリアスさんに頼るに決まってるんだから！　たまに王子様がいてくれて良かった～とか言っとけばイチコロでしょ」

　まあ、あらかた当たっている。

　王子は頼りになるお嬢様の弱った姿に惹かれたと予想できるから。

　頼れる人だと思っていたら護まもってあげたい可愛いところを見せられて好きになっちゃったんだと思う。

「あの、昨日、改めて殿下から告白していただいたせいで、殿下を見るだけで胸が苦しくなるのですが」

　詳くわしく話を聞けば、なかなかのイチャイチャぶりに私も弟子も釘くぎ付づけだった。

　やるじゃない王子！　ヘタレだと思ってたけど素す敵てきじゃない！

　見れば弟子も頰ほおをピンクに染めてうっとりしていた。

「私ユリアスさんには一生、恋こいのなんたるかなんて理解できないんだと思ってた！」

「いまだによく解りませんわ」

　焦あせったような顔をしながらオロオロするお嬢様が可愛らしい。

「キスは？　したの？」

　弟子の一言にお嬢様の顔が真っ赤に染まった。

　キスぐらいで可愛い！

「し、してません」

「抱だき合あったのに？」

「言い方がなんだかいやらしいですわ！　お昼ひる寝ねしただけです」

「ユリアスさんが寝ている間に、チュッてしてるかもよ～」

　お嬢様が顔を覆おおって蹲うずくまってしまった。

　やりすぎだと思わなくもない。

「バナッシュさん破は廉れん恥ちすぎます！」

「ユリアスさんがお子様すぎなのよ！」

　弟子の言い分も解らなくはない。

「王子様だってキスぐらいしたいに決まってるじゃない！」

「うううう。殿下の顔をまともに見られる気がしないのですがどうすれば？」

　私は仕方なくお嬢様の頭を撫なでて言った。

「焦らずともいずれキスできますよ！　だってお嬢様は王子の子どもを産むんでしょう？」

　私の言葉にお嬢様はハッとした顔をして言った。

「そうでした。私は早く殿下の子どもを授さずからなければいけなかったのでしたわ」

　お嬢様の言葉に、弟子が私の本ほん棚だなから数冊の本を持ってきた。

　どの本も大人な描びよう写しやのある本だと解った。

「これ！　参考になるから読むといいですよ！」

　悪意のある笑え顔がおだったが、お嬢様は気がついていないようで、その本を受け取った。

「私、頑張りますね！　バナッシュさん、親身に話を聞いてくださってありがとうございます！」

「大だい丈じよう夫ぶ！　その代わり、何か進展があったら報告してね！　小説には体験談をたくさん書いた方が真実味が出ていいものが書けるんだから！」

「はい！　必ず！」

　お嬢様は本を抱かかえて帰っていった。

「ジュリーちゃん、お嬢様を苛いじめないでくれる？」

「苛めてないですよ～」

　弟子はふてくされたように口を尖とがらせた。

「でも、私だって王子様のこと好きだったんですから、王子様には幸せになってほしいんですよ～だ」

「まあ、キスぐらいさせてあげてほしいわよね」

　私と弟子は深く頷うなずき合った。
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　三日後、お嬢様は泣きそうな顔で本を返しに来た。

「ごめんなさい。無理です」

「頑張って！　次はこれね！」

　弟子がお嬢様を追おい詰つめるように大人の本を押しつけている。

　弟子はたぶんお嬢様を苛めているが、その本を読み続ければお嬢様がいかに低レベルであるかぐらいは、理解してくれるだろう。

「解りました。読みます」

　そう呟つぶやいてお嬢様は本を持って帰っていったのだが、次の日王子と一いつ緒しよにやってきた。

「ユリアスが目を合わせてくれなくなって、どうしたのか問いただせば、なんてもの読ませてんだ！」

　ご立腹の王子は弟子がお嬢様に貸した本を乱暴に部屋のテーブルの上に投げた。

　どうやら、王子の顔も見られなくなっているようだ。

「しかも、過激な本ばかり選びやがって！　半径三メートル以内に近寄ってこないんだぞ！　最初より距きよ離りが……物理的な距離が広がったじゃないか！」

　私と弟子はやりすぎてしまったことを少しだけ反省したのだった。

















電子書籍特典　書き下ろし短編「ラブレター」＆キャラクターラフ









　殿下との婚約が決まり国民へのお披露目も終わった後のこと、学園の食堂で私がお気に入りの席に行くと、殿下がテーブルを見つめて立っていた。

「どうかなさいましたか？」

　私の声に肩を跳ね上げて驚いていた。

　そんなに驚くことだろうか？

　不審に思いながらもテーブルに目をうつすと、そこには一通の手紙が置いてあった。

　宛名は私の名前である。

　私は躊躇うことなくその手紙を手に取り、差出人を確認した。

　だが、封筒には私の名前以外書いていない。

　では、差出人の名前は中に書かれているのだろう。

　私が手紙を開けようとすると、殿下に腕を摑まれた。

　私が首を傾げると、殿下は苦虫をかみつぶしたような顔をした。

「何か？」

「読むのか？」

「手紙は、読まれるために書くものだと思いますが？」

「……そうだが」

　ゆっくりと手を離した殿下に笑いかけてから私は手紙を開けた。




〝ユリアス・ノッガー様へ

　自分はノッガー様をお慕い申し上げております。

　美しく聡明で民草にも優しく商業の手腕も素晴らしい。

　貴女に恋い焦がれないなどということは無理に等しい。

　貴女が王太子と婚約されたと聞いた時は、胸が引き裂かれる思いをしました。

　未練がましくこんな手紙を書いてしまった自分を呆れたりしないでいただきたい。

　ただただ、自分の気持ちを知ってもらいたかったのです。

　永遠にお慕い申し上げております。

　名を記さなかった無礼をお許しください。〟




　内容を確認し、私は鞄にその手紙を大事にしまい込んだ。

「待てユリアス！　その手紙をどうするつもりだ？」

「勿論、大事に保管させていただきますが？」

　殿下は口元をヒクヒクさせている。

　何が不満なのだろうか？

　ゆっくり深呼吸をしてから殿下は言った。

「それは、俗に言うラブレターではないのか？」

「ええ、お名前はありませんでしたが、俗に言うラブレターでしょう」

　殿下が額を押さえて深いため息をつく。

「君は俺の婚約者だ」

「はい。そうですわね」

「なら、なぜその手紙を保管する？」

　その時、私の中では一つの疑惑が浮かんでいた。

「まさか……嫉妬ですか？」

「っぐ」

　殿下は気まずそうに私から視線をそらした。

　やっぱり、殿下は可愛い生き物なのだと、私は思った。

「殿下、お耳を拝借しても宜しいでしょうか？」

　私は周りに聞こえないように殿下の耳に口を寄せて呟いた。

「私、筆跡である程度どなたが書いた手紙なのか解るのです」

　私が離れると、殿下は私を睨んでいた。

「それが保管する理由か？」

「ええ！　こんな黒歴史を私に握られては、どんな商談もノーなんて言えないと思いませんか？」

　私の言葉に殿下はみるみる青くなっていった。

「君は悪魔か！」

「いいえ。殿下の婚約者ですわ」

　殿下は頭を抱えて深いため息をつくのだった。







　ラブレターをいただいた翌日の放課後。

　私は、殿下を池の見渡せる昼寝場所に呼び出した。

「何かあったのか？」

　薔薇に囲まれた昼寝場所に現れた殿下は私を心配そうに見つめた。

　私は鞄からピンク色の封筒を取り出すと、殿下に差し出した。

「誰かに頼まれたのか？　俺は受け取らないぞ！」

　殿下が警戒しているのは火を見るより明らかだ。

「いえ。これは私からのラブレターですわ」

「……なんの罠だ？」

　殿下が更に警戒を深めたのは解せない。

「昨日の嫉妬していた殿下があまりにも可愛……素敵だったので、私からのラブレターを受け取ったらどんな反応をしてくださるのかと思いましたの」

「……可愛いはやめろ。後、俺に弱みを握られてもいいのか？」

　そう言いながら殿下は手紙を開いた。

　内容はシンプルなものだ。




〝貴方をお慕いしています〟




　そのラブレターを見るやいなや殿下は口元に掌を当てると呟いた。

「なかなか、嬉しいものだな」

　どうやら殿下はニヤニヤしているようだ。

「そのラブレターには私の名も無く、筆跡も変えていますので弱みにはなりませんがどうぞお納め下さい」

　実際には筆跡は変えていないが私は笑顔でそう言った。

　私の言葉に、手紙を突き返すことなく殿下は大事そうにジャケットの内側にある胸ポケットにしまった。

「…………君がくれた手紙だ。大事にする」

　殿下の言葉に私は少し後悔した。

　殿下が大事にしてくれるのならちゃんとした手紙を書けばよかった。

「ユリアス、今度は俺が手紙を書いてこよう」

「いつも契約書や紹介状や感想文をいただいていますわ」

「それはラブレターではないだろ？」

　私はかなり驚いた。

「ラブレターをくださるのですか？」

　殿下は柔らかな笑顔を私には向ける。

「俺はちゃんと署名もするから、大事にしろよ」

　その時私は何だか殿下に負けた気がした。

　そして、私も次は殿下をドキドキさせるようなラブレターを書こうと心に決めた。

　だが、後日届いた殿下のラブレターの半分以上は私に対する説教だったので、私からの再ラブレターはしばらく見合わせることにしたのだった。





ＥＮＤ













































　竜王サマ、この結婚はなかったことにしてください！　電子特別お試し版　（著：葛城　阿高　イラスト：春が野　かおる）
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　一角獣ユニコーン、鷲獅子グリフイン、双頭犬オルトロス。

　この世界には「動物」とは一線を画する、不思議な生物が存在している。我々はそれらを「幻げん獣じゆう」と呼んでいる。

　幻獣の個体数は非常に少なく、また、警けい戒かい心しんの強い彼かれらは人間から隠れて暮らしているため、我々の生せい活かつ圏けんでは滅めつ多たにお目にかかれない。




　けれど私は子どもの頃ころ、出会ったことがある。

　幻獣の中で最も稀け有うで、全ての幻獣を統すべるという、「竜ドラゴン」に──。
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「ああ、最高……。旧きゆう約やく聖せい書しよの冒ぼう頭とうで天地創造のあとすぐ砂糖を作っちゃう神様の気持ち、今の私にはよく分かる……」

　どんなにグッタリしている時でも、甘あまいものを食べた途と端たん、疲つかれがフワッと飛んでいく。世界を創った神様もきっと「六日間頑がん張ばった自分へのご褒ほう美び」とか言って、七日目の安あん息そく日びには甘いデザートで疲れを癒いやしたことだろう。

　今、私の目の前にあるのは、買ってきたばかりのドーナツの山。

　小麦粉と卵と砂糖で生き地じを作って、油で揚あげる。そこにたっぷりチョコスプレーや粉砂糖を振ふりかけて、気まぐれにシャンテリークリームを挟はさんじゃったりなんかして。

　自宅アパートでは作らない。キッチンストーブを油まみれにしたくないし、片付けだって面めん倒どうだし、そもそも、買ったほうが美お味いしいし。

　神様、あなたもこれを召めし上あがったことがありますか？　ケーキよりもずっしりとしていて、小腹どころか大腹まで満たしてくれる、たいへん罪深き食べ物を。

「私の知る限りでは、旧約聖書には神が砂糖を作ったなんて書いてなかった気がするけど」

　私の現実逃とう避ひ劇場を台無しにするのはいつもミミ。学生時代からの友人だ。

「ミミも砂糖の原料を知っているでしょう、サトウキビよ？　木みたいなもんよ？　あんなイネ科の植物を搾しぼったら甘い砂糖ができるなんて、神様以外には気づけないはず。……いや、まず神様はどうしてサトウキビを砂糖の原料にしようとしたのかしら。塩みたいに海水を煮に詰つめて出来上がるようにすれば、もっと分かりやすいものを……いやいや、そうすると煮詰めてるうちにこんがり焦こげたカラメルソースになっちゃうかも。それはそれで魅み力りよく的てきだわ……」

「ティナ……科学者のあんたが『神様』なんて非科学的なものを信じていてもいいの？」

　呆あきれたような物言いに、私は肩かたを竦すくめてみせた。

「まさか！　進化論も地ち動どう説せつも、否定する気なんてない。ただ、砂糖に関しては、神がかり的な癒しを感じているというか、悪あく魔ま的てきな中毒性を感じているというか」

「はいはい」

　ミミは興味なさそうな返事をしながら、我が家の小さいテーブルにつき、私が買ってきたドーナツをかじっている。きっと彼かの女じよも、この「砂糖」の誘ゆう惑わくには勝てないのだ。

　そう、我々は砂糖に支配されている。

　ココナッツパウダーをまぶしたドーナツはちょっと食べにくいものの、この歯ざわりが癖くせになる。ココア生地の黒に、ココナッツの白。色の対比もまた魅力的だ。

「……ティナ、ちょっとあなた、食べ過ぎなんじゃないの？　太るわよ？　そもそも二人の女子会でこの量のドーナツを買ってくるところ、率そつ直ちよくに言って正気を疑うわ」

　一人当たり五個の計算はミミにとっては多すぎたようで、彼女から疑問の声が上がった。五個程度で食べ過ぎだなんて、むしろこっちが正気を疑いたいくらいなのに。

「大だい丈じよう夫ぶ、私は日々、激務をこなしているのよ。カロリー消費量もそりゃあ凄すごいはずだから、一週間の総量で見ればカロリー過多になるはずないわ！」

「平日でもよく甘いものを食べているくせに？」

「……ミミ、どうしてドーナツは真ん中に穴があいているか知ってる？」

　先ほどの彼女の指し摘てきは聞こえなかったことにする。

「熱ねつ伝でん導どうを均きん一いつにするためとか、膨ぼう張ちようする生地を逃がすため、とか？」

　ミミの論理的な回答に私は得意げに首を振り、新たなドーナツを顔の前に一つ掲かかげた。中央の丸い穴からミミを覗のぞき、自信を持って言い放つ。

「この穴はね、カロリー『ゼロ』を意味しているのよっ！」

　ミミの眉まゆがぴくりと動いた。

「……カロリーゼロ？　こんなにもたくさんグレーズがかかっているのに？」

「そうよ！」
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「クリームがたっぷり挟んであっても？」

「もちろん！」

　当然ながら、科学的根こん拠きよはない。単なるおふざけの延長である。

「……さすが、ルルイエ幻げん獣じゆう研究所の研究員サマはおっしゃることが科学的だこと」

　ちなみに、ミミも私と同じ研究所で働いているが、彼女は医務室の嘱しよく託たく救護員としてよそから派は遣けんされている。私たちは同じアパートに隣り合って住んでいるが、所属も業務も給金体系もまるで違ちがうのだ。さらに付ふ言げんするならば、ルルイエではドーナツの研究などしていない。

　ミミが言う。

「親友としてアドバイスするわ。休みのたびにドカ食いしなきゃやってられないような仕事、良家のお嬢じよう様さまには向いてないと思う。早々に見切りをつけるべきだわ」

「０ゼロ」から「Ｃシー」の形に変わってしまったドーナツを片手に、とんでもない！　と私は拒きよ否ひする。

「それは吞のめない提案だわ。ルルイエ幻獣研究所は、私の敬愛するヴィルヘルム・フロイデンベルク博士が所長を務める研究所なのよ？　ルルイエに入るためにガリ勉したし、学会誌だってなんだって幻獣に関する書しよ籍せきなら手て当あたり次し第だいに読よみ漁あさったし、何より、家族を説得するのにどれだけ私が苦労したことか……！」

　数十年前に貴族制度が廃はい止しされたとはいえ、それまで有していた資産までもが国民みなに配分されたわけではない。環かん境きようや考え方も同じ。

　下層階級の国民の間では、今も昔も女性や子どもが働きに出ることは珍めずらしくない。しかし上層階級は違う。女性が外で働くことは経済的困こん窮きゆうを意味し、恥はずべきことだとする考え方が今も根強く残っている。

　私の家、バロウズ家も元は貴族である。暮らしも裕ゆう福ふくだったため、私が働きに出ることを家族に理解してもらうのは、たいへん骨の折れる作業だった。

　私が働く目的は、実家からの独ひとり立だちと同時に、仕事にしたい「こと」があったからだ。それはつまり……と喋しやべりに熱が入りきる前に、ミミがはいはい、と私をあしらう。

「知ってるってば、何度も聞いた。竜りゆうの研究がしたかったのでしょう？」

　そう、私は竜の研究がしたかった。

　竜が人間の前に最後に姿を現したのは、正式な記録では今から十九年前のこと。捕獲後まもなく死んだため、生きている姿を見ることは叶かなわないが、骨格標本だけなら、ルルイエ幻獣研究所の敷地内に併へい設せつされている幻獣博物館に、今も実物が展示されている。観覧料も高くないので、研究者の道を志こころざした時から、私は足あし繁しげく通ってきた。

「でも、せっかく憧あこがれの研究所に研究員として採用されたにもかかわらず、竜どころか、どの幻獣研究にもタッチさせてもらえてないんでしょう？　バイトでもしないような使いっ走りや雑用ばかりさせられてたら、入った意味がないわよ」

「うっ！　お、おっしゃる通りです……」

「しかも、憧れのヴィルヘルム博士、まだ一度も会えてないんでしょう？」

「そ、そうよ。面と向かって言われると、さすがの私でも辛つらいわ……」

　いつも私の愚ぐ痴ちを聞いてくれるミミは、職場での私の立ち位置をかなり正確に把は握あくしている。それどころか、彼女の方が研究所内の所員と接する機会が多いので、私よりよっぽど情報を持っている。




　──新入り！　小腹が空すいたからビスケットを買ってこい。お茶も淹いれるんだぞ。

　──新入り！　プランターに水やりをしておけ。草取りも忘れるなよ！

　──新入り！　清潔な白衣の替かえはどこだ？　……はぁ？　まだ干してるだと!?

　朝日が昇のぼり始める早朝、先輩研究員より一足先に出勤し、静まり返る研究所でまず私がすることといえば、所属研究室の掃そう除じである。それが終われば幻獣管理棟とうに移動し、任された幻獣の餌えさやり・掃除・健康チェック。

　ちなみに、私が関わることを許されているのは、「第四級」と呼ばれる小型の幻獣まで。研究室ごとに管理する幻獣が割り振られているが、私の所属する〝コックス研究室〟が受け持つ幻獣のうち、第四級は全て私の担当となっている。第三級以上は新人には任せられないということで、先輩がたが飼し育いくしている。幻獣の世話は嫌いやではないので、時間があればもっと任せてもらっても喜んで引き受けるのだけれど。

　日課が終われば研究室に戻もどる。その頃ころには先輩研究員たちも出勤しているので、頃合いを見てお茶を出したりあれこれの雑多な言いつけ──私的なものも当然のように含ふくまれる──をこなし、しばしば理り不ふ尽じんに怒ど鳴なられながらも、私は負けじと働くのだ。

　昼食を食いっぱぐれることもあるし、雑用のせいで残業することも少なくない。

　それでも、私がこの研究所にしがみつくのには理由があった。

　幻獣を研究している施設は国内にいくつか点在しているが、その中でも最も長い歴史と実績を誇ほこるのが、このルルイエ幻獣研究所なのだ。フロイデンベルク家の当主が研究所所長を歴任しており、またその所長も全員が全員、幻獣の研究──主に竜──で第一線に立つ素す晴ばらしい研究者ばかり。今こん日にちの幻獣研究があるのは、ルルイエ幻獣研究所、フロイデンベルク家のおかげと言っても過言ではない。

　特に、現所長であるヴィルヘルム・フロイデンベルク博士の功績は突とつ出しゆつして偉い大だいである。彼かれは十九年前に捕獲した竜を対象に、何本もの優すぐれた論文を生み出した。私が研究の道を志し、彼に憧れを抱くきっかけになった論文だ。

　私が彼の研究成果に触ふれたのは、十歳さいを越こした頃だったか。

　竜の登場する絵本や架か空くうの冒ぼう険けん譚たんでは満足できなくなっていた私は、彼のとある著書を手に取った。それは、捕獲した竜の観察記録とそこから生まれた考察などを、論文を基もとに子どもにも分かりやすく再構成したエッセイ仕立ての一冊だった。ノンフィクションとして発表された書籍で、当時のようすが臨りん場じよう感かんたっぷりに記されていたことは、当時の私には衝しよう撃げき的てきだった。

　いつ、どこで竜を見つけて、誰だれが捕獲して、どのような交流を試みたか。どのくらいの大きさで、何を食べ、何を好んだか。そして、どのような最さい期ごを迎えたか。人間の管理下で竜が生きた短い期間の記録とともに、博士の葛かつ藤とうも記されていた。

　人間が整ととのえた人工的な環かん境きよう下かでは、竜は長く生きられない。自然界に返したいが、そういうわけにもいかない。ゆるやかに死んでいくのを、ただ見守ることしかできない──。

　竜を含む幻獣研究は、人間社会の発展のためにあるべきだとする考え方が一いつ般ぱん的てきな昨今だが、博士の書籍や論文を読み漁った私には、彼が竜を単なる研究対象だと捉とらえているようには思えなかった。文字越ごしに窺うかがえたのは、純じゆん粋すいな探究心。それと、彼らを理解したい、寄より添そいたいという気持ち。

　竜の捕獲から数年間、ヴィルヘルム博士は怒ど濤とうのように何本もの論文を世に送り出した。しかしその後はパッタリと途と絶だえ、そして今に至っている。

　意欲を失ってしまったのか、それとも単に研究対象としての新たな個体が捕獲できないから書けないだけなのか。研究所所員として採用されたにもかかわらず、まだ博士と会えていないままの私には分からない。ただ、博士は他の幻獣に関する論文の発表は変わらず続けているのだから、研究そのものに対する熱意を失ったわけではないのだろう。

　彼が所長を務める研究所に入って半年。世界各地を研究のために飛び回ったり、研究所内や所属学会の論文の査さ読どくに忙いそがしいうえ、経営に広報に資金集めにと博士が日々奔ほん走そうしていることは知っている。

　私の夢は、立派な研究員になって、ヴィルヘルム博士と同じように竜研究に携わること。だから今、不当な扱あつかいを受けているからと職を手放すことなんてできないのだ。




「ミミ、私、……頑張るから」

　毎週末、甘いお菓か子しに頼たよらざるを得ないとしても。

「下積み」と呼べるほどの仕事すら与あたえてもらえていないとしても。

　それでも私は、逃にげたくない。諦あきらめたくなんかないのだ。

　──これからだ。何かが始まるとしたならば、それはきっとこれからのはず。

　口元についたドーナツのくずに気づかないまま、決意固く宣言する私を見て、ミミは少しも笑わなかった。釣つり上あがり気味の目を細めて、満足そうにゆったりと頷うなずく。

「そうね。それでこそ私の友人よ。私だって諦めたりなんかしないわ」

「諦めないって……もしかして兄さんのこと？」

「そうよ、悪い？　私はずっとフレッド一筋なんだもの」

「別にいいけど、わざわざ妹の私に宣言しなくても」

　ミミは学生時代、私の兄に一ひと目め惚ぼれをした。今もその恋こいは片思いのまま継けい続ぞく中ちゆうとのことである。ちなみに、妹の私が知る限りでは、兄に女性の影かげはない。

　良家の嫡ちやく男なんで頭ず脳のう明めい晰せき、物もの腰ごし柔やわらかな容よう姿し端たん麗れい独身男──妹の私がこんなに絶賛していいものか分からないけれど──を狙ねらう女性は多いだろう。私にとっては苦手な兄だが、妹の立場と恋する人の立場では、見えるものが違うのかもしれない。とにかく、私がとやかく言える問題ではないので、あとはミミの頑張り次し第だいだと陰かげながら応おう援えんするばかり。

　ミミも息を吞むような美人だ。着るものだって私の何倍も気を遣つかっているし、働きだしてからは化け粧しようを覚え、茶ちや髪ぱつを金色に染めたりしてずいぶんと垢あか抜ぬけた。二人がくっつけば、美男美女のカップルになるのは間ま違ちがいない。正直、妹から見てもお似合いだと感じる。

「こんな話、ティナだからこそ言うのよ。将来私はあなたの義あ姉ねになるんだから」

「はいはい」

　彼女もドーナツを一つ取る。チョココーティングの上にピンクのチョコスプレーがまぶされた、私おすすめの激げき甘あまな一品。ミミは私が持っていたドーナツにコツンとそれを当てて、小さく「乾かん杯ぱい」と言って頰ほおを綻ほころばせた。

　一口食べて、「今日の夕飯はもういらないわ」と苦しそうに呟つぶやくのもセットで。
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　ルルイエ幻獣研究所に入所したのはもう半年も前のことだというのに、私はいまだヴィルヘルム博士の顔を知らない。面接試験の時も、勤務初日にも、博士は調査のため外出しているとかで会うことが叶かなわなかった。

　彼は幻獣研究における世界的権けん威いである。それゆえ多た忙ぼうなのは知っているが、研究員たちをないがしろにしない面倒見のよい人ひと柄がらだということも聞いている。

　……聞いてはいても、私専用のデスクもなく、所属研究室の共同研究チームの一員にすら加えてもらえない今の状じよう況きようでは、彼との接せつ触しよくを試みようなどとは思えない。まさしく遠い夢のような話である。

「はあ、博士……。そのうちお会いできる日が来るのかなあ。ねえキリム、博士ってどんな人だろう？　優やさしい？　怖こわい？　まさかハゲてる？」

　世話を任されている幻獣の一種、七キ頭リ獣ムに給きゆう餌じをしながら、私は自分の妄もう想そうを垂れ流す。

　ちなみにキリムとは、七つの頭に七つの角、七つの目を持つ小型の幻獣だ。それぞれの頭には小さいながらも脳が存在しており、共有している一つの胴どうの行動は、七つの頭のうちのリーダー格の意思に委ゆだねられているのだという。

　成体でも手のひらサイズにしかならないキリムは、まるでイソギンチャクのようだと気味悪がられることも多いようだが、鳥の羽が生えているのに空を飛ぶことができないという、なんともお茶目な特性が、私には可愛かわいく思えて仕方がない。

　ふわふわの毛並みを撫なでてみたいが、キリムはなかなか凶きよう暴ぼうで、おまけに頭が七つもあるので、手を出せば簡単に指を咬かみちぎられてしまう。革かわ手て袋ぶくろがあれば耐たえられるかもと試ためしてみたが、装着前の手袋に牙きばが容易たやすく貫かん通つうするのを見て、これは無理だと諦めた。

　だから私は檻おり越ごしに、聖母のように慈じ愛あいをもって見つめるだけ。

「やっぱり壮そう年ねん紳しん士しを想像しておきたいところよね。長年の憧れであり目標とする研究者だもの、ハゲ散らかした中年男をイメージするのはこれまでの私に失礼だわ」

　ヴィルヘルム博士は十九年前の時点ですでに所長の地位にいた。どんなに若くても当時二十は超えていたはずだと推測すると、今の彼は少なくとも四十代、おそらく実際には五十代くらいのおじさまだろうと思われた。

　さて、と私はくたびれた白衣の袖そでを捲まくり上あげ、引っ張ってきたワゴンを見た。いくつかあるファイルの中からキリムの観察日誌を取り出し、仕事の続きにかかる。

「今日のキリム一号ちゃんの様子、……食欲、あり、被ひ毛もう、艶つやよし、機き嫌げんは──」

　檻の隙すき間まから指を入れてみる。しかし、すぐに牙をむき出しにして食らいつこうとしてきたので、素す早ばやく手を引っ込めた。いつか無傷でお前の毛皮を撫でてやると、そう心の中で呟きながら。

「機嫌は、よし！」

　週の始まりは特に仕事が山積みである。目の前の幻獣に言葉が通じるのかどうか不明だが、私は「またね」と声をかけ、次の幻獣のもとへと向かった。




　朝の世話をひと通り済ませて研究棟に戻ってみると、先輩研究員たちが集まって何やら話し込んでいた。

「……を…………て固定すれば、変へん態たいするのを……できる」

「組織固定にはこの…………が最も効果があるし、逆変態を……にも…………可能性がある」

「或あるいは、……トリウムを用いて、……リル酸と反応させる方法もあるかも」

　黒板に化学式を展開させながら、糊のりの利きいた白衣に身を包んだ数人が意見を出し合っているようだ。黒板は人影に遮さえぎられてはっきり見ることができないし、会話も途と切ぎれ途と切ぎれにしか聞こえてこない。

「人じん為い的てきにアポトーシスを引き起こさせるには、やはりこの…………おい、新入り！　なに見てるんだ!?」

　主任研究員であるコックス室長の声により、全員の視線が私に注そそがれた。

「あ……お、おはようございます。担当幻獣の健康チェックが完かん了りようしたので──」

「今、俺おれたちの話を盗ぬすみ聞ぎきしてなかったか？」

　同じ所属の研究員なのに、『盗み聞き』とはなんて酷ひどい言い草だ。

「盗み聞きというほどでは……今入室したばかりですし」

「俺たち先輩研究員の許可を得ていないんだ、盗み聞き以外の何がある？　本来ならお前など、この研究室に足を踏ふみ入いれる資格すらないはずだ。せめてもの情けで下働きをさせてやっているだけなのに！」

　聞き流せなかったのは、私の長所か、はたまた短所か。

「資格すらない……？　どうしてですか？　私は入所試験に合格して、正規の研究員としてこの研究室に配属になりました。新人であっても配属された研究室の共同研究には参加できるのが決まりのはずですし、実際に同期たちはすでにそうだと聞いています。だから私だって、本来なら──」

　私の主張は何も間違っていないはずだ。けれど、正論すら「くだらない」とでも言うように、顔を歪ゆがめて鼻で笑われてしまった。

「よく言うよ、誰もお前を認めちゃいないのに」

「え？　それは一体、どういう……？」

　先輩研究員の一人、ルノーさんだ。私より十歳上の中ちゆう堅けん研究員だが、私がこの研究室に入るまでは一番下したっ端ぱだったと聞く。丸まる眼鏡めがねの隙間から、細目がジロリと私を睨にらんだ。「一応、由ゆい緒しよ正しきバロウズ家のお嬢様って話なんだから、お仕事なんて身みの丈たけに合わないことはやめてとっとと嫁よめに行っちまえばいいものを」

「な……時代錯さく誤ごもいい加減にしてください！　これからは女性の社会進出が当たり前になっていくはずですし、私は研究がしたかったからこそ、この研究所に──」

　私とルノーさんのやりとりが言い争いに発展しかけたところで、コックス室長が口をはさむ。

「新入り、御ご託たくの前に茶がないぞ。つべこべ言わず早く人数分の茶を淹いれてこい」

「でも室長っ！　今の言葉は──」

「分かったな？　それと、砂糖は入れなくていいからな！」

「…………はい」

　ああ、甘かん味み。甘いものが食べたい。

　昨日しこたまドーナツを食べたというのに、すでに私は糖分を欲ほつしているようだ。

　自分用の紅茶なら、角砂糖五つは確実に入れていた。初めて紅茶を出した際、善意から先輩がたにも同じ数だけ入れて出したら、「嫌がらせか！」と怒おこられた。

　とんでもない！　嫌がらせをしているのはあなたたちの方でしょう！　……というのは、さすがに喉のどに引っかかって止まったっけ。

　お茶出しのあと、プランターに水をやりながらも、私の回想は止まらない。

　学生時代、私は成績優等者として表ひよう彰しようされたこともあった。そもそも成績が悪ければ、ルルイエなんて有名な研究所の入所試験に受かるわけがない。

　働き始めて約半年、先輩たちの指示には従順に迅じん速そくに従ったし、反感を買うようなことをした覚えもない──角砂糖事件を除いて──。

　にもかかわらず、どうしてか私に与えられた仕事は掃除やお使いが大半──幻獣のお世話だけは楽しくやっている──で、他の研究室に配はい属ぞくされた同期たちとは違い、私の白衣だけなぜか「お下がり」。丈たけが合わないなんて当たり前で、ほつれどころか黄ばんでいる。これはもう「白衣」ではなく「黄おう衣い」と呼んだ方が正しい気がする。

　感傷に浸ひたりすぎたのか、喉の奥おくからこみ上げてくるものがあった。私はすん、と鼻を鳴らしながら、じょうろ片手に空を眺ながめた。

　クレープ。

　クレープが食べたい。薄うすい薄い黄色の生地に、たわわに盛られた純白のクリーム。苺いちごがトッピングされていれば言うことなしだ。

　ちなみに、苺は野菜に分類される草そう本ほん性せいの植物だからカロリーはないと考えて間違いないし、あんなに薄い生地、あんなに軽いシャンテリークリームにもカロリーなんてあるわけがない。いくら食べても問題ないはず……と信じている。

　理不尽な扱い、理不尽な暴言。庇かばってくれる人もいない。

　しかし幸いなことに、これくらいでへこたれる私ではなかった。

　押しつけられた幻獣の世話も、正直もっと任せてください！　と頼みたいくらい楽しかったし、「文ぶん献けんを探してこい」と指示を受ければ書庫でコッソリ自分の読みたい書籍を読むこともできた。

　広い書庫の図書分類と配置は入所後三日で把は握あく済み。先輩には今でも「なかなか見つからなくて遅おそくなりました」と言い訳をしているが、真実は「面おも白しろい本を読み漁っていて遅くなりました」だ。

　間食や昼食の買い出しも、使い走りのたびに私はちゃっかり自分用の甘味も買った。甘いものに目がない私への嫌がらせだろう、デザート系の買い物は全く頼まれなかったが、私だってピザ屋やハンバーガー屋にもデザートが置いてあることくらい知っている。

　先輩がたも根は真ま面じ目めなのか、傷害や窃せつ盗とうなどの法に触れる嫌がらせ──その域なら「嫌がらせ」ではなくもはや「犯罪」──はされなかったから、まあいいか、とあまり気にすることはなかった。

　この研究所には、幻獣も、尊敬するヴィルヘルム博士もいる。夢にまで見た研究所で幻獣と触ふれ合あうことができるのは、何にも勝まさる私の喜び。進学の時も就職の時も、反対する家族の説得に私がどれほど心を砕くだいたか。ここで辞やめたらあの時の苦労も水の泡あわと化してしまうと考えたら、「撤てつ退たい」の選せん択たく肢しなど私が選ぶはずもない。そういう面では、ことごとく私の希望を否定して苦労させてくれた兄にも、感謝していると言えるかもしれない。

　ただ、今の村むら八はち分ぶ状態が半年も続くというのは、さすがに想像していなかった。このまま改善がなされないのであれば、コックス室長より上の役職の人や、然しかるべき機関に相談することも視野に入れておいた方がいいかもしれない。







　この続きは現在配信中の『竜王サマ、この結婚はなかったことにしてください！』にてお楽しみください


(C)Ataka Katsuragi 2019
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